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                          工学部長 有住康則 
 
 
 工学の教育・研究において実験・実習は不可欠なものである．実験や実習には

大規模な機械設備，高電圧機器，化学薬品などが使用されるため，現場での取扱

いには十分気をつけなければならない．このマニュアルは，工学部における労働

災害等を防止して快適な教育研究環境を作り出し，教職員と学生の安全と健康を

守ることを目的として作られたものである． 
 国立大学が法人化したことにより，これまで文部科学省が一括管理してきた安

全衛生に関する管理や措置を厚生労働省の法律で適用することとなった．適用を

受けることになった労働安全衛生法では，安全衛生に関する管理体制の確保，危

険や健康障害を防止するための措置，機械設備や有害物に関する規則などが定め

られており，これには大学の全教職員・学生が対象になる． 
 琉球大学工学部では，1993 年に最初の安全マニュアルを作成し，2006 年に改訂

を行った。学科ごとに安全の心得，研究室や実験室における安全の確保，事故時

の対応法などを整理し，それを一つの冊子にまとめたものであった．今回のマニ

ュアルは，その後の労働安全衛生法等の法律の改訂を勘案し，改訂版を整理し直

したものである． 
まず，「はじめに」において，このマニュアルの要点として，安全衛生マニュ

アルの目的，使い方，労働安全衛生法の概要，及び工学部における安全衛生管理

システムについて述べている．次に，第Ｉ編の「安全管理」では，電気，ガス，

工作機械，化学薬品，エックス線，レーザーなどの取り扱いや注意事項，及び防

火と自然災害への対処等について述べている．第 II 編の「衛生管理」では，ＶＤ

Ｔ作業の管理，各種応急措置，健康診断，受動喫煙，保険の加入などについて基

本的事項を記している．また，届出の様式や安全衛生チェックリストなどは第 III
編に掲載されている． 
 教職員，学生の各人が安全についての意識を深め，事故や災害を未然に防ぐこ

とが重要であり，工学部の皆さんにはこのマニュアルを最大限活用しながら日頃

の業務に携わっていただきたいと思う． 
 工学部安全衛生委員会をはじめ関係の方々には，ご多忙の中，工学部の安全対

策と事故防止に真剣に取り組まれ，このような重要なマニュアルを仕上げていた

だいた．安全衛生委員会委員長を始めこのマニュアル作成に鋭意努力を重ねられ

てきた教職員の方々に深く感謝したいと思う．            
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はじめに 

1. 安全衛生マニュアルの目的

工学部における安全及び衛生について，労働災害を防止して快適な教育研究環境の実現と教

職員及び学生等の安全と健康を確保する．

2. 安全衛生マニュアルの使い方

研究室及び実験室等で実験を㛤始する๓に，本マニュアルを一ᗘ㏻ㄞし，全体的なෆᐜ及び

基本的なルールをᢕᥱする．関係法௧・法律等は，ᖖ時，ぢ直しがᅗられ，᪂たな法律が成立・

行・改ṇ・㏻㐩されることもあるため，最᪂のሗをࢱࣥーࢿット等で᳨⣴を່める．

ただし，本マニュアルに記載されている項目だけで，工学⣔の実験に関するすべてが⥙⨶さ

れているわけではない．᭦にヲしい取扱注意等は各学科の研究室及び実験室等で確ㄆする．

3. 労働安全衛生法の概要

㸦㸯㸧労働安全衛生法の制定

ᖹ成 16 年㸲᭶ら国立大学より国立大学法人に⛣行とྠ時に厚生労働省労働基‽法

及労働安全衛生法が適用されることになった。労働基‽法は労働᠇❶的部分とಶูの労

働᮲௳を定める部分とに分れている。ಶูの労働᮲௳を定める部分ら安全と衛生に

関する部分をᢤき出し，これらに᪂規の規則事項と国のຓ措置等を加࠼て༢⊂法とし

て労働安全衛生法は制定されている。

㸦㸰㸧労働安全衛生法の体⣔

労働安全衛生法の体⣔は，概ね௨ୗの㏻りである．

ձ 安全衛生管理体制

ղ 労働⪅の危険ཪは健康障害を防止するための措置

ճ 機械等及び有害物に関する規則

մ 労働⪅のᑵ業にあたっての措置

յ 健康の保ᣢቑ㐍のための措置

ն 快適な職場環境のᙧ成のための措置

շ ┘╩等

ո ⨩則

㸦㸱㸧労働安全衛生法の目的

基本的に労働安全衛生法は労働⪅を対象としている。大学の管理職௨እはすべての教

職員を労働⪅とࡳなす。ᚑって，労働⪅の安全と衛生を確保し，さらに快適な作業環境

のᙧ成をಁ㐍することを目的としている。

㸦㸲㸧労働⪅の危険ཪは健康障害に関する措置

労働⪅の危険ཪは健康障害を防止するための措置については，事業⪅がㅮじなければ
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ならない安全衛生の措置についての基‽が労働安全衛生規則，そのの厚生労働省௧や

࿌♧などで定められている。

㸦㸳㸧機械等及び有害物に関する措置

・ー，クレーࣥなど≉に危険な作業をᚲ要とする機械等については，その設置ࣛ࣎

〇㐀にᙜたっては行ᨻᐁᗇのチ可がᚲ要であり，その使用，ㆡΏ等についても制限があ

る．

有害物については，労働⪅に重ᗘの健康障害を生じる物㉁の〇㐀，ㆡΏ，ᥦ౪等にᙜ

たっては規則が♧されている．

㸦㸴㸧労働⪅のᑵ業にあたっての措置

事業⪅は労働⪅を᪂規に᥇用したときの，作業ෆᐜをኚ᭦したとき，危険ཪは有

害な業種につࡏるときは安全衛生教育を行わなければならない。クレーࣥの㐠㌿業務

などの危険をకう業務については，චチཪはᢏ⬟ㅮ習等の㈨᱁を有する⪅௨እの⪅のᑵ

業が⚗止されている。

4. 工学部における安全衛生管理システム

㸦㸯㸧安全衛生管理組⧊

安全衛生委員会

付
属
施
設
等
安
全
衛
生
委
員
会

付
属
図
書
館
安
全
衛
生
委
員
会

農
学
部
安
全
衛
生
委
員
会

工
学
部
安
全
衛
生
委
員
会

理
学
部
安
全
衛
生
委
員
会

教
育
学
部
安
全
衛
生
委
員
会

法
文
学
部
安
全
衛
生
委
員
会

大
学
本
部
等
安
全
衛
生
委
員
会

各学部
等衛生
管理者

産業医

各学科安全
衛生委員会

総括安全衛生管理者

琉球大学長

勧告

勧告

助言

指揮

選任

ᅗ㸯 安全衛生管理組⧊ᅗ
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㸦㸰㸧労働安全衛生法との関㐃

ձ事業⪅の㈐務

事業⪅は，༢に法律で定められている労働災害の防止のための最ప基‽を守るだけでな

く，よりよい快適な職場環境の実現と労働᮲௳の改ၿを㏻じて，労働⪅の安全と健康を確

保するようにしなければならない．

ղ労働⪅の㈐務

労働⪅は，労働災害防止にᚲ要な事項を守る，事業⪅そのの関係⪅が行う各種の

安全教育ㅮ習会等にཧ加するように努めなければならない．

ճ安全衛生管理体制の確立

 自的な安全衛生活動が制ᗘ的に機⬟するように，より実した安全衛生管理組⧊の確

立を行わなければならない．

մ危害防止措置

 危害防止措置については，事業⪅がㅮじなければならない安全衛生の措置について᫂確

に定められている．

յ労働⪅のᑵ業にᙜたっての措置

 事業⪅は，労働⪅を᪂規に᥇用，作業ෆᐜのኚ᭦，危険ཪは有害業務にᚑ事さࡏるとき

は安全衛生教育等を行わなければならない．

ն健康管理

 作業環境の⥔ᣢ୪びに有害な業務を行うᒇෆ作業などについては，作業環境 定が事業

⪅に⩏務࡙けられている．有害な業務にᚑ事する労働⪅に対しては≉Ṧ健康診断を実し

なければならない．

շ学生

 学生は労働ᛶがないことら，労働安全衛生法で定める労働⪅にはヱᙜしないので労働

災害の保ㆤ対象⪅ではない．しし，労働安全衛生法とは関係ない立場とゝ࠼ばそうで

はない．労働安全衛生法の規則がる事業場で，研究・実験活動を行う௨上，教職員と

ྠじㄆ識に扱うᚲ要がある．

㸦㸱㸧各種管理⪅等・各委員会の㈐務

ձ学長

大学における安全及び衛生についての最高㈐௵⪅である．法௧に定める労働災害を防止

する最ప基‽を守る．快適な研究教育環境の実現と教職員及び学生等の安全と健康を確保

する．

ղ⥲括安全衛生管理⪅

安全衛生委員会の最高㈐௵⪅であり，学ෆの安全と健康の確保について⤫括管理する． 
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  ճ⏘業་ 
   教職員及び学生等の健康管理を་学的なぢᆅら行う．᭶ 1 回の学ෆᕠどが⩏務けら

れている． 
 մ衛生管理⪅及び衛生工学衛生管理⪅ 

   研究教育活動にకってⓎ生する健康障害を未然に防止するための衛生に関するᢏ⾡的

事項を行う．学ෆᕠどが⩏務けられている． 
 
  յ安全衛生委員会 
   大学における安全衛生委員会は，労働安全衛生法に基࡙き，学ෆでⓎ生する安全衛生の

ၥ㢟を㆟ㄽし，対策及び実を行う． 
 
  ն各学部等安全衛生委員会 
   安全衛生委員会のୗ部組⧊として置࡙けられている． 
 
㸦㸲㸧安全衛生関係のㅮ習会・安全衛生教育・㈨᱁取得 
 労働安全衛生法に基࡙き，教職員は理工⣔≉有の安全衛生に関する≉ู教育，ㅮ習会及び㈨

᱁等を取得しなければならない．≉ู教育，ㅮ習会及び㈨᱁取得等に関しては，学ෆཪは関㐃

༠会等で受ㅮする．各研究室ごとに安全衛生教育を実し，教職員および学生ඹに安全衛生の

意識の育成を行う． 
 
㸦㸳㸧安全衛生の一ᩧ点᳨ 
 全部ᒁཪは各学科等において，研究室及び実験室等で定ᮇに「安全衛生一ᩧ点᳨」を行う． 
 
 
５．工学部における職場巡視について 

５．１ 職場巡視とは 

 職場ᕠどは，職場㸦研究室㸧の≧ἣを▱ることで，ᬑẁ気ない危険ᛶをⓎぢし，労働災

害を未然に防ぐこと，法௧への適応≧ἣをᢕᥱすることなど，改ၿ方法がᚲ要な⟠ᡤをᣦす

ることによって，職場の安全衛生Ỉ‽をྥ上さࡏていく活動である㸦労働安全衛生規則��᮲㸧．

また，これを実することで労働安全衛生に関する意識けのຠᯝもᮇᚅしている． 

 職場ᕠどの࣓ࣥࣂーとして，ᕠど⪅ഃは各学科安全委員会のᢸᙜ教員୪びに衛生管理⪅，

設㈐௵⪅ഃは各研究室の教員୪びに研究室の学生となる．ᕠど⪅は，ᖜᗈいど㔝をᣢってᣦ

し，ṇしいホ౯，法௧とのẚ㍑また安全衛生をᶆ‽化するᚲ要があり，感ぬ的に㐍めないよう

注意するᚲ要がある．また，危険ᅉ子のトーࢱルリスクを定し，労働災害および健康災害

ら作業⪅を守れるよう，それࡒれの職場㸦研究室㸧の≉Ⰽにྜわࡏた環境࡙くりをᣦᑟしなけ

ればならない。これを確立さࡏるためには，ᕠど⪅୪びに設㈐௵⪅それࡒれが▱識をඹ有し，

意ぢを一⮴さࡏることが重要となる． 

 工学部においては，ᖹ成 �� 年ᗘの⊂立行ᨻ法人化௨㝆，各学科の実験室・実習室等をẖ㐌

�回のᕠどを実している． 
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５．２ 職場巡視の流れ（職場巡視～改善報告） 

 職場ᕠどの⤖ᯝ，衛生管理⪅よりᕠど記㘓がᥦ出される．その中には，危険有害ᅉ子に対す

るᣦ事項および対応措置，≉記事項等が記載されている．ᣦ事項がある場ྜには対象⪅は

作業環境の改ၿをしなければならない．ここでは職場ᕠどら改ၿሗ࿌のᥦ出までのὶれにつ

いてㄝ᫂する． 

ձ職場ᕠど実，ᕠど記㘓の作

成 

ղᕠど記㘓のᥦ出㸦工学部⥲務

係へ⣬㠃及びࢹーࢱ，学科委

員・設㈐௵⪅へࢹーࢱをᥦ

出㸧

ճᕠど記㘓を工学部ෆỴ῭

մ工学部安全衛生委員会へᥦ出

յ各学科安全委員よりᕠど記㘓

のሗ࿌

ն改ၿሗ࿌のᥦ出౫㢗

շ改ၿሗ࿌᭩の作成ᣦ♧

ո改ၿሗ࿌᭩の作成

չ改ၿሗ࿌᭩のᥦ出

պ改ၿሗ࿌᭩を工学部ෆỴ῭

ջ改ၿሗ࿌᭩を工学部安全衛

委員会へሗ࿌᭩のᥦ出 

ռ工学部安全衛生委員会で

ሗ࿌・ᑂ㆟

５．２．１ 巡視記録

 ᕠど記㘓は衛生管理⪅によっ

て作成され，工学部関㐃部⨫ෆ

にてỴ῭される．職場ᕠどにお

いて安全衛生に関するᣦされ

たෆᐜおよび≉記事項について

のሗ࿌᭩であり，最⤊的に工学

部長までỴ῭が行われる． 

ᣦされた事項等の改ၿを行い，

改ၿሗ࿌᭩を � ᭶௨ෆに工学࢝

部安全衛生委員会にᥦ出しなけ

ればならない． 

衛生管理⪅

学科委員 ⥲務係 設㈐௵

工学部安全衛生委員

各学科長

各学科長

工学部安全衛生委員

⥲務係

⥲務係

設㈐௵

ձ

ղ

ճ

մ

յ

ն

շ

ո

չ

պ

ջ

ռ

չ

չ

շ

ᅗ㸰 職場ᕠどのὶれ
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５．３ 衛生管理者との連携について

 ᖖ時 �� 人௨上の労働⪅を使用する事業場では，衛生管理⪅චチを有する⪅のうࡕら労働

⪅ᩘに応じ一定ᩘ௨上の衛生管理⪅を㑅௵し，安全衛生業務のうࡕ，衛生にわるᢏ⾡的な

事項を管理さࡏることとなる。工学部には衛生管理⪅の㈨᱁を有したものが」ᩘྡおり，作業

⪅�教職員および学生�が研究を安全に㐙行できるよう体制を整࠼ている。 

ձ健康に␗ᖖあるもののⓎぢおよび処置

ղ作業環境の衛生上の改ၿ

ճ作業᮲௳，設等衛生上の改ၿ

մ労働衛生保ㆤල，ᩆ急用ල等の点᳨及び整備

յ衛生教育，健康┦ㄯ，その労働⪅の健康保ᣢにᚲ要な事項

ն労働⪅の㈇യおよび，それによるṚஸ，欠および⛣動に関する⤫ィの作成

շその事業の労働⪅が行う作業が，の事業の労働⪅と行う作業とྠ一の場ᡤにおいて行わ

れる場ྜのᚲ要な措置

ոその衛生日ㄅの記載等職務上の記㘓の整備

衛生管理⪅は職場安全ᕠどまたはそれ௨እにおいても危険有害要ᅉを≉定，そのリスクをホ

౯し，これに基࡙きリスクのపῶ措置を実するできる体制を整࠼ることが重要であり，作業

⪅�教職員および学生�はᖖ日頃ら衛生管理⪅と対ヰし，危険ᛶ・有害ᛶ等のㄪᰝ及びᚲ要な

措置の実等，安全衛生の⥔ᣢまたはྥ上することがᮃまれる。 
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➨Ϩ⦅ 安全管理 





➨Ϩ⦅ 安全管理 

１．୍⯡的࡞安全について 

㸦㸯㸧 心得

ձ 機器，工ල及び器ල等のᛶ⬟をよく理ゎし，᧯作及び取扱い方法を習⇍する．

ղ ᑠさなことでも，不ᑂな点や分らないことがあればㄪべる．⊂断や᪩ྜ点はࢣ

ガのཎᅉとなるので十分注意する．

ճ ័れてくると気が⦆ࡳがࡕになるので，気をᘬ⥾めて仕事をするように心ける． 

㸦㸰㸧 ᭹とᒚ物

ձ 作業・実験に適した᭹を心ける．

ղ ᒚ物はらないものを㑅ࡪ．⣣がどけたままᒚいたり，作業・実験中のࢲࣥࢧ

ルᒚきは危険をకうので十分注意する．

㸦㸱㸧 ጼໃ

ձ ᇳ務及び作業にྜったጼໃで仕事をすること．

ղ ．スの高さをㄪ整するし，ᗋに୧㊊が╔くようにࢁスは深く⭜をୗ

ճ 長時㛫ྠじጼໃを⥆けると，≉定の➽⫗が⥭ᙇ⦰を⥆けることによる「㟼的⑂

労」が㉳こる．この㟼的⑂労をゎᾘするように，➽⫗の⦰とᘱ⦆がに行わ

れるような㐠動㸦ࣛ࢜ࢪ体᧯等㸧をする．

㸦㸲㸧 整理・整㡻・Ύᤲ・Ύ₩

ձ 全ての物は，置き場ᡤを定めてᚲずᡤ定の場ᡤに置くようにする．

ղ ❆ഃに᥇ගをጉげるような物を置ない．

ճ 高いᲴ，᭩ᯫ等の㌿ಽのᜍれがある場ྜは，㌿ಽを防ぐために㔠ල等でቨにᅛ定

する．

մ ㏻㊰には，物を置ない．

յ ㏻㊰出入ཱྀ，㠀ᖖཱྀ，㝵ẁ等及びᾘ火器，ᾘ火ᰦには物を置ない．

ն ㏻㊰㏆には，◚ᦆしやすい物や危険物を置ない．

շ 整理・整㡻・Ύᤲに努めるように心ける．

ո ᭦⾰室，⤥．るす意注分十はに生衛，い行に的ᮇ定はᤲΎの等室
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２．㟁Ẽࢆ安全に使⏝ࡍるࡓめに 

 

２．１ はじめに 

 電気は扱いやすいエࢿルࢠー※のため，とんどの部ᒇで電気機器が使用されている．し

し，電気は目にぢ࠼ないため，取り扱いに十分に気をつけないと電気災害にᕳき㎸まれるᜍれ

がある．  
 本❶では電気を安全に使用するために▱っておくべき事項をまとめる．ただし，ここでは一

⯡的な注意事項をㄝ᫂する．研究室によりそれࡒれの実験置に適したල体的な注意がᚲ要と

なる．それらについては置のマニュアルや各研究室で定めた注意事項にᚑうことが電気災害

を防止することにつながる． 
 
２．２ 㟁Ẽ⅏ᐖ 

２．２．１ ឤ㟁 

 感電は，人体の㌟体の一部を電ὶがὶれることによってⓎ生するもっとも直᥋的な電気災害

である．感電した場ྜ，㏻電電ὶがᑠさい場ྜには感電を▱ぬするだけであるが，㏻電電ὶが

大きくなると➽⫗の②ᨥ㸦けいれん㸧により意ᚿにしてᡭのᅛ╔がおこったり，心ᢿ止・

྾ᅔ㞴を生じたりする．また，㏻電電ὶが大きい場ྜには生体組⧊の⇕യ・ቯṚなどを㉳こ

すこともある．さらに，感電に㦫いたことや，②ᨥ㸦けいれん㸧により㌿ಽや㌿ⴠなど次災

害が㉳こる事もある．ၟ 用ὶ電※による感電の人体へのᙳ㡪のおおよその様子は⾲Ϩ．㸰．

㸯になる． 
 

⾲Ϩ．２．１ 感電時の電ὶ್の人体へのᙳ㡪 
電ὶ್㸦mA㸧 人体へのᙳ㡪 

1 感ぬに感▱㸦最ᑠ感▱電ὶ 0.5mA㸧 
 ③なりⱞ 5

 ，⑷㞴いⱞ③，➽⫗の②ᨥと⚄⤒の㯞࠼⪏ 20~10
電部ら㞳⬺不⬟㸦ᡭのᅛ╔㸧 

50 ྾ᅔ㞴 
100 心⮚の障害，྾止 

 
 感電の危険ᗘは㏻電電ὶと㏻電時㛫に大きくᕥྑされる．一⯡にၟ用電※において電ὶ್

㸦mA㸧�㏻電時㛫㸦s㸧の್が 30 ௨上になると，⮴的障害を受けるとゝわれている．一方，

電圧の大きさは次的な要⣲に㐣ࡂず，一概に感電の危険ᗘを᥎し㔞ることはできないが，感

電時の人体をྵࡴ電気回㊰のᢠがྠじであれば，電圧が高いどὶれる電ὶは大きくなり，

また，電※は一⯡に電圧で⾲♧してあることを⪃࠼ると，どの⛬ᗘの電圧で事故が㉳こるを

理ゎしておくことは意がある．人体の⓶ᢠは‵₶時 5000Ȑ⛬ᗘであるら，感電を感

▱するのは，5000�0.5�10-3㸻2.5V，ᡭのᅛ╔は，5000�10�10-3㸻50V で生じる．さらに，

人体の体ෆᢠ㸦50~500Ȑ㸧で⪃࠼れば，上記の್の⣙ 1/10 ௨ୗの電圧となる．ᚑって，ၟ
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用電※㸦100V㸧は感電Ṛするのに十分な大きさをᣢっており，一⯡の電気器ලの取り扱いに

㝿し感電の危険ᛶを十分ㄆ識しておくᚲ要がある．

感電が生じるには人体に電ὶの入ཱྀと出ཱྀがᚲ要であることは▱っておくべきことである．

ᅗϨ．２．１ 感電の࣓࢝ニࢬム
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このことを学ࡪと一対の電※➃子にྠ時にゐれた時には感電するが，人体が電㊰の一方のࡳに

ゐれただけでは電ὶの出ཱྀがないため感電しないと思うもしれない．しし，㏻ᖖはၟ用電

※の一➃子は᥋ᆅされているため，体の一部が㠀᥋ᆅഃの➃子にゐれる事により電ὶの⤒㊰が

できるため感電する㸦ᅗϨ．㸰．㸯ཧ↷㸧．₃電している機器の㔠ᒓ〇ࢣースに᥋ゐした場ྜ

にもྠ様に感電する．したがって，電部分には㏆࡙ない事をཎ則とすべきである． 
 一⯡に，感電による事故を防ぐためには，㸦㸯㸧電部分の㟢出をなくすこと，㸦㸰㸧活線作

業㸦㏻電した≧ែでの作業㸧を行わないことだけではなく，㸦㸱㸧適ษな᥋ᆅ，㸦㸲㸧⤯⦕や₃

電㐽断器の設置がᚲ要である． 
 が一，感電事故が生じてしまった場ྜには，次災害を防ぐため，⿕災⪅をᩆ出する๓に

ᚲず電※をษる事をᛀれてはならない． 
 
２．２．２ ⅆയ 

 電気を直᥋的なཎᅉとする火യとしては，感電による電ὶ作用によるものだけでなく，アー

クの㍽ᑕ⇕によるものがある．事故事として，分電┙の作業中にࣂࣛࢻで 2 ┦㛫を▷⤡し

てしまい，アークが㣕び火യをしたがある． 
 火യを防ぐためには，感電防止，▷⤡をさࡏないための電作業のᚭᗏのに，ᣦᕪし⛠

確ㄆ，᳨電器による電の有↓のチェック，㐣⇕する機器にゐれる事のないよう防ㆤ措置を取

るᚲ要がある． 
 
２．２．３ ⅆ⅏おࡧࡼ⇿Ⓨ 

 電気に㉳ᅉする災害は，感電や火യなどの直᥋的な災害のに火災と⇿Ⓨがある．これら

のཎᅉとしては，₃電，㐣⇕，電気火ⰼなどがある． 
㸦㸯㸧₃ 電㸸電気機器や電気設備はྂくなると，ᦶ⪖やᦆയによって⤯⦕ᛶが次第にపୗし

₃電を㉳こす．また，機器ෆ部のこりや‵気などによっても₃電が㉳こる．₃電によ

ってὶれた電ὶはࢪュール⇕となって可⇞ᛶ物㉁に╔火し，ついには火災にⓎᒎする．

₃電が㉳きると感電事故も㉳こりやすい． 
㸦㸰㸧㐣 ⇕㸸㐣⇕には，Ⓨ⇕体による㐣⇕のに，電気機器および電線に対する㐣㈇Ⲵに

よる㐣⇕および電線᥋⥆部の᥋ゐ不Ⰻによる㐣⇕がある． 
㸦㸱㸧電気火ⰼ㸸可⇞ᛶガスが⇿Ⓨ限⏺の⠊ᅖにある時に電気火ⰼがⓎ生すると，⇿Ⓨや火災

をᘬき㉳こす．ᚑって，実験や作業ෆᐜによってはスッチの㛤㛢，電線のシࣙート，

㟼電気による電気ⰼ火㸦スࣃーク㸧のⓎ生などに注意を要する． 
 
 ₃電に関しては，㏻ᖖのࣥࢭࣥࢥトにおいても⦆ࡳやࢥ࣍リ等がཎᅉ㸦ࣟࢢー現象とトࣛッ

現象㸧となり火災ཎᅉとなる事があるので，定ᮇ的にΎᤲ・点᳨を実するᚲ要があࢢࣥ࢟

る．また，電気火ⰼによる火災㸦⇿Ⓨ㸧を防ぐために，⇿Ⓨの可⬟ᛶのある⟠ᡤでは防⇿ᆺ器

ලを使用するなどの注意がᚲ要である． 

 なお，電気事故により火災がⓎ生した場ྜは，Ỉでᾘ火する๓には電※を㐽断することがᚲ

要である㸦感電防止㸧．電※が㐽断できない場ྜは，⢊ᮎᾘ火器などを使用する． 

 
 

－12－



２．３ ᐇ㦂ᐊ࡛の㟁Ẽ使⏝に㛵ࡍる▱㆑ 

２．３．１ ୍⯡的࡞ὀព㡯 

 実験室で電気を用する上での一⯡的な注意事項について௨ୗに述べる．ୗ記㸦㸯㸧ձ㹼ռ

は実験室だけでなく事務室やᒃ室でも注意するᚲ要のある事項である． 
 
㸦㸯㸧ࣥࢭࣥࢥト・テーࣈルࢱッࣉ㸦ᘏ長ࢥーࢻ㸧・電※ࢥーࢻなど 

ձ ᐜ㔞を㉸࠼ない⠊ᅖで機器をࣥࢭࣥࢥト・分電┙に᥋⥆すること．  
ղ 電※ࢥーࢻ，電※ࢢࣛࣉおよびࣥࢭࣥࢥトに◚ᦆ・ຎ化がない事を確める．目どで

は␗ᖖがなくても，使用中に電※ࢥーࢻの一部が⇕くなったり，電※ࢥーࢻを᭤げる

と電※がษれたり・入ったりする場ྜはࢥーࢻෆ部で断線しっている可⬟ᛶがあ

るためࢥーࢻをすること．  
ճ テーࣈルࢱッࣉ・ᘏ長ࢥーࢻを 2 ಶ௨上直ิに᥋⥆しないこと㸦ࢥࢱ㊊㓄線をしない

こと㸧． 
մ ࢥーࢻリール㸦電工ࣛࢻム㸧は，ᕳいた≧ែとᘬき出した≧ែ使用できる電ὶ್がỴ

まっているので確ㄆしてら使用する． 
յ 電※ࢢࣛࣉはࣥࢭࣥࢥトやテーࣈルࢱッࣉ・ᘏ長ࢥーࢻにしっりと᥋⥆すること．

 ．ー現象による火災のཎᅉとなるࣟࢢや᥋ゐ不Ⰻはࡳるࡺ
ն 電※ࢢࣛࣉのアース線はアース➃子に᥋⥆し᥋ᆅを行うこと．なお，危険ᛶのపい機

器について，やࡴを得ない理⏤により᥋ᆅしないことがあるもしれないが，電※ࣉ

 ．のアース線が電部分にゐれる事を防ぐために⤯⦕しておくことࢢࣛ
շ ࣥࢭࣥࢥトやテーࣈルࢱッࣉ・ᘏ長ࢥーࢻのまわりにࢥ࣍リや࣑ࢦ等がないようにΎ

ᤲすること．≉に，Ჴの後ࢁなどᬑẁ目につない⟠ᡤに注意すること．ࣥࢭࣥࢥト

࿘㎶のࢥ࣍リはトࣛッࢢࣥ࢟現象による火災のཎᅉとなる．  
ո ࢥーࢻが㏻㊰をᶓษらないようにする．どうしても㏻㊰をᶓษる場ྜにはఅᯈ㸦ࣔー

ル㸧などで保ㆤすること． 
չ ࢥーࢻに↓理な力をけないようにする．ࢥーࢻの上に物を載ࡏたり，ᘬっᙇったり

しないこと．  
պ ࢥーࢻを᮰ねたり，࢝ー࣌ットなどのୗᩜきにしないこと．㐣⇕するだけでなく，ᨺ

⇕ᛶのపୗにより⤯⦕物のຎ化を᪩めるཎᅉになる． 
ջ ࢥーࢻを高⇕物に᥋ゐさࡏないこと． 
ռ 電※ࢢࣛࣉのᢤきᕪしは機器の電※スッチをษった≧ែで行うこと．また，ࢢࣛࣉ

のᢤきᕪしをスッチの On/Off ௦わりにしないこと． 
 

㸦㸰㸧電気機器の取り扱い 

ձ 機器の᥋ᆅを行うこと．≉に，電動機や㔠ᒓࢣースの機器，ᒇእや‵ᗘの高い場ᡤで

は確実に᥋ᆅを行うこと．ただし，ガス管には⤯対に᥋ᆅしてはならない．  
ղ 使用していない場ྜには機器の電※をษること．やࡴを得ず，㐠㌿中に㞳れるᚲ要が

ある場ྜには，機器の㏆ഐに使用⪅ྡ・㐃⤡ඛなどを᫂♧しておくこと． 
ճ 電した場ྜには電※スッチをษること．電※スッチが入ったままでは，電時

に機器がᡭに動作し，火災などの事故のཎᅉになることがある．  
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մ 電動機の࿘㎶には不用意に㏆࡙ないようにすること．

յ 電動機にᕳき㎸まれないように，⿇の長い作業╔，ⓑ⾰，ࢿクࢱ等を╔用しないこ

と．また長㧥は᮰ねる等の処置を行い，ࣥ࣌やᡭᖒ等は⬚ࢣ࣏ットら取りཤること． 
ն 電部分を㟢出さࡏないこと．

շ Ⓨ⇕する機器の࿘㎶にはᘬ火ᛶ・可⇞ᛶ物㉁をおないようにすること．

㸦㸱㸧その

ձ 分電┙の๓に障害物をおないこと．

ղ ₃電㐽断器は᭶に㸯回௨上定ᮇ的にヨ験し，動作を確ㄆしておくこと．もし，動作し

ない場ྜは㏿やにする．

ճ の等の作業を行う場ྜはᚲず電※をษり，感電のᜍれのない≧ែで作業ࢬューࣄ

を行うこと．このとき，思い㎸ࡳによる事故を防ぐために᳨電器等で確ㄆを行うこと．

また，ㄡが作業中にㄗって電※を入れる事のないように，᧯作⚗止を᫂♧するなど

ᚲ要な措置を取ること．≉に電※の㛤㛢⟠ᡤと作業場ᡤが㞳れている場ྜは要注意で

ある．

２．３．２ ά⥺࠶るいはά⥺㏆᥋సᴗに㛵ࡍるὀព㡯 

 感電防止のほ点らは活線作業および活線㏆᥋作業は行うべきではない．やࡴを得ない事

で活線㏆᥋作業を行うᚲ要がある場ྜは，ప圧㸦または高圧㸧電気取扱い⪅≉ู教育ಟ⪅で

ୟつㄆ定電気工事ᚑ事⪅の㈨᱁を有している⪅にᢏ⾡┦ㄯすること．

２．３．３ 㧗㟁ᅽᶵჾのྲྀᢅࡾいに㛵ࡍるὀព㡯 

 高電圧機器を取り扱う⪅は，高電圧に関して十分な理ゎをし，ᣦᑟ㈐௵⪅のᣦᑟ┘╩のもと

に行うᚲ要がある．௨ୗに注意事項を♧すが，高電圧を扱うにあたっては高圧・≉ู高圧電気

取扱い⪅≉ู教育を受ㅮするᚲ要がある．

㸦㸯㸧実験にඛ立って，置および㓄線᥋⥆をよく点᳨すること．≉に全な᥋ᆅが確保され

ている確めること．

㸦㸰㸧高電圧は直᥋電部に᥋ゐしなくても感電をᘬき㉳こすことがあるため， 高電圧の

電部分らは十分な㊥㞳を取ること．労働安全衛生規則第 344 ᮲によると᥋㏆限⏺㊥㞳

は 22kV ௨ୗで 20cm，220kV を㉸࠼ 275kV ௨ୗでは 200cm である．このとき，立っ

ている置ではなく，ᡭのඛやᣢっている工ලも⤯対に᥋㏆限⏺㊥㞳ෆに入らないよう

に㊥㞳を取るᚲ要がある．

㸦㸱㸧機器や回㊰にᡭでゐれる時は，電※が㐽断されている事を確ㄆし，高圧部を᥋ᆅᲬで᥋

ᆅしてらゐれる．≉に，ࢧࣥࢹࣥࢥが᥋⥆されている回㊰はࢧࣥࢹࣥࢥを全にᨺ電

した後に▷⤡すること．さらに，᥋ᆅᲬを高圧ഃ線㊰にᘬっけた≧ែで作業すること． 
㸦㸲㸧実験⤊後は電※を全部㐽断し，ࢧࣥࢹࣥࢥがあれば，それを᥋ᆅᲬで▷⤡・᥋ᆅする．

㸦㸳㸧が一の事故に備࠼て」ᩘ人で実験を行うこと．

㸦㸴㸧が一，事故が㉳こった場ྜには，まず，最初に電※をษること．電※をษる๓には，

感電している人㛫をຓけようとしてゐれないこと．
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２．３．㸲 㟁※ࢻ࣮ࢥおࡧࡼ㟁⥺ 

 電線には様々な種㢮があるが，ここでは室ෆ㓄線用として実験室で日ᖖ的に使用されている

電線㢮について⡆༢に述べる．ここで述べたࢣーࣈルやࢥーࢻ௨እにも使用可⬟な場ᡤ，使用

用㏵，チᐜ電ὶごとに種㢮があるので，適ษなࢣーࣈやࢥーࢻを㑅ᢥすること．チᐜ電ὶは電

気設備ᢏ⾡基‽ゎ㔘などをཧ↷し，チᐜ電ὶ್を㉺࠼ないように使用すること． 
 
㸦㸯㸧種㢮 

ձ ⤯⦕電線㸸⤯⦕線には多くの種㢮があるが，ᒇෆ㓄線用のものは 600V ニル⤯⦕電ࣅ

線㸦IV 線㸧が一⯡的でᗈくᬑ及している．用㏵としては，᥋ᆅ用の電線やスッチ，

  ．ト㢮のΏり線として用いられるࣥࢭࣥࢥ
ղ ᖹᙧ㸦ᖹ行㸧ࣅニルࢥーࢻ㸸VFF ，ともばれ，より線を⤯⦕⿕そしたものでࢻーࢥ

ᐙᗞ用電気器ලや 300V ௨ୗのᑠᆺ電気用としてᗈく用いられている．ࣅニルは，㐃

⥆使用チᐜ最高 ᗘが 60Υとなっており⇕にᙅく，電気を⇕として用する電⇕器

などの器ලには使用できない．また，このࢥーࢻは⛣動㓄線用であり，ቨやᗋなどに

ᅛ定することはできない．  
ճ ࢦムࢥーࢻ㸸⿄ᡴࢥࡕーࢻともばれ，より線に⣬テーࣉあるいは⥥⣒をᕳき，ࢦム

で⿕そした後，編組をしたものである．ẚ㍑的⇕にᙉいので，電気を⇕として使用

する機器やⓑ⇕電ⅉに用いる． 
  մ  ᖹᙧࣅニル⤯⦕ࣅニルእࢣーࣈル㸸600V ル㸦VVF㸧ࣈーࢣニルシースࣅ⦖⤯ニルࣅ

は，㌾㖡線の༢線をࣅニルで⤯⦕した後，እをࣅニルでさらに⿕そしたᖹᙧのࢣー

ルである．⪏Ỉᛶ，⪏Ἔᛶ，⪏薬品ᛶにඃれており，ᒇෆのప圧ᅛ定㓄線用に適しࣈ

たࢣーࣈルである．なお，ቨ等へのᅛ定にはステーࣉル等を用いる． 
յ  ࢣࣖࢱࣈࣕ࢟ーࣈル㸸㌾㖡より線をࢦムまたはࣅニルで⤯⦕したう࠼，እはࢦム

またはࣅニルで⿕そしたものである．ኵで⪏ஂᛶにᐩࡳ，電ὶᐜ㔞も大きい．ᡭⲨ

い扱い方をする場ᡤや，ᒇእ等のỈ気のある場ᡤでの⛣動用電線などに用いられる． 
 

㸦㸰㸧チᐜ電ὶ 
   電※及びࢥーࢻは電気のᑟ体であるが，わずにᢠがあり，電ὶがὶれることにより

Ⓨ⇕する． ᗘ上᪼により⤯⦕⿕そがⴭしいຎ化きたさない限⏺の電ὶをチᐜ電ὶという．

600V ニル⤯⦕電線およびࣅ 600V ム⤯⦕電線のチᐜ電ὶを⾲Ϩ．㸰．㸰に♧す．またࢦ

ᖹᙧࣅニルࢥーࢻおよびࢣࣖࢱࣈࣕ࢟ーࣈルのチᐜ電ὶ್を⾲Ϩ．㸰．㸱に♧す． 
 
㸦㸱㸧電ὶῶᑡ係ᩘ 
   VVF ル୪びに電線をྠ一㔠ᒓ管ෆなどにめた場ྜには༢線ᩘに応じてチᐜ電ࣈーࢣ

ὶに電ὶῶᑡ係ᩘをけなければならない．これは電線が㔠ᒓ管の中にめられているた

め，電線中に生じる⇕のᣑᩓがᝏくなるためである．༢線ᩘに対する電ὶῶᑡ係ᩘを⾲Ϩ．

㸰．㸲に♧す．࠼ば，直ᚄ 1.6mm，2 ⰺの VVF ルの場ྜ，27A�0.7=19Aࣈーࢣ とな

る㸦⾲Ϩ．㸰．㸰，⾲Ϩ．㸰．㸲よりཧ↷㸧．したがって，VVF ル୪びに電線をྠࣈーࢣ

一㔠ᒓ管ෆなどにめた場ྜではチᐜ電ὶに㐪いがあるので注意すること． 
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          ⾲Ϩ．２．２ 600V ニル⤯⦕電線およびࣅ 600V  ム⤯⦕電線のチᐜ電ὶ್ࢦ

 直ᚄ 
(mm) 

チᐜ電ὶ 
(A) 

 බ⛠断㠃✚ 
(mm2) 

⣲線ᩘ㸭⣲線の直ᚄ

(mm) 
チᐜ電ὶ 

(A) 
༢

線 
1.0 16 よ

り

線 

0.9 7㸭0.4 17 
1.2 19 1.25 7㸭0.45 19 
1.6 27 2 7㸭0.6 27 
2.0 35 3.5 7㸭0.8 37 
2.6 48 5.5 7㸭1.0 49 
3.2 62 8 7㸭1.2 61 
4.0 81 14 7㸭1.6 88 
5.0 107 22 7㸭2.0 115 

 
    ⾲Ϩ．２．３ ᖹᙧࣅニルࢥーࢻおよびࢣࣖࢱࣈࣕ࢟ーࣈルのチᐜ電ὶ್ 

ᑟ体のබ⛠断㠃✚ 
(mm2) 

⣲線ᩘ㸭⣲線の直ᚄ

㸦mm㸧 
ᖹᙧࣅニル

チᐜࢻーࢥ

電ὶ㸦A㸧 

ルチᐜࣈーࢣࣖࢱࣈࣕ࢟

電ὶ㸦A㸧 
2 心 3 心 

0.75 30㸭0.18 7 12 10 
1.25 50㸭0.18 12 16 14 

2 37㸭0.26 17 22 19 
3.5 45㸭0.32 23 32 28 
5.5 70㸭0.32 35 41 36 

ᑟయ�㌾㖡⥺ࡓࡲは◳㖡⥺� 

 ニル⿕そࣅ

ᑟయ��.1�PP ௨ୖの㌾㖡⥺ 3� ᮏ௨ୖ� 

 ニル⿕そࣅ

ᑟయ��.1�PP ௨ୖの㌾㖡⥺ 3� ᮏ௨ୖ� 

⥥⣒➼のእ部⥙⤌ 

ୗᡴ⦅⤌ 

 ム⤯⦕యࢦ

⣬テ࣮ࡓࡲࣉは⥥⣒のᶓᕳࡁ 

ሷࣅニル 

⿕そ 

ሷࣅニルのእ 

 ニルࣅ

 ニルのእࣅ

>༢⥺@ 

 @⥺ࡾࡼ<

>ᖹᙧ 2ᚰ@ 

ᑟయ 
>ᖹᙧ 3ᚰ@ 

(a) ⤯⦕電線 (c) ᖹᙧࣅニルࢥーࢻ (b) ࢦムࢥーࢻ 

(d) 600V  ルࣈーࢣࣖࢱࣈࣕ࢟ ル (e)ࣈーࢣニルእࣅ⦖⤯ニルࣅ

ᅗϨ．㸰．㸰 各種ࢣーࣈルおよびࢥーࢻ 
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⾲Ϩ．２．㸲 VVF  ル୪びに電線をྠ一㔠ᒓ管ෆにめる場ྜの電ὶῶᑡ係ᩘࣈーࢣ
ྠ一管ෆの電線ᩘ㸦本㸧 電ὶῶᑡ係ᩘ

3 ௨ୗ 0.70 
4 0.63

5 または 6 0.56 

２．３．５ ᐇ㦂ᐊ࡛の㟁Ẽ㓄⥺ 

実験室には，ቨにᇙめ㎸まれたࣥࢭࣥࢥトのに分電┙が設けられている．一⯡用ࣥࢭࣥࢥ

トの定᱁電ὶは 15A であるら，ᑡᩘのᑠᆺ機器し使用できない．したがって，実験のた

めには分電┙ら㓄線することになるが，その㝿には種々の注意がᚲ要である．

㸦㸯㸧有㈨᱁⪅が作業を行うことが法律に定められている．琉球大学では電気工事ኈつㄆ定

電気工事ᚑ事⪅のචチを有さない⪅は電気工事ኈ法行௧に定められている㍍ᚤな工

事し行う事ができない㸦分電┙ら㓄線する工事はචチがᚲ要である㸧．また，工事

は⤒῭⏘業省௧に定められたᢏ⾡基‽を‶たすᚲ要がある．

㸦㸰㸧分電┙ら室ෆのᩘ࢝ᡤにᯞ分れして㓄線する場ྜは，㏵中に適ᐅࣈレー࢝ー㸦また

はࣄュー࣎ࢬックスおよびスッチ㸧を設置すること．ࣈレー࢝㸦またはࣄューࢬ㸧は

適ษなᐜ㔞のものを使用し，㐣電ὶによる㐣⇕↝ᦆや火災がⓎ生しないようにすること．

なお，⣒ࣄューࢬは使用してはならない．ࣄューࢬを使用する場ྜには∎ᙧ⟄ᆺࣄュ

ーࢬを使用すること．

㸦㸱㸧室ෆの電気㓄線をᅛ定する場ྜ，㏻ᖖのᖹᙧࢥーࢻではなく，VVF ルを用いるࣈーࢣ

こと．

㸦㸲㸧㓄線が㏻㊰をᶓ断する場ྜは，㊊でᘬっけることのないように，ᗋ用అᯈ㸦ࣔール㸧

やሷࣅチューࣈなどで保ㆤすること．

㸦㸳㸧テーࣈルࢱッࣉ・ᘏ長ࢥーࢻのᏞ分ᒱは㑊けること．ᕪし㎸ཱྀࡳが㊊りない場ྜにはᅛ

定用ࢣーࣈル㸦VVF トを設置するࣥࢭࣥࢥ，ルなど㸧を用いた室ෆ㓄線によりࣈーࢣ

事がᮃましい㸦ࣄュー࣎ࢬックスも取りける事を᥎ዡする㸧．

㸦㸴㸧電気を⇕として用する電気器ලの㓄線にはࢦムࢥーࢻを使用すること．

㸦㸵㸧ࣥࢭࣥࢥトのᕪし㎸ࡳや，㓄電┙の➃子とᑟ線の᥋⥆の⦆ࡳに気をつける．

㸦㸶㸧電気機器の᥋ᆅを行うこと．≉に‵気の高い⟠ᡤやỈのる可⬟ᛶのある⟠ᡤではᛰ

ってはならない．が一，₃電した場ྜでも，機器が᥋ᆅしてあればࢣースに生じる対

ᆅ電圧はᑠさくて῭ࡳ，感電事故の危険ᛶをᑠさくできる．ガス管への᥋ᆅは火災のཎ

ᅉになるので⤯対に行わないこと．

㸦㸷㸧₃電㐽断器を適ษに設置し，₃電した場ྜに㏿やに㐽断できるようにすること．≉に

‵気の高い⟠ᡤなど感電の危険が高い場ᡤには設置すること．その㝿，定ᮇ的に₃電㐽

断器の動作をチェックし，記㘓を取ること．

㸦��㸧‵気の高い⟠ᡤや⇿Ⓨの危険ᛶのある⟠ᡤでは，防‵ᆺや防⇿ᆺなど，その場ᡤに適し

た器ලを使用すること．
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２．３．㸴 ᐃᮇⅬ᳨࣭記録ಖᏑ 

実験室の安全を確保するためには，定ᮇ的に安全を点᳨し，記㘓を保Ꮡするᚲ要がある．工

学部安全衛生チェックリストをཧ⪃に定ᮇ的に点᳨し，記㘓を保管しておくこと㸦第Ϫ編 実

・届出・㘓・㈨ᩱ等ཧ↷㸧．≉に₃電ࣈレー࢝ーのある分電┙㸦ᅗϨ．㸰．㸱㸧は，₃電

᳨出機⬟がṇᖖに動作する᭶に㸯ᗘはテストするᚲ要である．

ᅗϨ．２．３ 分電┙のᖿスッチ㸦㐣電ὶ保ㆤ，₃電保ㆤ㸧，分ᒱスッチ㸦㐣

電ὶ保ㆤ㸧
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３．㧗ᅽ࢞ス࣭ᾮయ❅⣲࣭㒔ᕷ࢞スの安全について 

 

３．１ 㧗ᅽ࢞ス 

高圧ガスは圧⦰ガスまたはᾮ化ガスの≧ែで高圧ガスᐜ器㸦௨ୗ「࣋ࣥ࣎」ࠊという㸧にሲ
てん

されている．これらは「高圧≧ែであることの危険ᛶ㸦物理的危険ᛶ㸧」や「ガス種による危

険ᛶ㸦化学的危険ᛶ㸧」をྜわࡏᣢつため高圧ガス保安法で規制されており，安全な取扱方法

を⇍▱して使用しなければならない． 

 

㸦1㸧高圧≧ែであることの危険ᛶ㸦物理的危険ᛶ㸧 

圧⦰ガスは一⯡的に 14.7 MPa㸦150 気圧㸧もの㠀ᖖに高い圧力で࣋ࣥ࣎にሲされている。

のᙧで▷時㛫にእーが✚されており，これがఱらࢠルࢿのෆ部にはീを⤯するエ࣋ࣥ࣎

部へᨺ出されると࿘ᅖに大きな危害を࠼る．またᾮ化ガスとはࠊᖖ ᖖ圧で気体の物㉁(ᶆ‽

大気圧でのἛ点 40Υ௨ୗ)が෭༷や圧⦰によりᾮ体となっているものࠊ及びᖖ ᖖ圧でᾮ体の

物㉁(ྠ 40Υ㉸)がそのἛ点௨上の ᗘつ 1MPa ௨上の圧力ୗでᾮ体となっているものをい

う。1 

⾲Ϩ．３．１ 高圧ガスの༊分�高圧ガス保安法による定⩏の概␎) 

༊分 ୗ記いずれにヱᙜするもの2 

圧⦰ガス 

㸦アࢭチ

レࣥを㝖

く㸧 

ձ 1 MPa ௨上の圧力3にある圧⦰ガス 

ղ  ᗘ⟬ 35Υで圧力が 1 MPa ௨上となる圧⦰ガス 

<ල体> 

圧⦰㓟⣲，圧⦰Ỉ⣲，圧⦰❅⣲，圧⦰アルࣥࢦ，圧⦰࣊リ࢘ムなど 

圧⦰アࢭ

チレࣥ4 

ձ 0.2 MPa ௨上の圧力にある圧⦰アࢭチレࣥ 

ղ  ᗘ⟬ 15Υで圧力が 0.2 MPa ௨上となる圧⦰アࢭチレࣥ 

ᾮ化ガス 

ձ 㣬気圧5が 0.2MPa ௨上の ᗘにあるᾮ化ガス 

ղ 㣬気圧が 0.2MPa となる ᗘが 35Υ௨ୗの物㉁のᾮ化ガス 

ճ その6 

<ල体> 

ᾮ化Ⅳ㓟ガス㸦ᾮ化㓟化Ⅳ⣲㸧，ᾮ化❅⣲，ᾮ化㓟⣲，ᾮ化▼Ἔガス㸦LPG㸧，

ᾮ化ኳ然ガス㸦LNG㸧，ᾮ化アࣥࣔニア，㉸⮫⏺≧ែの㓟化Ⅳ⣲など 

  

 
1 これは⤒⏘省の㏻㐩によるᾮ化ガスの定⩏でࠊそれが高圧ガスにヱᙜするྰは⾲Ϩ．㸱．㸯による。 
2 なおಶูの高圧ガスのヱ㠀ุ定や危険ᛶについては，研究基┙ࢱࣥࢭーまでၥいྜわࡏ㢪いたい． 
3 本❶の「圧力」は≉に断りがない限り大気圧を規‽(0MPa)とした「ࢤーࢪ圧」をᣦす．ࢤーࢪ圧㸻⤯対圧㸫

ᶆ‽大気圧． 
4 ヲ⣽は文⊩等ཧ↷ 
5 㣬気圧は物㉁にᅛ有の物ᛶ್であり， ᗘに౫ᏑしてỴまる． 
6 ᾮ化シアࣥ化Ỉ⣲，ᾮ化ࣟࣈム࣓チル，ᾮ化㓟化エチレࣥの୕つがᨻ௧でᣦ定されている。 
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㸦㸱㸧ガス種による危険ᛶ㸦化学的危険ᛶ㸧

高圧ガスを化学的ᛶ㉁により分㢮したものを⾲Ϩ．㸱．㸰に♧す．中にはつ௨上の化学的

危険ᛶを備࠼るガスもᏑᅾする．࠼ば，アࣥࣔニアや一㓟化Ⅳ⣲は，ẘᛶつ可⇞ᛶである．

⾲Ϩ．３．２ 高圧ガスのᛶ㉁による分㢮 

༊分 ᛶ㉁の概要

ẘᛶ 急ᛶẘᛶの高いガス．༙ᩘ⮴Ṛ⃰ᗘ㸦LC50㸧7がᴟめてపく，ᚤ㔞の₃࠼いでも

．と྾でṚに⮳るᜍれがあるࡦ

㸺ල体㸼

一㓟化Ⅳ⣲，一㓟化❅⣲，アࣥࣔニア，ሷ⣲，ࣇッ⣲，ሷ化Ỉ⣲，シアࣥ化Ỉ⣲，

などࣥࢰ࢜

可⇞ᛶ ✵気中や㓟⣲中で⇞↝するガス．

㸺ල体㸼

Ỉ⣲，一㓟化Ⅳ⣲，アࢭチレࣥ，アࣥࣔニア，࣓ࣥࣃࣟࣉ，ࣥࢱ，ᾮ化▼Ἔガス

㸦LPG㸧，ᾮ化ኳ然ガス㸦LNG㸧など 

不活ᛶ そのガス自㌟は⇞↝ࡏず，つの物㉁を⇞↝さࡏるᛶ㉁㸦ᨭ⇞ᛶ㸧もᣢたない

ガス．ただしᐦ㛢された室ෆに大㔞₃ὤすると，㓟欠をᘬき㉳こすᜍれがある． 

㸺㸼

❅⣲，アル࣊，ࣥࢦリ࢘ム，Ⅳ㓟ガス㸦㓟化Ⅳ⣲㸧，ࣛࢻアス8㸦㓟化Ⅳ

⣲のᅛ体㸧など

ᨭ⇞ᛶ そのガスがᏑᅾする場ྜに，の物㉁を⇞↝さࡏることができるガス．㓟化力を

もつ．

㸺㸼

✵気，㓟⣲，ሷ⣲，一㓟化❅⣲，㓟化❅⣲，ள㓟化❅⣲など

⇿Ⓨᛶ ձ 可⇞ᛶガスとᨭ⇞ᛶガスのΰྜガス

ղ ≉Ṧᮦᩱガス

シࣛࣥ㢮，アル࢟ルア࣑ࣥ㢮，㔠ᒓỈ⣲化物，有機㔠ᒓなどのガスは✵気と

ΰྜしただけで╔火※がなくても⇿Ⓨする．ヲ⣽は「㸱．㸯．㸰㸦㸱㸧≉定

高圧ガス」ཧ↷

⭉㣗ᛶ 㔠ᒓ，ࣛࣉスチック，ࢦムなどを⭉㣗し，その⤖ᯝとして思わࡠ災害をᣍく．ま

た⓶⢓⭷に障害を㉳こす．

㸺㸼

ሷ⣲ガス，ሷ化Ỉ⣲，ࣥࢰ࢜など．

7 ༙ᩘ⮴Ṛ⃰ᗘ㸦LC50，Lethal Concentration 50㸧とは，ガス体またはỈに⁐ゎした≧ែの化学物㉁に᭚㟢さ

れた生物の༙ᩘ㸦50%㸧がヨ験ᮇ㛫ෆにṚஸする⃰ᗘのこと． 
 ．スは高圧ガスにヱᙜしないが，ᾮ化ガスとྠ様に❅ᜥのリスクがあるためここに記載したアࣛࢻ 8
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㸱．㸯．㸰 高圧ガス管理のルール 

㸦㸯㸧高圧ガスの〇㐀 

高圧ガスの〇㐀とは，ガスを圧⦰，加⇕，化学応，ᾮ化などの方法により高圧ガスの≧ែ

にすることをいう．高圧ガスの〇㐀は規模によりἈ⦖┴▱事への⏦ㄳや届出の対象となる．ヱ

ᙜする可⬟ᛶがある実験⣔をィ⏬する場ྜはࠊᚲず工学部事務部及び研究基┙ࢱࣥࢭーまで┦

ㄯすること． 

㸺㸼 

 㸦14.7 MPa㸧にሲされた高圧ガスをῶ圧して，ඖの圧力よりはపいが未だ 1 MPa࣋ࣥ࣎

௨上の≧ែ㸦高圧ガス㸧にすることは「高圧ガスの〇㐀」にヱᙜする． 

 

㸦㸰㸧高圧ガスの㈓ⶶ 

高圧ガスの㈓ⶶとは，一⯡に࣋ࣥ࣎にሲされた高圧ガスを置いておくこと，及び㈓ᵴに高

圧ガスをሲした≧ែにしておくことをいう． 

㈓ⶶにᙜたっては，高圧ガス保安法ならびにἈ⦖┴高圧ガスᐜ器安全管理ᣦ㔪にのっとり，

安全に㈓ⶶしなければならない．ヲしくは「３．２．㸲 㧗ᅽ࢞スᐜჾのタ⨨㸪ಖ管」をཧ↷． 

 

㸦㸱㸧≉定高圧ガス 

高圧ガス保安法では，ᾘ㈝にᙜたり≉に保安の確保を要するものを「≉定高圧ガス」として

ཝしく規制していて，⾲Ϩ．㸱．㸱にヱᙜする場ྜは，Ἀ⦖┴▱事への届出そののᡭ⥆きが

ᚲ要となる． 

 琉球大学においては現ᅾ保有が確ㄆされていないが，今後使用を᳨ウする場ྜは，ᚲず工学

部事務部及び研究基┙ࢱࣥࢭーまで┦ㄯすること． 

 

⾲Ϩ．３．３ ≉定高圧ガスとそのᾘ㈝にる規制㔞 

  

 
9 ≉Ṧ高圧ガスとは，༙ᑟ体研究など一部のᮦᩱ⣔研究で使用されるガス㸦≉Ṧᮦᩱガス㸧の中でも，≉に可

⇞ᛶ，自ᕫ分ゎ⇿Ⓨᛶ，ẘᛶ等，危険有害ᛶの高いガスで，ල体的にはࣔࣀシࣛࣥ，࣍スࣥࣇ，アルシࣥ，

シࣛࣥのࢪ，ルマࣥࢤࣀࣔ，レࣥ化Ỉ⣲ࢭ，ࣥࣛ࣎ࢪ 7 種及びこれらをྵࡴΰྜガスをᣦす．ヲ⣽は研究基┙

ーHPࢱࣥࢭ ཧ↷ 

http://w3.u-ryukyu.ac.jp/yakuhin/gakunaidocs/tokushuzairyogas.html 

 ≉定高圧ガスの種㢮 ᾘ㈝事業ᡤの㈓ⶶ⬟力 

ձ ≉Ṧ高圧ガス9 ᩘ㔞に関わらず 

ղ 圧⦰Ỉ⣲ ᐜ✚  300 m3௨上 

ճ 圧⦰ኳ然ガス ᐜ✚  300 m3௨上 

մ ᾮ化㓟⣲ ㉁㔞 3,000 ௨上 

յ ᾮ化アࣥࣔニア ㉁㔞 3,000 ௨上 

ն ᾮ化▼Ἔガス ㉁㔞 3,000 ௨上 

շ ᾮ化ሷ⣲ ㉁㔞 3,000 ௨上 
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㸦㸲㸧用した࣋ࣥ࣎の㏉༷と㏉༷ᮇ限 

の࣋ࣥ࣎と㈙取࣋ࣥ࣎には用࣋ࣥ࣎  2 種㢮がᏑᅾし，本学で扱われる大多ᩘの࣋ࣥ࣎は

用࣋ࣥ࣎である．用࣋ࣥ࣎の場ྜ，高圧ガス㈍ᗑら࣋ࣥ࣎を用し中㌟のガスだけを㉎

入している．用࣋ࣥ࣎は，ガスを使い⤊࠼た時10，またはまだ使用中であっても用ᮇ限(㏉

༷ᮇ限)を㐣ࡂる๓に，㈍ᗑへ㏉༷しなければならない． 

長ᮇ㛫ᨺ置された࣋ࣥ࣎による◚事故やガス₃れ事故，⣮ኻなどを防止するため，Ἀ⦖┴

高圧ガスᐜ器安全管理ᣦ㔪では࣋ࣥ࣎の⣡品・㏉༷管理をᚭᗏするとඹに㏉༷ᮇ限をཎ則 1 年

と定めている．ಶูの࣋ࣥ࣎の㏉༷ᮇ限はࠊୗ記の方法および事務ᒁ⤒理ㄢዎ⣙ᢸᙜ⪅に確ㄆ

すること。 

 

㸺㏉༷ᮇ限の確ㄆ方法㸼 

 Ἀ⦖┴ෆではに(ᰴ)ࣀ࢝࢜とマル⏘業(ᰴ)が高圧ガスを㈍している。 

ձ ࣀ࢝࢜ら㉎入した場ྜ，࣋ࣥ࣎に㈞された㏉༷ᮇ限シールを確ㄆする． 

ղ 化学物㉁管理システム CRIS㸦クリス㸧にࣟࣥࢢし，「高圧ガスᅾᗜ一ぴ」࣓ニューより

ㄪべる㸦「㸱．㸯．㸱 化学物㉁管理システムを用いた࣋ࣥ࣎管理」ཧ↷㸧． 

 

 ットのࣁリࣖࣄ・の⭉㣗による事故࣋ࣥ࣎

ձ長ᓮ┴の㨶ᕷ場で㓟⣲࣋ࣥ࣎ 1 本が◚し，⣙ 20 ࣓ートル྿き㣕びኳが 10 ࣓ートル

ᅄ方にわたってᔂⴠ．㏆くで作業していた 4 ྡが㈇യした．ᙜヱ࣋ࣥ࣎は 10 年௨上ᨺ置さ

れ，ሷỈなどによる⭉㣗で◚したと⪃࠼られている．㸦2016 年㸧 

ղἈ⦖┴ෆのᾏᓊ㏆くで使用・保管中の㓟⣲࣋ࣥ࣎ら，㓟⣲ガスがᑡしずつ₃れる事故が

Ⓨ生．࣋ࣥ࣎を分ゎㄪᰝしたとこ࣋ࣥ࣎，ࢁの㤳のෆഃがⴭしく⭉㣗していたことが分っ

た．⥅⥆的に₻㢼さらされた⤖ᯝによるものとぢられている．㸦2017 年㸧 

    ᅗϨ．㸱．㸯 ෆ部⭉㣗の事 

 

㸱．㸯．㸱 化学物㉁管理システムを用いた࣋ࣥ࣎管理 

 本学では教育研究用に使用する高圧ガス࣋ࣥ࣎は，化学物㉁管理システム CRIS㸦クリス㸧

にⓏ㘓して管理するよう学ෆの規則で定められている．  

 

 
の࣋ࣥ࣎を全に✵にしてはいけない．大気㸦✵気㸧が㏫ὶしてΰ入するᜍれがある．⧞り㏉し使う࣋ࣥ࣎ 10

中にガスの品㉁をᦆなうỈ分や࣑ࢦが入ると，࣋ࣥ࣎ෆ部の㗵のཎᅉやሲガスのᛶ≧・⣧ᗘに大きなᙳ㡪

を࠼る． 

－22－



ᅗϨ．㸱．㸰 琉球大学の࣋ࣥ࣎管理方㔪

をඖに高圧ガࢱーࢹーが⣡品ࢱࣥࢭ┙ら㉎入した高圧ガスは，研究基業⏘マル・ࣀ࢝࢜

ス࣋ࣥ࣎の CRIS Ⓩ㘓作業を௦行し，「高圧ガス࣋ࣥ࣎管理⚊」を各研究室にⓎ行している．

管理⚊が㏦されたらᚲず࣋ࣥ࣎に掲♧し，また࣋ࣥ࣎を業⪅に㏉༷したら管理⚊を研究基┙

．ーまで㏉㏦することࢱࣥࢭ

ᅽຊㄪᩚჾࡧࡼお࣋ࣥ࣎ ３．２

 高圧ガスは࣋ࣥ࣎にሲされたものを使用する．࣋ࣥ࣎にはガスの出ཱྀに圧力ㄪ整器㸦レࢠ

ュレーࢱー㸧を᥋⥆し，注意深く圧力を制ᚚしながら㸦1MPa ௨ୗ㸧使用する．したがって，

や圧力ㄪ整器の取扱いをㄗると事故が㉳きる．≉に，Ⓨ火や⇿Ⓨの危険ᛶのある可⇞ᛶ࣋ࣥ࣎

ガスやẘᛶガスの取扱いには分注意を要する．

 のእほ࣭ᵓ㐀࣋ࣥ࣎ ３．２．１

㸦㸯㸧高圧ガスのሲ圧力はᴟめて高い．㸦圧⦰ガスの場ྜ一⯡的に 14.7 MPa㸧

㸦㸰㸧࣋ࣥ࣎の⫪の部分には，そのᐜ器にሲされているガスの種㢮，ᐜ器ෆᐜ✚，重㔞，最

高ሲ圧力，ᅛ有の識ู␒ྕであるᐜ器記ྕ・ᐜ器␒ྕ࣋ࣥ࣎ࠊᡤ有⪅の⾲♧㸦ᐜ器ᡤ

有⪅記ྕ㸧など重要なሗが้༳などで⾲♧されている．

㸦㸱㸧࣋ࣥ࣎はガス種により⾲Ϩ．㸱．㸲のようにⰍ分けされている．㸦各国で␗なる㸧

㸦㸲㸧圧⦰アࢭチレࣥは分ゎ⇿Ⓨᛶが高いため，≉Ṧな࣋ࣥ࣎が用いられる．࣋ࣥ࣎には多Ꮝ

㉁物がワめ㎸まれ，⁐㸦アࢭトࣥや DMF㸧をᰁࡳ㎸まࡏてある．この⁐にアࢭチ

レࣥを加圧⁐ゎしてሲする．㸦⁐ゎアࢭチレࣥ㸧

㸦㸳㸧ᐜ器に㐣圧力がるのを防ぐために，ᐜ器ᘚに安全ᘚがいているが，これにᡭを

加࠼てはならない．またᐜ器ᘚを保ㆤするために，一部の࣋ࣥ࣎にはࣕ࢟ッࣉがᒓし

ている．
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㸦㸴㸧ガスを使用するには圧力ㄪ整器を用いて㏻ᖖ 1 MPa ௨ୗの圧力にୗげる．

㸦㸵㸧実験室でⰋく使われる圧力ㄪ整器には，ᐜ器ෆの圧力をㄞࡴ一次ഃ圧力ィと取り出し圧

力をㄞࡴ次ഃ圧力ィが備されている．次ഃ圧力は圧力ㄪ⠇ᘚによって設定する． 

ᅗϨ．㸱．㸱 ࣋ࣥ࣎のࢬࢧと้༳，ࣛ࣋ル

，ྡ⪅ーや㈍ᗑ等のᡤ有࢝方  ձ高圧ガス࣓ーࡳルのㄞ࣋の้༳とࣛ࣋ࣥ࣎

ղᐜ器記ྕ・ᐜ器␒ྕ，ճガス種ู，մ高圧ガスࣛ࣋ル㸦㆙࿌等㸧，յ࣋ࣥ࣎㏉

༷ᮇ限㸦ࣀ࢝࢜のࡳ㸧

この，ᐜ器᳨ᰝやᐜ器᳨ᰝの年᭶，最高ሲ圧力，ᐜ器ᡤ有⪅記ྕなどが

้༳されている．

⾲Ϩ．３．㸲 ࣋ࣥ࣎のⰍ�日本の場ྜ�およびなガスのᛶ≧ 

ガ ス ྡ
࣋ࣥ࣎

のⰍ
ẘᛶ 可⇞ᛶ ᨭ⇞ᛶ 不活ᛶ

圧⦰㓟⣲ 㯮 ۑ ― ― ― 

圧⦰Ỉ⣲ ㉥ ۑ ― ― ― 

ᾮ化Ⅳ㓟ガス ⥳ ۑ ― ― ―

ᾮ化アࣥࣔニア ⓑ ۑ ۑ ― ― 

ᾮ 化 ሷ ⣲ 㯤 ۑ ۑ ― ― 

圧⦰アࢭチレࣥ 〓 ۑ ― ― ― 

その

の

ガス

ア ル ࢦ ࣥ

⅊

ۑ ― ― ―

❅ ⣲ ۑ ― ― ―

✵  気 ۑ ― ― ― 

ム࢘リ࣊ ۑ ― ― ―

ࣥ࢜ࢿ ۑ ― ― ―

ࣥࣀࢭ࢟ ۑ ― ― ―

ࣥࢻࣛ ۑ ― ― ―

࣓ ࢱ ࣥ ۑ ― ― ― 

L P ガ ス ― ۑ ― ― 
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ガ ス ྡ 
࣋ࣥ࣎

のⰍ 
ẘᛶ 可⇞ᛶ ᨭ⇞ᛶ 不活ᛶ 

一㓟化Ⅳ⣲  

 ⅊ 

 

 

 ― ― ۑ ۑ

ள㓟化❅⣲ ۑ ― ۑ ― 

一㓟化❅⣲ ۑ ― ۑ ― 

エ チ レ ࣥ  ― ― ۑ ― 

 

 

 ᅽຊㄪᩚჾの使⏝方法ࡧࡼお࣋ࣥ࣎ ３．２．２

㸦㸯㸧ᐜ器ᘚの㛤㛢は⦆やに行い，急⃭にᘚを㛤いてはならない． 

㸦㸰㸧ᐜ器ᘚを㛤く場ྜは，ㄪ⠇器のㄪ⠇ᘚを㛢じておく． 

㸦㸱㸧ᐜ器ᘚや圧力ㄪ整器のᘚを㛤けるときは，圧力ㄪ整器の一次・次圧力ィの真ṇ㠃に立

たない．ᵓ㐀上，急⃭な圧力ኚ化が㉳きると圧力ィが◚するᜍれがある． 

㸦㸲㸧圧力ㄪ整器のࢪࢿにはྑࢪࢿとᕥࢪࢿがあり，一⯡に可⇞ᛶガスと࣊リ࢘ムではᕥࢪࢿ，

そのはྑࢪࢿである．またガスのᛶ㉁に応じてᮦ㉁も␗なる．ガスの種ูや用㏵に

ྜった圧力ㄪ整器を用い，のガス用のㄪ整器をඹ用しないこと． 

㸦㸳㸧使用後はᐜ器ᘚを確実に㛢じ，またガスの種㢮によっては器ල，置を不活ᛶガスで置

するなどᚲ要な措置をとる． 

㸦㸴㸧ガスは全に使いษらないようにする11．࣋ࣥ࣎をした後は圧力ㄪ整器のཱྀ㔠に₃

れがない，ⓎἻᾮ㸦₃れ᳨▱ᾮ㸧等で᳨ᰝする． 

㸦㸵㸧可⇞ᛶガス，㓟⣲，ΰྜ✵気のᐜ器の保管・使用場ᡤは火気ཝ⚗． 

㸦㸶㸧㓟⣲やΰྜ✵気はἜ⬡㢮もཝ⚗．Ἔのいた工ලやᡭ⿄で扱わない． 

㸦㸷㸧作業๓後に使用機器等の点᳨を行う 

㸦10㸧圧力ㄪ整器や࣋ࣥ࣎の扱い方は，ୗ記の動⏬もཧ⪃になるのでཧ↷すること． 

 Ἀ⦖┴教育委員会教育ᨭ࢜ࢹࣅ ガス⁐᥋ษ断置の取扱いとษ断᧯作方法 

  ๓編 https://www.youtube.com/watch?v=d1kApW0QMcw 

  後編 https://www.youtube.com/watch?v=JcqDBmrVn8g 

 

 の㐠ᦙ࣋ࣥ࣎ ３．２．３

㸦㸯㸧ᐜ器ᘚを確実に㛢じ，圧力ㄪ整器をእし，ᐜ器ᘚにࣕ࢟ッࣉをࡏࡪること． 

㸦㸰㸧圧力ㄪ整器の取りእしは，ࣂルࣈを全に㛢めた後，ㄪ整器ෆのガスをᨺ出して大気圧

に㛤ᨺした後に行うこと． 

㸦㸱㸧重㔞物であるので，ᡭ㊊の保ㆤに気をつけること．ᡭ⿄，安全㠐の使用がᮃましい． 

㸦㸲㸧⛣動にはᑓ用のࣕ࢟࣋ࣥ࣎リアを用すること．ᐜ器のᅛ定を確実に行う． 

㸦㸳㸧㐠ᦙ中にࣕ࢟ッࣉ部に⾪ᧁ，㐣Ⲵ重がらないよう㓄៖すること． 

㸦㸴㸧ᐜ器ᘚの◚ᦆは高圧ガスのᄇ出により重大な事故を㉳こすので注意すること． 

  

 
の࣋ࣥ࣎を全に✵にしてはいけない．大気㸦✵気㸧が㏫ὶしてΰ入するᜍれがある．⧞り㏉し使う࣋ࣥ࣎ 11

中にガスの品㉁をᦆなうỈ分や࣑ࢦが入ると，࣋ࣥ࣎ෆ部の㗵のཎᅉやሲガスのᛶ≧・⣧ᗘに大きなᙳ㡪

を࠼る． 
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３．２．㸲 㧗ᅽ࢞スᐜჾのタ⨨㸪ಖ管 

㸦㸯㸧ᐜ器はࣅࢧや⭉㣗を防止するため，Ỉのたまったᗋ㠃や₻㢼に直᥋さらされるような⭉

㣗の㐍行しやすい場ᡤにᨺ置しない． 

㸦㸰㸧可⇞ᛶガス，㓟⣲，ΰྜ✵気のᐜ器の保管・使用場ᡤは火気ཝ⚗ 

㸦㸱㸧直ᑕ日ගを㑊け，㏻㢼のよい場ᡤに設置し，ガス₃れに対して⇿Ⓨ，中ẘなどの危険が

ないよう十分に気ができること． 

㸦㸲㸧㸫15㹼40Υの ᗘ⠊ᅖで保管・使用すること． 

㸦㸳㸧ᐜ器はࣂルࣈを保ㆤしᦆയを防止するとともに，⢒ᭀな取扱いをしないようにする． 

㸦㸴㸧ᐜ器はチェーࣥ・ࣇック等によりᰕ・ቨ等にᅛ定して，いなる場ྜにも㌿ಽしないよ

うにすること．2 点ᅛ定できる高圧ガス࣋ࣥ࣎スࢻࣥࢱを᥎ዡ．≉にアࢭチレࣥやᾮ化

ガスはᶓಽしで使用すると中㌟のᾮがὶ出するため，立ててᅛ定し使用する.  

㸦㸵㸧㓟⣲，可⇞ᛶガスᐜ器の㏆くには自然Ⓨ火ᛶ，ᘬ火ᛶ薬品を置ないこと． 

 

 

   

ᅗϨ．３．㸲 ࣂルࣈと圧力ㄪ整器のᵓ㐀，な部のྡ⛠ 

 

 

３．１～３．２のࢺ࣏ࣥ 

ձ 㧗ᅽ࢞スのྲྀᢅいにはཝࡋいつไࡀㄢࡽࡏれているࡓめ㸪≉Ṧ࡞ᐇ㦂ࢆィ⏬ࡍる場ྜは安

全ᑐ⟇と法つไ≧ἣࢆⰋࡃㄪᰝࡍる．（〇㐀⾜Ⅽ㸪㔞ᾘ㈝࣭㈓ⶶ㸪≉Ṧᮦᩱ࢞ス） 

ղ 㧗ᅽ࢞ス࣋ࣥ࣎の㏉༷ᮇ㝈ࢆ㑂Ᏺࡋ㸪ィ⏬的に㉎ධ࣭使⏝ࡍる 

ճ 㧗ᅽ࢞ス࣋ࣥ࣎管理⚊ࢆᥖ♧ࡋ㸪学≀㉁管理システム࡛◊✲ᐊෆの㧗ᅽ࢞ス࣋ࣥ࣎のಖ

管≧ἣࢆ☜ㄆࡍる． 

մ 㧗ᅽ࢞ス࣋ࣥ࣎は安全にಖ管࣭使⏝࣭㐠ᦙࡍる．（≉にⅆẼཝ⚗㸪┤ᑕ᪥ග࣭‵Ẽࢆ㑊け

る㸪࣋ࣥ࣎スࡾࡗࡋ࡛ࢻࣥࢱᅛᐃ） 

յ ᅽຊㄪᩚჾはṇしく取りけて使用する． 

 

 

３．３ ప ᾮ࢞ス（ᾮయ❅⣲➼） 

 ప ᾮ化ガスにはᾮ体❅⣲㸦ᖖ圧におけるἛ点㸫196Υ㸧，ᾮ体࣊リ࢘ム㸦ྠ㸫269Υ㸧，ᾮ

体㓟⣲㸦ྠ㸫183Υ㸧などがある．ᴟప ，高真✵を得るためのᐮとしてよく使用されるが，

ୗ記に♧すような危険ᛶがあるので，その取扱いには⇍⦎と⣽心の注意がᚲ要である． 

 

Ἀ⦖は㞝ねじ

です 
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⾲Ϩ．３．５ ప ᾮ化ガスの危険ᛶ

ᾮ化≧ែ

a)ᴟప のため，യを㉳こす．

b)ᮦᩱによってはప で⬤ᛶ◚ቯされる．

c)ᾮ体㓟⣲と有機物の組ྜࡏは⃭しいい⇿Ⓨ応を㉳こす．

気化≧ែ

a)ᾮ化ガスは気化すると，ᖖ ・ᖖ圧で 700㹼800 ಸの体✚になるので，

ᐦ㛢ᐜ器中では次第に圧力が上᪼し，ᐜ器の◚する危険ᛶがある．

また(ᾮ化㓟⣲௨እが)室ෆで多㔞に気化すると，✵気を置し㓟⣲欠

ஈをᘬき㉳こす．

b)⇕を加࠼ると⇿Ⓨ的に気化する．

３．３．２ 使⏝ୖのὀព

本学では研究基┙ࢱࣥࢭーᴟప 設がᾮ体❅⣲とᾮ体࣊リ࢘ムを౪⤥しており，その取扱

ㅮ習会も㛤ദしている。使用する⪅はᚲずこれを受ㅮしなければならない。

㸦㸯㸧ᾮ化ガスを扱うときは，യ防止のため，ᚲ要に応じてప ᑓ用の㠉ᡭ⿄を使用し㸦㌷

ᡭはཝ⚗㸧，㢼上に置して作業すること．

㸦㸰㸧ప 部には直᥋ゐれたり，れたᡭで取り扱わないように注意すること．⓶にり

いたら，すぐに大㔞のỈで⼥すこと．യがࡦどい時はᑓ㛛་にࡏࡳる．

㸦㸱㸧ᾮ化ガスᐜ器は，日ගが直ᑕしない㢼㏻しのよい場ᡤに置くこと．

㸦㸲㸧㐠ᦙ中はᐜ器の㌿ಽ等に注意し，ៅ重に行うこと．

㸦㸳㸧ᾮ体❅⣲はᖖ のもとで⃭しくⓎし，ᐜ✚で⣙ 700 ಸのガスになるので，ᐦ㛢ᐜ器に

入れないこと．ᚲず気化ガスの㏨げཱྀを作ること(圧力上᪼により⇿Ⓨの危険がある)． 

㸦㸴㸧長時㛫使用したᾮ体❅⣲やⓎしてᑡなくなったᾮ体❅⣲は，✵気中の㓟⣲がจ⦰され

ているら，有機物の෭༷に使用しないこと．⇿Ⓨ事故につながるᜍれがある．

㸦㸵㸧ᾮ体❅⣲やᾮ体࣊リ࢘ムは不活ᛶであるが，ᐦ㛢された部ᒇで使用すると㓟欠事故にな

るᜍれがある．ᾮ化ガスを扱う部ᒇは気をよくすること．

３．㸲 㒔ᕷ࢞ス

現ᅾ，使用している㒔ᕷガスは，Ἀ⦖ガスら౪⤥されているもので，ᖹ成 17 年ᗘにこれ

までの，5A ガス(4,500kcal)ら PA㸫13A ガス(14,800kcal)へと⇕㔞ኚ᭦が行われた．それに

కない，ガスの品㉁が㍍ẚ重ガス(0.76㹼0.84)ら重ẚ重ガス(1.34)へኚ᭦された．したがって，

これまでの 5A ガスと取扱いが␗なるため，その≉ᛶをよく理ゎして対応するᚲ要がある．ま

た，ガス事業法によって，その⃰ᗘが 0.1㸣で人㛫が感▱できるよう⮯いをつけることが⩏務

けられている．しし，ガス₃れに気くのが㐜れ，火災，⇿Ⓨを防止するため௨ୗのよう

な対策をㅮじておくことがᚲ要である．

３．㸲．１ PA㸫13A の概要 

ガスの組成及び⇞↝ᛶがこれまで使用していた 5A ガスとは␗なる．PA㸫13A の≉ᛶを௨ୗ

に♧す．

㸦㸯㸧PA㸫13A の≉ᛶ

ձ が成分であり，ẚ重ࣥࣃࣟࣉ 1.34 と✵気より重い(5A は 0.76㹼0.84)．
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ղ CO をྵまない．(౪⤥ガスの中には CO をྵまないため↓ẘである) 

ճ ౪⤥⇕㔞が高い(14,800kcal)のでⓎ⇕ᛶが高い． 

մ ⇿Ⓨ⠊ᅖのୗ限の 5A よりపく，ᘬ火しやすい． 

յ 5A ガスより㟢点が高い．(ᾮ化する ᗘ) 

㸦㸰㸧PA㸫13A の仕様を௨ୗに♧す． 

ձ ᶆ‽組成 

⾲Ϩ．３．㸴 PA㸫13A のᶆ‽組成 

成  分 mol% 

エ ࢱ ࣥ  C2H6 0.25 

 C3H8 59.50 ࣥࣃࣟࣉ

n ࣥࢱࣈ  nC4H10 1.29 

i-ࣥࢱࣈ iC4H10 0.37 

❅ ⣲  N2 30.49 

㓟 ⣲ O2 8.1 

ྜィ 100.0 

 

 

ղ ⇞↝㏿ᗘ(MCP)㸸40.90 

ճ ⥲Ⓨ⇕㔞(MJ㸭N㹫3)㸸61.954 MJ㸭N㹫3 

մ ẚ重㸸1.34 

յ ⇿Ⓨ限⏺(vol%)㸸3.4㸣(ୗ限)㹼15.4%(上限) 

ն 理ㄽ✵気㔞㸸14.4 N㹫3㸭N㹫3 

շ ౪⤥圧力㸸1.0kPa(最ప) 㹼2.5kPa(最高) 

ո 㟢点 

⾲Ϩ．３．㸵 ࢤーࢪ圧力と㟢点 ᗘ 

 圧力(kg/cm2) 㟢点 ᗘ(Υ)ࢪーࢤ

1 ̺35.1 

3 ̺18.0 

5 ̺6.7 

10 12.2 

 

չ ⇞↝ᛶ 

౪⤥⣙Ḱ⇞↝ᛶ⠊ᅖ(13A) 

⾲Ϩ．３．㸶 Ⓨ⇕㔞 

 WI MCP Ⓨ⇕㔞 

最大್ 57.8 47 ᶆ‽ 61.945MJ 

最ᑠ್ 52.7 35 最ప್ 60MJ 
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３．㸲．２ ࢞ス使⏝ୖのὀព㡯 

 PA㸫13A ガスは，✵気より重いガスのため，పいᡤに␃しやすい．分気には注意す

る．ガス機器がຎ化していたり，気が不十分な≧ែでガスが⇞↝すると，不全⇞↝となり，

ྠ時に有害な CO㸦一㓟化Ⅳ⣲㸧がⓎ生し中ẘするᜍれがある． 

点火とᾘ化の確ㄆに関しては௨ୗのことに注意する． 

㸦㸯㸧ガスの種㢮にあった安全なガス器ලや᥋⥆ලを使用する． 

㸦㸰㸧立ࡕᾘ࠼安全置き器ලや自動ガス㐽断置を設置する． 

㸦㸱㸧ガス₃れ㆙ሗ機を設置し，定ᮇ点᳨を行う． 

㸦㸲㸧ガス࣍ース，᥋⥆⟠ᡤの点᳨と᪩めの取り᭰࠼を行う． 

㸦㸳㸧ガスを使用しないときのඖᰦを㛢める習័をける． 

㸦㸴㸧点火，ᾘ火の目ど確ㄆの習័をける． 

㸦㸵㸧ガス器ලのṇしい取扱い方法を守る． 

㸦㸶㸧ガス器ලのこまめなᡭ入れを行う． 

㸦㸷㸧ガス器ල࿘ᅖの安全ᛶ㸦ኳ，ቨなどの可⇞物らの十分な㊥㞳㸧に注意する． 
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㸲．工సᶵᲔ㢮の安全㐠㌿について

㸲．１ 工సᶵᲔ 

㸲．１．１ ࣮࣎ル┙ 

㸦㸯㸧ࢻリルをしっりとチࣕックに取りけること．

㸦㸰㸧ࢻリルඛ➃がࡩれ回りをしている≧ែで作業をしてはならない．

㸦㸱㸧よくษれるࢻリルを使用する．ษれないと，ᢲけ力が大きくなってࢻリルがᢡれる． 
㸦㸲㸧ᑠ∦をᡭにᣢって✰あけすることは㑊けること．加工物はࣂスでᅛ定する，テー

．ル㠃にᅛ定しり回されないようにすることࣈ

㸦㸳㸧ษᒌが㣕ᩓする作業では保ㆤ࣓ガࢿをけること．

㸦㸴㸧ࢻリル回㌿中にษᒌをᡭでᡶわない．ᡭ⿄の使用は⚗止する．

㸦㸵㸧㢌㧥や⾰᭹がᕳき㎸まれないように注意すること．

㸦㸶㸧加工物のᮦ㉁や，ࢻリルのࢬࢧによって適ษな回㌿ᩘで作業すること．

㸲．１．２ ᪕┙ 

㸦㸯㸧チࣕックࢻࣥࣁルの取りᛀれに注意すること

㸦㸰㸧回㌿しているチࣕックおよび加工物には，ゐれないこと．ᡭ⿄は使用⚗止．

㸦㸱㸧工作物，ล物の取けは確実に行い，㐣大な回㌿やษ㎸ࡳ，㏦りをࡠ࠼こと．

㸦㸲㸧長い加工物をษ๐するときは，れ止めやⰺᢲしྎを用いること．

㸦㸳㸧ษᒌが㣕ᩓするᮦᩱのษ๐には，保ㆤ࣓ガࢿをけること．

㸦㸴㸧ล物の取り࠼や，ᑍ法 定は工作物の回㌿中に行ってはならない．

㸦㸵㸧回㌿部分へのᕳき㎸ࡳに注意すること㸦長⿇，㧥など㸧．

㸦㸶㸧ษᒌは鋭ゅなので，ษりയ，่しയに注意すること．

㸦㸷㸧㐠㌿中は，機械ら㞳れないこと．

㸲．１．３ ⁐᥋ᶵ 

㸦㸯㸧⁐᥋中はᙉいアークやガスがⓎ生するので，ᚲず⁐᥋㠃や，㠉ᡭ⿄等の保ㆤලを使用し，

十分な気を行うこと．

㸦㸰㸧⁐᥋作業࿘㎶に，⇞࠼る物㸦可⇞ᛶ，ᘬ火ᛶ，Ⓨ火ᛶ，⇿Ⓨᛶの危険物㸧がない，確

ㄆして作業を行うこと．

㸦㸱㸧アーク⁐᥋は，電気を扱うので感電には十分に注意し，ᚲず᥋ᆅ㸦アース㸧すること． 
㸦㸲㸧ガス⁐᥋は，可⇞ᛶ，ᨭ然ᛶガスを使用するので，⇿Ⓨや⇞↝に注意すること．

㸦㸳㸧⁐᥋後は高 になるので，やけどに注意すること．

㸲．１．㸲 ࣭ࢲࣥࣛࢢษ᩿ᶵ 

㸦㸯㸧研๐時には，火ⰼや⢊ሻが出るので，保ㆤ࣓ガࢿや防ሻマスクを╔けること．

㸦㸰㸧作業๓には，◒▼にれや◚ᦆがない確ㄆするとともに，1 分㛫௨上のヨ㐠㌿を行う

こと．

㸦㸱㸧◒▼をする場ྜは，≉ู教育を受ㅮしたものが行うこと．また長ᮇ㛫使用していな
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．った時は，ヨ㐠㌿を行うこと

㸦㸲㸧◒▼が◚ቯした場ྜに重大な事故となるため，◒▼の回㌿㠃に立って作業しないこと． 
㸦㸳㸧回㌿中の◒▼にᡭを出さない．ᑠさい工作物を加工する場ྜには，ලなどで工作物を

保ᣢすること．

㸦㸴㸧◒▼のഃ㠃を用いないこと．

㸦㸵㸧↓理な研๐・ษ断は◒▼が◚ᦆするので，注意すること．

㸦㸶㸧加工後の工作物は高 になるため，加工㠃を直ࡕにᡭでゐれず，十分෭༷さࡏること． 

㸲．１．５ ᐃᮇⅬ᳨࣭記録ಖᏑ 

㸦㸯㸧作業をする時には，各機械および器ලごとの作業๓点᳨を行い，記㘓⡙に記入する．

㸦㸰㸧機械等は，定ᮇ的にἜ⬡㢮・ᾘ⪖品の点᳨・を行う．

㸦㸱㸧⢭ᗘを要する工作機械は，定ᮇ的に⢭ᗘ᳨ᰝ・ㄪ整を行う．

㸦㸲㸧不ලྜや不Ⰻ⟠ᡤをⓎぢした場ྜは，作業を中止し直ࡕに，ሗ࿌・ಟ理を行う．

㸦㸳㸧不ලྜ・不Ⰻ⟠ᡤ，ಟ理・改ၿ⟠ᡤは，記㘓⡙に記入する．

㸦㸴㸧記㘓⡙は，3 年㛫保Ꮡする．

㸲．２ ࢺࣇࣜࢡ࣮࢛ࣇ㛵連

㸦㸯㸧᧯作

① ．ト㐠㌿ᢏ⬟ㅮ習をಟした⪅が業務を行うことࣇークリ࢛ࣇ

② 使用の制限㸦チᐜⲴ重等を㉸࠼た使用の⚗止㸧を守ること．

③ 点᳨㸦その日の作業を㛤始する๓㸧を行うこと．

④ ᦚの制限㸦㌴ᖍ௨እへのᦚの⚗止㸧を守ること．

⑤ Ⲵのୗへ立ࡕ入らないこと．

⑥ Ⲵの✚載㸦೫Ⲵ重が生じない✚載，ⲴᔂれཪはⲴのⴠୗの防止㸧を守ること．

⑦ 㐠㌿置ら㞳れる場ྜの措置をᚭᗏすること．

⑧ たる用㏵௨እの使用制限㸦Ⲵのྞり上げ，労働⪅の᪼㝆等の⚗止㸧を守ること．

⑨ ᥋ゐの防止㸦࢛ࣇークリࣇトཪはそのⲴと労働⪅㸧をᅗること．

⑩ ㄏᑟ⪅と㐠㌿⪅のྜᅗをᚭᗏすること．

⑪ 保ㆤල㸦࣊ル࣓ット等㸧を╔用すること．

㸦㸰㸧᳨ᰝ記㘓等関係

① 定ᮇ自᳨ᰝ㸦㸯年を㉸࠼ないᮇ㛫ごとに㸯回㸧を行うこと．

② 定ᮇ自᳨ᰝ㸦㸯᭶を㉸࠼ないᮇ㛫ごとに㸯回㸧を行うこと．

③ 定ᮇ自᳨ᰝ記㘓㸦㸱年㛫保Ꮡ㸧を保Ꮡすること．

㸲．３ ࣮ࣥࣞࢡ㛵連

㸦㸯㸧᧯作

① 有㈨᱁⪅㸦ྞり上げⲴ重が㸳㹲௨上のクレーࣥについてはクレーࣥ㐠㌿ኈචチを受け

た⪅，ᗋ上᧯作式クレーࣥの㐠㌿の業務についてはᗋ上᧯作式クレーࣥ㐠㌿ᢏ⬟ㅮ習

ಟ⪅㸧が業務を行うこと．

② 安全置はᖖにṇᖖな≧ែに⥔ᣢしておくこと．
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③ 定᱁Ⲵ重を㉸࠼るつりⲴをつらないこと． 
④ 㐠㌿のྜᅗをᚭᗏすること． 
⑤ ᦚの制限㸦労働⪅の㐠ᦙ，ཪはྞり上げの⚗止㸧を守ること． 
⑥ ྞり上げられているⲴのୗへ立ࡕ入らないこと． 
⑦ 危険な㐠㌿は⚗止すること． 
⑧ Ⲵをྞったままで㐠㌿置ら㞳⬺しないこと． 
⑨ 作業㛤始๓の点᳨を行うこと． 
⑩ 保ㆤල㸦࣊ル࣓ット等㸧を╔用すること． 

㸦㸰㸧᳨ᰝ記㘓等関係 

① 設置届けをᥦ出すること． 
② ⴠ成᳨ᰝを受けること． 
③ クレーࣥの᳨ᰝドを確ㄆすること． 
④ 設置ሗ࿌᭩㸦0.5㹲௨上㸱㹲未‶のクレーࣥ㸧をᥦ出すること． 
⑤ ᳨ᰝドを備࠼けておくこと． 
⑥ 定ᮇ自᳨ᰝ㸦᭶᳨ᰝࠊ年次᳨ᰝ㸧を行うこと． 
⑦ 法定のᛶ⬟᳨ᰝを行うこと． 

 
㸲．㸲 ⋢సᴗ 
㸦㸯㸧᧯作 

① クレーࣥの⋢け業務⪅㸦ྞり上げⲴ重㸯㹲௨上㸧は，⋢けᢏ⬟ㅮ習をಟしてい

ること． 
② クレーࣥの⋢け業務⪅㸦ྞり上げⲴ重㸯㹲未‶㸧は，⋢け≉ู教育ㅮ習をಟし

ていること． 
③ 不適᱁な࣡ࣟࣖーࣉを使用しないこと． 
④ 不適᱁なྞりチェーࣥを使用しないこと． 
⑤ 不適᱁なࣇック，シࣕックルを使用しないこと． 
⑥ 不適᱁な⧄⥔ࣟーࣉ等を使用しないこと． 
⑦ 作業㛤始๓の点᳨を行うこと． 
⑧ 保ㆤල㸦࣊ル࣓ット等㸧を╔用すること． 

㸦㸰㸧⋢用ලの安全係ᩘ 
① ⋢け用࣡ࣖーࣟーࣉの安全係ᩘを守ること． 
② ⋢け用ྞりチェーࣥの安全係ᩘを守ること． 
③ ⋢け用ࣇック，シࣕックルの安全係ᩘを守ること． 

⾲Ϩ．㸲．１ ⋢用ලの安全係ᩘ㸦厚生労働省編「⋢作業⪅ᚲ携」より㸧 
 㸴 ௨上 ࣉーࣟーࣖ࣡
チェーࣥ 
 

㸲 ௨上㸦一定の要௳を‶たすもの㸧ཪは 
㸳 ௨上 

 ック，シࣕックル 㸳 ௨上ࣇ
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 ➼⩦ᐇ㦂࣭ᐇࢻル࣮ࣇ．５

 
，スእでの実験・実習・ㄪᰝは多ᒱにわたっており，ᒇෆ実験とẚ㍑して活動⠊ᅖࣃࣥࣕ࢟ 

活動時㛫もまࡕまࡕである．したがって安全確保のためにᚲ要な注意事項や，不 事ែに対す

る対応策も多ᒱにわたる． 
 ここではᒇእ実験・実習・ㄪᰝ時の安全確保のために一⯡的に注意すべき事項について述べ

る．ᒇእ実験・実習・ㄪᰝ時の安全確保をල体的に実行するため，ୗ記に♧す一⯡的注意事項

や安全࣏ࣥトのࡳならず，実験・実習・ㄪᰝの㈐௵⪅は各自の研究・ㄪᰝ方法の実ែに༶し

たල体的な対応マニュアルを作成することがᚲ要である． 
 
５．１ ㈐௵者おࡧࡼ⿵ຓ者のᚰᵓ࠼ 

ձ ㈐௵⪅が直᥋活動にཧ加しない場ྜやᚲ要と定される場ྜには⿵ຓ⪅を設け，㈐௵⪅と

༠力して㔝እ活動の安全を確保する． 
ղ 実⪅全員の安全衛生および事故防止に㈐௵を㈇うことを自ぬする． 
ճ ᒣ・ᾏ・Ἑᕝなどᆅᙧや気象᮲௳等に応じて注意点やその対応方法は␗なるため，事๓ㄪ

ᰝを行い，活動を行うࣇールࢻの≉ᚩや危険ᛶ等について⇍▱しておく． 
մ 実⪅の安全を第一に⪃࠼た的確なุ断を行うために，気象やࣇールࢻの≧ἣについて

ᖖにሗ㞟を行い，実⪅の健康≧ែに気を㓄る． 
 
５．２ ᐇ者のᚰᵓ࠼ 

ձ ㈐௵⪅および⿵ຓ⪅のᣦ♧にᚑって活動を行う． 
ղ 活動の目的，ᣦ♧のෆᐜを理ゎし，自ら安全確保に努める． 
ճ 実⪅自㌟でも活動ෆᐜやࣇールࢻについて学習する． 
մ ᖖに࿘ᅖに気を㓄り，の実⪅の安全を確保するように努める． 
յ 体ㄪ管理に努め，Ỵして↓理をしない． 
 
５．３ ィ⏬⟇ᐃと‽ഛ 
ձ ᒇእ活動は気象やࣇールࢻの≧ែに大きくᙳ㡪を受けるため，活動ண定日時の気象ணሗ

やࣇールࢻの事๓ㄪᰝを基に，ෆᐜや時㛫ࠊ人員等に十分వ⿱をᣢったィ⏬を策定する． 
ղ ᆅ㟈やὠἼ，Ἑᕝのỏ℃など自然災害に㐼㐝することを定して対応出᮶るようにィ⏬・

日時をỴ定すること．事๓ㄪᰝを行い㏆のᆅᙧやᾏᢤ，災害時の⬺出ルートなどをᢕ

ᥱ・᳨ウする． 
ճ ᙜヱࣇールࢻでの活動に対して関係機関のチ可・ィ⏬のᥦ出等がᚲ要ྰ確ㄆする． 
մ 初心⪅のࡳで㔝እ活動を実するのは危険である．ᚲず⤒験⪅をྠ行さࡏる． 
յ ⥭急時の㐃⤡ඛと㐃⤡ᡭẁ，実の注意点などを᫂確にする． 
ն 定される事故や災害等への対応方法を実⪅に࿘▱し，事๓にカ⦎を行う． 
շ ィ⏬策定には実㝿に活動を行う実⪅のᢏ㔞をᫎさࡏる． 
ո 重機用や₯Ỉ活動を行う場ྜには㈨᱁取得がᚲ要となる．活動に㈨᱁取得がᚲ要ྰ

事๓に確ㄆし，ᚲ要であればィ⏬実๓にᢸᙜ⪅に取得さࡏる． 
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չ ．に応じた適ษな備を‽備するࢻールࣇ

պ ᑓ㛛▱識や備の使用方法については⤒験⪅に༠力をồめ，実⪅に十分ಟ得さࡏる．

ջ 実⪅を保険に加入さࡏること．ࣇールࢻや活動ෆᐜによって㏻ᖖの保険の対象እであ

る場ྜも多いため，適ษな保険をぢつける．

ռ 活動時には保険や健康保険ド，活動にᚲ要となる㈨᱁ドなどのしを全員にᣢཧさࡏる． 
ս 実⪅には携ᖏ電ヰやトࣛࣥシーࣂーなど㏻ಙ機器をᡤᣢさࡏる．㈐௵⪅や⿵ຓ⪅は⥭急

時に備࠼て↓線や衛ᫍ電ヰなど」ᩘの㏻ಙᡭẁを用意する．

վ 最ᑠ限のᩆ急用ලをᣢཧする．

５．㸲 㔝እάືᐇのὀពⅬ

�1�ᐇのุ᩿

実日やその๓日に௨ୗのような事実がุ᫂した場ྜはィ⏬のኚ᭦・中止を᳨ウする．

ձ ㈐௵⪅および⿵ຓ⪅はࢱࣥーࢿットやࣛ࢜ࢪ，テレࣅなどら気象に関するሗを活動

ᮇ㛫๓らᖖ時㞟し，その⤖ᯝ活動ᮇ㛫中のኳೃ不Ⰻがணされる場ྜ．

ղ 体ㄪがඃれない実⪅はཧ加さࡏないこと．人員のῶᑡによる活動へのᙳ㡪が大きいとண

される場ྜ．

ճ 実験器ලや備を確ㄆし，不備がぢつった場ྜ．

�2�ᆅᙧのᑐᛂ

ձ Ἑᕝやᾏᓊ等はⱏや⸴などによりりやすく，㌿ಽやⴠの危険がある．またᓴやഴᩳᆅ

では㌿ⴠ，ⴠ▼等に注意しなければならない．⤒験⪅に┦ㄯし，安全な備を整࠼ること．

㌿ಽやⴠ▼等に備࠼て最ప限࣊ル࣓ットはᖖ備する．

ղ ⲡᆅでは❑ᆅやட等がどㄆ出᮶ず，㌿ಽやⴠୗの危険がある．安全確ㄆを十分に行って

．ら活動する

ճ ᓴやᘓ物等の✺➃では㌑く，✺㢼によࢁめく，㊊場がᔂれる等によりⴠୗの危険がある．

安全࣋ルト等により安全を確保していない場ྜは⤯対に㏆࡙ない．

�3�Ẽ㇟おࡧࡼ⮬↛⅏ᐖのᑐᛂ

ձ 㔝እ活動中もࣛ࢜ࢪや携ᖏ電ヰ等をᖖ備して気象や自然災害に関するሗ㞟に努める

こと．Ἑᕝで㔝እ活動を行う場ྜはᒁᡤ的な㞵等による✺然のቑỈ・ỏ℃に注意しなけ

ればならない．ἙᕝのỈ㔞ኚ化やἙᕝ上ὶのኳೃにᖖに気を㓄り，Ἑᕝら⬺出するルー

トを確保しておく．

ղ ᘓ㐀物やᓴ，ഴᩳᆅではᆅ㟈や㞵などによるಽቯやⴠୗ物，ᅵ◁災害の可⬟ᛶがணさ

れる．ᆅ㟈や㞵に㐼㐝した場ྜはすぐに現場を㞳れ，安全な場ᡤに⛣動すること．

ճ ᆅ㟈に㐼㐝した場ྜには安全な場ᡤに⛣動するとともに，ὠἼのⓎ生についてሗ㞟を

行うこと．ὠἼのく᮶がணされる場ྜはᾏᢤが十分に高い場ᡤに急いで㑊㞴すること．

ᖖ日頃ら電ᰕに設置されているᾏᢤ⾲♧やὠἼ㑊㞴ᡤ，ὠἼ㑊㞴ࣅル等のᶆ識を日頃

ら意識・確ㄆしておく．

մ ᆅ㟈を感じなくても㐲㝸ὠἼがⓎ生している可⬟ᛶがあるため，ᾏᓊ㏆くで活動する場ྜ

はࣛ࢜ࢪや携ᖏ電ヰ等によりᖖにሗ㞟を行う．
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յ ྎ㢼ほ ・ྎ㢼時にㄪᰝを行う場ྜには規模や⤒㊰等のྎ㢼ሗをᖖに㞟すること．ᒇ

እでは㣕ᩓ物による人㌟⿕害を防止するため，࣊ル࣓ット等の防ලをᖖに╔用する． 
ն 㞾㞼をⓎぢした場ྜやⴠ㞾の危険がある場ྜは，㔠ᒓ㢮を㌟体ら㞳し，పいጼໃですぐ

に㌴ෆやᒇෆに㑊㞴する．ᮌの直ୗはⴠ㞾の危険が高いため⤯対に㑊㞴しない． 
 
 �4�༴㝤࣭᭷ᐖ≀᳜ື࡞のᑐᛂ 

活動ண定のࣇールࢻに生ᜥする危険・有害な動᳜物について事๓にㄪᰝᢕᥱし，その生ែ

や対処方法等を実⪅全員に࿘▱する．௨ୗのࢧトをཧ↷してࣈࣁやࣈࣁクࣛࢤ等の有ẘ生

物による⿕害に備࠼る． 
 
 
国ᅵ㏻省 ᕝの防災ሗ 
http://www.river.go.jp/ 
 
Ἀ⦖┴ ᾏᓊ防災ㄢ ὠἼࣁザーࢻマッࣉなど 
http://www.pref.okinawa.lg.jp/site/doboku/kaibo/index.html 
 
Ἀ⦖┴ ᾏᢤ⾲♧等に係るガࣥࣛࢻについて 
http://www.pref.okinawa.jp/site/chijiko/bosai/25820.html 
 
 
Ἀ⦖┴衛生環境研究ᡤ TEL㸸098-946-6710  
http://www.eikanken-okinawa.jp/ 
 
 等ࢤクࣛࣈࣁ，ࣈࣁ
Ἀ⦖┴薬務対策ㄢ TEL㸸098-866-2215 FAX㸸098-866-2241 
http://www.pref.okinawa.jp/site/fukushi/yakumu/index.html 
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㸴．学≀㉁の使⏝と管理 

㸴．１ はじめに～学≀㉁管理の㔜要ᛶ～ 

実験室では研究㐙行のため種々の化学物㉁が使用される．これらの化学物㉁はⓎ火，ᘬ火，

⇿Ⓨᛶの危険物であったり，あるいはẘ物・物であったり，また」ᩘの危険ᛶ・有害ᛶをව

ねῧ࠼ているものの多ᩘ▱られている．適ษな保管・管理や使用に㝿して注意をᛰると，火災㺃

⇿Ⓨ，中ẘ，火യ，ᡃ等をᘬき㉳こすことら，大学における化学物㉁の取扱いは，入ᡭ

らᗫᲠに⮳るまで」ᩘ法௧によりཝしく規制されている． 

 

 
ᅗϨ．㸴．１ 化学物㉁の危険ᛶ・有害ᛶ 

 

ここでは，化学物㉁管理や取扱いのルールとともに化学物㉁の保管や取扱い，保ㆤලやᒁᡤ

気置に関する注意を述べる． 

 

㸦㸯㸧化学物㉁は，取扱い⟠ᡤ㸦研究室㸧の㈐௵において化学物㉁安全ࢹーࢱシート㸦SDS :Safty 

Data Sheet㸧をཧ⪃として薬品の≉ᛶをᢕᥱし使用するとともに，安全に保管・管理し，

使用後は，訂ṇな処理を行う． 

 ձ 危険で有害な物㉁は，そのᙧ≧，≉に火災，⇿Ⓨ，中ẘの危険ᛶをᢕᥱして取り扱わねば

ならない． 

 ղ 危険物㉁は直ᑕ日ගを㑊け，෭ᡤに㈓ⶶし，␗種物㉁をΰྜしないようにし，火気や⇕※

 ．ら㝸㞳する

 ճ 有ẘ薬品及びこれをྵࡴᗫᲠ物の処理は，Ỉ㉁ở⃮や大気ởᰁをおこさないように㓄៖

する． 

㸦㸰㸧化学物㉁のᛶ㉁を㋃ま࠼，作業⪅が健康をᦆなうことなく，また事故のないよう対策を

ㅮじた上で使用する． 

 ձ 危険物を使用するときはできるだけᑡ㔞で行い，また未▱の物㉁についてはண備ヨ験を

するᚲ要がある． 

 ղ 危険な物㉁を使用する๓に災害の防ㆤᡭẁを⪃࠼，全の‽備をする．火災や⇿Ⓨのᜍ

れがある時はᾘ火器の‽備，防ㆤマスク，⪏⇕保ㆤ⾰，また中ẘのᜍれのある時はࢦムᡭ

⿄，防ẘマスク，防ẘ⾰等を╔ける． 
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㸦㸱㸧ẘ物，物，危険物その法規制薬品については，法で定められた管理をᚭᗏすること．

多㔞の危険物㉁を㈓ⶶするときは，法௧によってᡤ定の㈓ⶶᗜに㢮ูして㈓ⶶし，また

ẘ物，物は薬品Ჴに㘄して保管すること． 

㸦㸲㸧取扱いಶᡤ㸦研究室㸧の㈐௵⪅㸦化学物㉁取扱㈐௵⪅㸧は，自らが安全管理をᢸᙜする

ことはもࢁࡕん，研究室全体に対し安全管理の࿘▱ᚭᗏをᅗり，適ṇな管理がなされる

ように努めること．≉に危険な薬品の⣮ኻや┐㞴にあったときは事௳・事故の㉳こるᜍ

れがあるので化学物㉁取扱⪅୪びに部ᒁ長㸦化学物㉁管理㈐௵⪅㸧に届け出ること．

㸴．２ ⌰⌫学の学≀㉁管理యไ 

㸴．２．１ ⌰⌫学学≀㉁管理つ⛬ 

 琉球大学では，化学物㉁・高圧ガスの管理体制やルール，ᡭ⥆きなどを規定した「琉球大学

化学物㉁管理規⛬」が定められている㸦ᅗϨ．㸴．㸰㸧．国や┴，ᕷ⏫ᮧによる法律・᮲௧，そ

して化学物㉁管理規⛬で定めたルールはマニュアルの各ᡤに記載しているため，使用๓にᚲず

⇍ㄞすること．また使用・管理にᙜたり安全ᛶや法規制のヱᙜ≧ἣなどุ断に㏞ったことがあ

ればୗ記の┦ㄯ❆ཱྀまで㐃⤡すること． 

ᅗϨ．㸴．２ 琉球大学における化学物㉁管理体制 
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㸴．２．２ ▱ࡗておࡁࡃ法ᚊと࡞ᑐ㇟≀㉁ 

㸦㸯㸧ᾘ防法 

火災や⇿Ⓨを㉳こす「危険物」は，ᾘ防法で保管㔞・場ᡤ・取扱い方法が規制されている．

危険物の༊分と工学⣔研究㸦≉に機械，電気電子，ᅵᮌᘓ⠏，ᮦᩱ工学の分㔝㸧でよく使

用される物㉁のを⾲Ϩ．㸴．㸯に♧した．各༊分のヲ⣽は㸴．㸲．㸰㸦㸱㸧をཧ↷． 

 

⾲Ϩ．㸴．１ 工学部でよく使用される危険物の 

危険物の༊分 物㉁の 

第 1 㢮 㓟化ᛶᅛ体 クࣟム㓟ሷ，◪㓟ሷ， 

第 2 㢮 可⇞ᛶᅛ体 㔠ᒓ⢊，ᘬ火ᛶᅛ体 

第 3 㢮 自然Ⓨ火ᛶ物㉁及び⚗Ỉᛶ物㉁ Ỉ⣲化リチ࢘ムアル࣑ニ࢘ム 

第 4 㢮 ᘬ火ᛶᾮ体 ≉Ṧᘬ火物 ࢪエチルエーテル 

第 1 ▼Ἔ㢮㠀Ỉ⁐ᛶᾮ体 ガࢯリࣥ，トルエࣥ，㓑㓟エチル，ࣥࢧ࢟࣊ 

第 1 ▼Ἔ㢮Ỉ⁐ᛶᾮ体 アࢭトニトリル，アࢭトࣥ，テトࣛࣥࣛࣇࣟࢻࣄ 

アルࢥール㢮 エࣀࢱール，2-ࣀࣃࣟࣉール 

第 2 ▼Ἔ㢮㠀Ỉ⁐ᛶᾮ体 ⅉἜ，㍍Ἔ，࢟シレࣥ，ሬᩱ㢮 

第 2 ▼Ἔ㢮Ỉ⁐ᛶᾮ体 㓑㓟 

第 3 ▼Ἔ㢮㠀Ỉ⁐ᛶᾮ体 重Ἔ，クレࢯ࢜ート 

第 3 ▼Ἔ㢮Ỉ⁐ᛶᾮ体 ࢢリࢭリࣥ，エチレࣥࢢリࢥール 

第 4 㢮▼Ἔ㢮 ࣖࢠーἜ，シリࣥࢲーἜ，ࣥࣇࣛࣃ 

動᳜物Ἔ㢮 ⴠⰼ生Ἔ 

第 5 㢮 自ᕫ応ᛶ物㉁ ࣆクリࣥ㓟㸦2,4,6̺トリニトࣟࣇェࣀール㸧 

第 6 㢮 㓟化ᛶᾮ体 ◪㓟，㐣㓟化Ỉ⣲Ỉ，㐣ሷ⣲㓟 

 

㸦㸰㸧ẘ物及び物取⥾法㸦ẘ法㸧 

 実験で使用するとんどすべての化学物㉁は一定のẘᛶをᣢっている．その中でもẘᛶや่

⃭ᛶが高くᑡ㔞でもⴭしく㌟体を害する化学物㉁は，「ẘ物」または「物」としてẘ法によ

りཝしく規制されている．使用にᙜたっては目や⓶，྾器へのばく㟢を防ぐことはもࢁࡕ

んのこと，㘄保管や使用ᒚṔの記㘓などཝ重に管理しなければならない．安全上の࣏ࣥト

は本❶の後༙でヲしくㄝ᫂する． 

 

⾲Ϩ．㸴．２ 工学部でよく使用されるẘ物・物の 

 ≉ᚩ 物㉁の 

ẘ物 ༙ᩘ⮴Ṛ㔞 LD50がᴟめてపい 

㸦成人⏨ᛶの場ྜおよそ 3 g ௨ୗ㸧 

Ỉ㖟，ࣇッ化Ỉ⣲㓟，アࢪ化ࢼトリ࢘ム 

物 ༙ᩘ⮴Ṛ㔞 LD50がపく，่⃭ᛶ・⭉

㣗ᛶが高い 

◲㓟，ሷ㓟，◪㓟，Ỉ㓟化ࢼトリ࢘ム，Ỉ㓟化࢝リ࢘

ム，㐣㓟化Ỉ⣲，㓟化クࣟム(IV)(↓Ỉクࣟム)，アࢭト

ニトリル，クࣟࣟ࣍ルム，トルエࣥ，࢟シレࣥ 
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㸦㸱㸧労働安全衛生法㸦安衛法㸧 

  労働災害防止と安全・健康の確保のため，この法律でも危険ᛶ・有害ᛶの化学物㉁の取扱

いが規制されている．≉に㏆年は健康障害防止に関する化学物㉁の規制がẁ㝵的にᙉ化さ

れている．リスクアࢭス࣓ࣥトの実とᒁᡤ気置や保ㆤලを活用して有ẘ物㉁のばく

㟢を防止することが重要である．有機⁐と≉定化学物㉁の安全上の࣏ࣥトは≉に重要

なので，本❶の後༙でヲしくㄝ᫂する． 

 

⾲Ϩ．㸴．３ 安衛法による危険物及び有害物に関する規制の 

〇㐀等⚗止物㉁ ྵࣥࢮࣥ࣋有ࢦムのり，ࣥࢪࢪࣥ࣋，▼⥥ྵ有物等 10 物㉁ 

〇㐀チ可対象物㉁ ࢪクࣟࣟࣥࢮࣥ࣋，PCB，ǂ-ࣇࢼチルア࣑ࣥ等 7 物㉁ 

ྡ⛠⾲♧・SDS ⩏務物

㉁ 

GHS にᚑった危険ᛶ・有害ᛶの⾲♧，SDS ，リスクアࢭス࣓ࣥ

ト実についてそれࡒれ⩏務㸦安衛法行௧ู⾲第㸧 

有害ᛶのㄪᰝの ᪂規・᪤Ꮡ化学物㉁の有害ᛶㄪᰝと健康障害 

化学物㉁に関する 

安全管理 

ᅄアル࢟ル㖄中ẘ，有機⁐中ẘ，㖄中ẘ，≉定化学物㉁障害，㓟⣲

欠ஈなど，⢊じん障害，▼⥥障害 

 

㸦㸲㸧化学物㉁出ᢕᥱ管理ಁ㐍法㸦化管法，3575 法㸧 

  化学物㉁を使用する工場などの事業ᡤら出される化学物㉁がどれど工場እや環境

に出されたをᢕᥱすることにより，事業⪅による化学物㉁の自的な管理の改ၿをಁ

㐍し，環境保全上のᨭ障を未然に防止することを目的に制定された．大学や研究ᡤもこの

法律にヱᙜする．琉球大学では化学物㉁管理システム CRIS にてヱᙜ物㉁の㞟ィ・管理を

行っているので，研究室で化学物㉁を入ᡭ・使用・ᗫᲠした時は，ᚲず CRIS でⓏ㘓管理

すること． 

 

㸦㸳㸧Ỉ㉁ở⃮防止法・ୗỈ㐨法 

  実験室らのỈは環境ởᰁの防止のためỈ㉁ở⃮防止法とୗỈ㐨法により規制されて

いる．実験室ら出たᗫᾮをỈ⁁やᒇእにᢞᲠするとᾏやᕝをởᰁさࡏるだけでなく法

律によりཝしく⨩ࡏられるため，研究基┙ࢱࣥࢭーへᗫᾮ処理を౫㢗して安全にᗫᲠする

こと． 

 

㸦㸴㸧火薬㢮取⥾法 

  火薬㢮の〇㐀，㈍，㈓ⶶ，㐠ᦙ，ᾘ㈝，その取扱いの規制は火薬㢮取⥾法で規制され

ている．火薬㢮を扱う実験を᳨ウする㝿は，火薬㢮取⥾法第 2 ᮲の定⩏を⇍ㄞのう࠼ᚲ要

なチ可⏦ㄳや安全対策を行うこと． 

  

㸦㸵㸧高圧ガス保安法 

  高圧ガスは高圧ガス保安法により規制されている．㠀ᖖに高い圧力㸦࠼ば大気圧の⣙ 150

ಸ㸧で高圧ガスᐜ器㸦࣋ࣥ࣎㸧にᑒ入されており，࣋ࣥ࣎の◚やガスの₃࠼いにより重

大な事故をᘬき㉳こすᜍれがある．ヲ⣽は第 3 ❶をཧ↷． 
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㸴．２．３ 学≀㉁管理システム CRIS 学≀㉁管理ࡓい⏝ࢆ

㸦㸯㸧化学物㉁管理システム CRIS とは

化学物㉁は様々な法律に基࡙き規制され，保管場ᡤや㔞，୪びに入ᡭ・使用・ᗫᲠの規制

など，これら法律のヱᙜ≧ἣを全体的にᢕᥱするのは㠀ᖖに㞴しい．法律に基࡙いて「い

つ・どこで・ㄡが・ఱを・ఱの目的」で化学物㉁を保管・使用しているの，一㐃の管理

をᨭするため，本学では化学物㉁管理システム CRIS㸦クリス㸧をᑟ入している．化学

物㉁を取扱い・管理する教職員は研究室・ࢢルーࣉ༢で ID㸦研究室管理⪅ ID㸧を取得

し，化学物㉁をⓏ㘓管理することが「琉球大学化学物㉁管理規⛬」で定められている．ᚑ

って ID の取得や化学物㉁のⓏ㘓，使用記㘓などの₃れがないよう，ṇしく使用すること． 

化学物㉁管理システム CRIS ࣟ࣌ࣥࢢーࢪ㸦学ෆᑓ用㸧 

https://yakuhin.lab.u-ryukyu.ac.jp/cris_v2_0/login.aspx 

CRIS は学ෆ LAN で᥋⥆された PC であれば，Web  ザを㏻して用可࢘ࣛࣈ

㸦㸰㸧CRIS のⓏ㘓管理対象

化学物㉁管理システムへⓏ㘓が⩏務けられている物㉁はᅗϨ．㸴．㸱に♧す．

ᅗϨ．㸴．３ CRIS Ⓩ㘓対象の化学物㉁㸦ᬻ定㸧

工学部においては，⇞ᩱ，ษ๐Ἔ，㔠ᒓ・ᶞ⬡ᮦᩱなどの CRIS Ⓩ㘓管理は研究室の㈐௵

⪅㸦化学物㉁取扱㈐௵⪅㸧に一௵している．ししこれら物㉁が一定の危険ᛶ・有害ᛶを

有していることはኚわりないので，ᛶ㉁や安全ᛶをⰋくㄪᰝして管理すること．

なお，高圧ガス࣋ࣥ࣎も CRIS のⓏ㘓管理対象となっている．ヲしくは第 3 ❶の「㸱．㸯．

㸱 化学物㉁管理システムを用いた高圧ガス࣋ࣥ࣎の管理」をཧ↷． 

㸦㸱㸧CRIS の用㛤始ᡭ⥆き

化学物㉁を取扱う⪅は CRIS の ID を取得してシステムを用しなければならない．CRIS

の ID は 2 種㢮Ꮡᅾし，それࡒれ入ᡭ方法が␗なるので注意する．

ձ研究室管理⪅ ID

研究室管理⪅とは研究室等で CRIS の㐠用・管理を行うシステムୡヰ人のこと．研究室の

教職員の中ら 1 ྡ㑅出する．
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ղ一⯡ࣘーザー,' 

研究室管理⪅௨እの CRIS 用⪅を一⯡ࣘーザーといい，学生，研究員，研究室管理⪅௨

እの教職員はこの ID を使用する．一⯡ࣘーザーID は研究室管理⪅ら直᥋Ⓨ行できる． 

 

ᅗϨ．㸴．㸲 CRIS ID 取得のὶれ 

 

㸦㸲㸧機関ら㉱௵して本学で今後化学物㉁を使用した研究をண定している場ྜ 

ᚲずୗ記のᡭ⥆きを行なうこと． 

ձ 工学部長ら「化学物㉁取扱㈐௵⪅」の㑅௵を受けること．  

ղ CRIS の研究室管理⪅ ID を取得すること． 

CRIS 研究室管理⪅ ID ⏦ㄳᡭ⥆き: http://irc1.lab.u-ryukyu.ac.jp/?page_id=591 

㸺᪤Ꮡの研究室に╔௵した場ྜ㸼 

ᙜヱ研究室が研究室管理⪅ ID を取得している確ㄆする．未取得の場ྜはᡤᒓ教職員の

中ら⏦ㄳ⪅をỴめて取得のᡭ⥆きを行う． 

取得῭ࡳの場ྜは，研究室管理⪅の子 ID㸦一⯡ࣘーザーID㸧をⓎ行してもらう． 

ճ ๓௵のᡤᒓ機関等ら本学に実験用のヨ薬㢮，高圧ガスをᣢࡕ㎸ࡴときは，法規制のヱᙜ

≧ἣを確ㄆすること．一部の物㉁は↓チ可での使用が⚗止されているため，ᣢࡕ㎸ࡴ๓に

ᚲず工学部事務または研究基┙ࢱࣥࢭーまで┦ㄯすること． 

ẘ物や⇿Ⓨᛶ物㉁など㠀ᖖに危険ᛶ・有害ᛶの高い物㉁を扱う実験は，研究室で各自作業

マニュアル㸦ᶆ‽ᡭ㡰᭩，SOP㸧を作ることがᮃましい． 

 

㸦㸳㸧CRIS のな機⬟と᧯作マニュアル 

  CRIS のな機⬟はୗ記のとおりとなる．ල体的な᧯作方法は研究基┙ࢱࣥࢭー࣍ーム࣌

ーࢪに Step-by-Step マニュアルを多ᩘ掲載しているため，ᚲ要に応じてཧ↷すること． 

ձ 

化学物㉁を CRIS にⓏ㘓する㸦入ᗜ㸧 㸴．㸱．㸰ཧ↷ 

http://w3.u-ryukyu.ac.jp/yakuhin/gakunaidocs/manual/kantanguide2.pdf 

ղ 

化学物㉁の使用ᒚṔを記㘓する㸦出ᗜ㸧 㸴．㸳．㸲ཧ↷ 

http://w3.u-ryukyu.ac.jp/yakuhin/gakunaidocs/manual/kantanguide5.pdf 

ճ 

高圧ガス࣋ࣥ࣎ᅾᗜ一ぴ 㸱．㸯．㸱ཧ↷ 

http://w3.u-ryukyu.ac.jp/yakuhin/gakunaidocs/manual/kantanguide7.pdf 

その CRIS マニュアルは研究基┙ࢱࣥࢭー࣍ーム࣌ーࢪཧ↷ 

http://irc1.lab.u-ryukyu.ac.jp/?page_id=668 
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ᅗϨ．㸴．５ CRIS のな機⬟ 

 

㸴．３ 学≀㉁の๓ㄪᰝとධᡭ 

㸴．３．１ ๓ㄪᰝ 

㸦㸯㸧GHS とシࣥ࣎ルマーク 

「化学品の分㢮及び⾲♧に関するୡ⏺ㄪシステム」㸦The Globally Harmonized System of 

Classification and Labelling of Chemicals㸸GHS㸧は 2003 年 7 ᭶に国㐃່࿌として᥇ᢥさ

れたもので，2015 年に最᪂版が出版された． 

GHS は化学品の危険有害ᛶをୡ⏺的に⤫一された一定の基‽にᚑって分㢮し，⤮⾲♧㸦GHS

シࣥ࣎ルマーク㸧等を用いて分りやすく⾲♧し，その⤖ᯝをࣛ࣋ルや SDS㸦Safety Data 

Sheet㸸安全ࢹーࢱシート㸧にᫎさࡏ，災害防止及び人の健康や環境の保ㆤにᙺ立てよう

とするものである．GHS シࣥ࣎ルマークの概要をᅗϨ．㸴．㸴に♧した． 
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ᅗϨ．㸴．㸴 GHS シࣥ࣎ルマークの概要

GHS は日本工業規᱁としても定められており，㏆年㈍されたヨ薬や化学〇品のうࡕ一定

の危険有害ᛶが᫂らな物㉁は，法律上⾲♧が⩏務けられている㸦JIS Z 7252「GHS に基

࡙く化学物㉁等の分㢮方法」㸧．ᚑって，ヨ薬ࣛ࣋ルのシࣥ࣎ルマークを確ㄆするだけで危険有

害ᛶやᚲ要な対策の概要をᢕᥱすることができる．研究室にあるなヨ薬㢮は各自シࣥ࣎ルマ

ークの概要を確ㄆすること．なおྂいヨ薬は GHS シࣥ࣎ルマークの適用がなされていないた

め，後述の SDS などでㄪべること． 

ᅗϨ．㸴．㸵 ヨ薬ࣛ࣋ルのぢ本と GHS シࣥ࣎ルマーク
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㸦㸰㸧SDS 

ձSDS とは 

SDS とは，「化学物㉁安全ࢹーࢱシート㸦Safety Data Sheet㸧」のことで，つては MSDS

とばれていた．人及び環境に対する有害ᛶやᘬ火・⇿Ⓨ生などのᛶ㉁，取扱上の注意，ᭀ

㟢防止，⥭急時の措置，ᗫᲠ上の注意などに関するሗが記載されたㄝ᫂᭩となっている． 

有害ᛶ・危険ᛶが᫂らな化学〇品を〇㐀・㈍・㍺入する⪅に対して作成・が法律で

⩏務けられている1．ᚑって実験室でⰋく扱われる有害ᛶ・危険ᛶの高い化学物㉁はࡰ確

実に SDS があると⪃࠼，取扱いの๓に SDS を入ᡭし目を㏻すこと．  

 

 

ᅗϨ．㸴．㸶 SDS の概要とㄞ࣏ࣥࡴト 

 

ղSDS の入ᡭ方法 

SDS は，多くの࣓ー࢝ーにて࣍ーム࣌ーࢪ上で✚ᴟ的にබ㛤されている．࣍ーム࣌ーࢪ上に

බ㛤されていないものは，〇㐀・⣡品業⪅にㄳồすれば入ᡭすることができる．⣧物㉁の SDS

は࣓ー࢝ーごとでෆᐜの㐪いは多くないが，ΰྜ物についてはᚲず各࣓ー࢝ー作成のものを

入ᡭし⇍ㄞすること．  

 

                                                   

1  ල体的にはẘ物及び物㸦ẘ物及び物取⥾法㸧，ྡ⛠⾲♧・㏻▱⩏務物㉁㸦労働安全衛

生法第 57 ᮲の 2 にヱᙜするもの㸧，PRTR ᣦ定化学物㉁㸦化学物㉁管理ಁ㐍法，化管法㸧に

ヱᙜするもの 
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[1] 〇㐀・㈍業⪅の࣍ーム࣌ーࢪら入ᡭ㸦おすすめ㸧 

リࣥク㞟 URL㸸http://irc1.lab.u-ryukyu.ac.jp/?page_id=708 

[2] 日本ヨ薬༠会࣍ーム࣌ーࢪら入ᡭ 

URL㸸http://www.j-shiyaku.or.jp/Sds 

[3] 薬品⣡入業⪅を㏻して直᥋入ᡭ 

[4] ᳨⣴エࣥࣥࢪで直᥋᳨⣴して入ᡭ 

[5] ྠ一物㉁の厚生労働省 SDS  ࡴルをㄞࢹࣔ

ͤ〇㐀・㈍業⪅ྥけのཧ⪃ሗ 

URL㸸 http://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pg/GHS_MSD_LST2.aspx 

 

㸦㸱㸧リスクアࢭス࣓ࣥト 

 化学物㉁による健康上，または火災⇿Ⓨのリスクは，その物㉁のᛶ㉁だけでなく実験᮲௳㸦使

用㔞，時㛫，使用環境㸧，保ㆤලの有↓などに大きく作用される㸦ᅗϨ．㸴．㸷ཧ↷㸧． 

労働安全衛生法が改ṇされ，化学物㉁を取扱う㝿の「リスクアࢭス࣓ࣥト」が⩏務化され，

本学でも実方㔪が定められた．そのᡭ⥆きをᅗϨ．㸴．㸯㸮に♧した．初めて扱う化学物

㉁は，๓述の SDS で危険ᛶ・有害ᛶをᢕᥱしたのࡕ，リスクアࢭス࣓ࣥトࢶールを用いて

リスクの⛬ᗘをᢕᥱしたのࡕ，適ษな対策を実すること． 

 

㸺᥎ዡするリスクアࢭス࣓ࣥトࢶール㸼 

⚟大学工学部ᢏ⾡部作成・බ㛤 

http://roukan2.ad.u-fukui.ac.jp/risk_assessment_new/RA_system.php?type=site0 

中ኸ労働災害防止会のᡭ法に‽ᣐしたࢶール 

 

その使用方法などは研究基┙ࢱࣥࢭー࣍ーム࣌ーࢪཧ↷すること． 
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ᅗϨ．㸴．１㸮 リスクアࢭス࣓ࣥトの⪃࠼方と概要 

ᅗϨ．㸴．㸷 

健康障害のリスクの⪃࠼方 
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ᅗϨ．㸴．１１ リスクアࢭス࣓ࣥトࢶールの㸦⚟大学工学部ᢏ⾡部作成㸧 

 

㸦㸲㸧その有用なࢹー࣋ࢱース 

ձ 環境省 化学物㉁ሗ᳨⣴システム http://www.chemicoco.go.jp/ 㸦おすすめ㸧 

化学物㉁のྡ๓をඖに，ಙ㢗できるࢹー࣋ࢱースに掲載されているሗに直᥋リࣥク

する，化学物㉁の᳨⣴をᨭするࢧト．「化学物㉁のྡ๓の記᠈が᭕」，あるいは「ྡ

๓を部分的にしぬ࠼てない」という場ྜでも，化学物㉁のᑓ㛛的な▱識がなくても᳨

⣴できる． 

ղ 〇品ホ౯ᢏ⾡基┙機ᵓ㸦NITE㸧化学物㉁⥲ྜሗᥦ౪システム 

http://www.nite.go.jp/chem/chrip/chrip_search/systemTop 

ճ 国立་薬品㣗品衛生研究ᡤ http://www.nihs.go.jp/ICSC/  

⣙ 1700 物㉁の国㝿化学物㉁安全ᛶ࢝ーࢻの日本ㄒ版が載されており，定ᮇ的に㏣加

される． 

 

㸴．３．２ ⸆ရࢆධᡭࡍる 

㸦㸯㸧入ᡭにおける法規制 

  大学において化学物㉁は基本的に教育・研究目的でのࡳ使用がチ可されており，≉に危険

ᛶ・有害ᛶの高いものは入ᡭや保管は法律でཝしく規制されている．ᚲ要௨上に化学物㉁

を大㔞に㉎入・保管しないことをᖖに心がける． 

 

㸦㸰㸧CRIS Ⓩ㘓㸦入ᗜⓏ㘓㸧 

  薬品を入ᡭしたらただࡕに CRIS にⓏ㘓㸦CRIS では「入ᗜ」とࡪ㸧すること．᧯作方

法やⓏ㘓のルールは研究基┙ࢱࣥࢭーHP 掲載のマニュアルをཧ↷のこと． 
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ᅗϨ．㸴．１２ 入ᗜⓏ㘓のὶれ 

 

安全上の࣏ࣥト 

x 危険な化学物㉁㸦危険物，有機⁐，≉定化学物㉁，ẘ物，物など㸧は，チ可された

場ᡤ௨እ，教育・研究目的௨እで使用してはいけない．≉ูな注意をᡶって取扱うこ

と． 

x ẘᛶ，可⇞ᛶ，⇿Ⓨᛶなど≉に危険ᛶの高い物㉁は，実験のィ⏬のẁ㝵ら௦᭰物㉁

について十分᳨ウし，危険ᛶの高い物㉁の使用を㑊ける努力をする． 

x ᚲ要௨上に多㔞の化学物㉁を㉎入，または保管しないこと． 

x 研究室で使用する全ての実験用ヨ薬は基本的に化学物㉁管理システム CRIS でⓏ㘓管

理しなくてはいけない． 

x GHS 対応ࣛ࣋ルをㄞࡴことで⡆༢に化学物㉁の有害ᛶ・危険ᛶを▱ることができる． 

x 使用する化学物㉁の SDS のࣇルを実験室にᖖ備して置き，取り扱い方法，応急処

置方法を日頃らᢕᥱしておくこと． 

㸴．㸲 学≀㉁のಖ管 

㸴．㸲．１ 全⯡的࡞ὀព 

 保管場ᡤに関する注意は௨ୗのとおり． 

ձ 化学物㉁のヨ薬の┐㞴・⣮ኻを防止のため，実験室はこまめに㘽をける．そして㘽は

研究室でỴめられたルールを守り管理する． 

ղ ࢠ࢝がけられた保管場ᡤのヨ薬は，ᖖに「㛢」㸦㘄㸧する．㸦≉にẘ物保管ᗜ・危

険物ᗜ㸧 

ճ 薬品を保管した෭ⶶᗜに㣧㣗物保管⚗止． 

保管ᐜ器に関する注意は௨ୗのとおりとする． 

մ 㣧㣗用のᐜ器に，ヨ薬を入れて保Ꮡしない．≉にẘ物・物を㣧㣗物のᐜ器に保管する

ことはẘ法で⚗止されている． 

յ ྜ成，ᑠ分け，ㄪしたヨ薬，ヨᩱはᚲずࣛ࣋ルを㈞る．ࣛ࣋ルががれていない，

ຎ化してㄞࡳにくくなっていない定ᮇ的にチェックする． 

 いࡊという時のために，保管場ᡤのᲴの㌿ಽ防止対策も㡰次㐍める㸦ᅗϨ．㸴．㸯㸱㸧． 
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ն ᡬ，ガࣛスᡞ，ⴠୗ防止ࣂーでⴠୗ・◚ᦆ防止

շ 㛫仕ษり⟽・トレーで分㞳し，₃࠼い時のᣑᩓやΰྜを防止

ᅗϨ．㸴．１３ ㌿ಽⴠୗ防止対策 

㸴．㸲．２ 要ὀព≀㉁のಖ管方法 

ẘ物・物は「ẘ物及び物取⥾法」，危険物は「ᾘ防法」で，それࡒれ保管方法が定められ

ているため，௨ୗの方法で保管すること．  

㸦㸯㸧ẘ物

ձ 「་薬用እẘ物」の⾲♧のある，㡹で㘄可⬟な場ᡤに保管する．この時，一⯡ヨ

薬と分けて保管すること．

ղ CRIS にてⓏ㘓管理し，使用後は使用㔞，ṧ㔞を記入する． ヲしくは㸴．㸳．㸲ཧ↷

㸦㸰㸧物

ձ 「་薬用እ物」の⾲♧のある，㡹で㘄可⬟な場ᡤに保管し㸦ガࣛスᡬのࣅࣕ࢟

．てはならないࡏットは不適㸧，一⯡ヨ薬とΰᅾさࢿ

ղ 使用上，ᑡ㔞ᐜ器等へᑠ分けした場ྜは，そのᐜ器にも「་薬用እ物」の⾲♧を㈞

し，ྠ様の保管をすること．

ճ CRIS にてⓏ㘓管理し，使用後は使用㔞，ṧ㔞を記入する． ヲしくは㸴．㸳．㸲ཧ↷

ᅗϨ．㸴．１㸲 ẘ物の管理の࣏ࣥト 
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㸦㸱㸧危険物

ձ ᾘ防法における危険物の分㢮とᛶ㉁・取扱法について⾲Ϩ．㸴．㸲に♧す．

⾲Ϩ．㸴．㸲 ᾘ防法における危険物の分㢮�とᛶ㉁・取扱法 

㢮

ู 

分

㢮 
品目ྡ ᛶ㉁ 

ᣦ定ᩘ

㔞 
ඹ㏻するᛶ㉁ ㈓ⶶ取扱法 

第

一

㢮 

㓟

化

ᛶ

ᅛ

体 

ձ ሷ⣲㓟ሷ㢮

ղ 㐣ሷ⣲㓟ሷ㢮

ճ ↓機㐣㓟化物

մ ளሷ⣲㓟ሷ㢮

յ ⮯⣲㓟ሷ㢮

ն ◪㓟ሷ㢮

շ ⣲㓟ሷ㢮࢘ࣚ

ո 㐣マࣥガࣥ㓟ሷ

㢮

չ 重クࣟム㓟ሷ㢮

պ そのᨻ௧で定

めるもの

ջ ๓各ྕに掲げる

もののいずれ

をྵ有するもの

第一種㓟化ᛶ

ᅛ体 
50kg 

・ ᙉい㓟化力をᣢつ

・ 加⇕，⾪ᧁ，ᦶ᧿等

で分ゎし㓟⣲をᨺ

出する

・ ₻ゎᛶがあるもの

があり，⣬やᕸに

しࡳこࡴ

・ Ỉに⁐けその㝿に

Ⓨ⇕するものがあ

る

・ ᙉ㓟㢮と᥋ゐさ

ないࡏ

・ 可⇞物とともの

㈓ⶶやΰ載はし

ない

・ 加⇕，⾪ᧁ，ᦶ᧿

を㑊ける

・ ᐜ器の◚ᦆによ

る㟢出を㑊ける

・ 直ᑕ日ගを㑊

け，ႏ㉳のよい

෭ᬯᡤに保Ꮡす

る

・ ₻ゎᛶのものは

Ỉ分�‵気ら

㐲ࡊける

第種㓟化ᛶ

ᅛ体 
300kg 

第୕種㓟化ᛶ

ᅛ体 
1,000k

g 

第



㢮 

可

⇞

ᛶ

ᅛ

体 

ձ ◲化りん

ղ ㉥りん

ճ ◲㯤

100kg 

・ ✵気中でᚎ々に㓟

化する

・ 㓟化時にⓎ⇕し，

自然Ⓨ火すること

がある

・ ẚ㍑的ప で╔火

しやすい

・ ⇞↝すると⇞↝㏿

ᗘが㏿い

・ Ỉには⁐けない

・ 㓟化，✵気と

の᥋ゐを㑊ける

・ 第一㢮危険物と

のΰ載を㑊ける

・ ⅖や火ⰼ等の高

 体との᥋ゐを

㑊ける

・ ᦶ᧿�⾪ᧁを㑊

ける

・ 㕲⢊，㔠ᒓ⢊は

Ỉと᥋ゐさࡏな

い

մ 㕲⢊ 500kg 

յ 㔠ᒓ⢊

ն マࢿࢢシ࢘ム

շ そのᨻ௧で定

めるもの

第一種可⇞ᛶ

ᅛ体 
100kg 

ո ๓各ྕに掲げる

もののいずれ

をྵ有するもの

第種可⇞ᛶ

ᅛ体 
500kg 

չ ᘬ火ᛶᅛ体 1000kg 

第

୕

㢮 

自

然

Ⓨ

火

ᛶ

物

㉁

及

び

⚗

Ỉ

ᛶ

物

㉁ 

ձ ム࢘リ࢝

ղ ム࢘トリࢼ

ճ アル࢟ルアル࣑

ニ࢘ム

մ アル࢟ルリチ࢘

ム

10kg 

・ Ỉと⃭しく応し

てⓎ⇕する

・ Ỉと応して可⇞

ᛶの気体をⓎ生す

る

・ ✵気との᥋ゐで自

然Ⓨ火するものが

ある

・ ⚗Ỉᛶ物㉁はỈ

分，‵気との᥋

ゐを㑊ける

・ 自然Ⓨ火ᛶ物㉁

は，⅖，火ⰼ，✵

気を㑊ける

・ アルࣥࢦ等の不

活ᛶガスをᑒ入

して㈓ⶶする

・ 保ㆤᾮ中で保Ꮡ

する㝿は保ㆤᾮ

ら㟢出しない

ようにする

・ ᑠ分けにして保

Ꮡする

յ 㯤りん 20kg 

ն ア ル ࢝ リ 㔠 ᒓ

㸦࢝リ࢘ム及び

ムを㝖࢘トリࢼ

く㸧及びアル࢝

リᅵ㢮㔠ᒓ

շ 有機㔠ᒓ化ྜ物

㸦アル࢟ルアル

ム及びア࢘ニ࣑

ル࢟ルリチ࢘ム

を㝖く

第一種自然Ⓨ

火ᛶ物㉁及び

⚗Ỉᛶ物㉁ 

10kg 

2 危険物の分㢮はᛶ≧確ㄆヨ験の⤖ᯝによりỴめられるためࠊṇ確なሗは各〇品の SDS で確ㄆすること。 
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㢮

ู 

分

㢮 
品目ྡ ᛶ㉁ 

ᣦ定ᩘ

㔞 
ඹ㏻するᛶ㉁ ㈓ⶶ取扱法 

ո 㔠ᒓのỈ㓟化物 

չ 㔠ᒓのリࣥ化物 

պ ࢝ルシ࢘ムまた

はアル࣑ニ࢘ム

のⅣ化物 

第種自然Ⓨ

火ᛶ物㉁及び

⚗Ỉᛶ物㉁ 

50kg 

第

୕

㢮

⥆

き 

 ջ そのᨻ௧で定

めるもの 

ռ ๓各ྕに掲げる

もののఱれを

ྵ有するもの 

第୕種自然Ⓨ

火ᛶ物㉁及び

⚗Ỉᛶ物㉁ 

300kg 

  

第

ᅄ

㢮 

ᘬ

火

ᛶ

ᾮ

体 

ձ ≉Ṧᘬ火物  50L 

・ すべてᾮ体である 

・ ᴟめてᘬ火し᫆い 

・ Ỉより㍍く，Ỉに

⁐けない物が多い 

・ 気は✵気より重

い 

・ 気の⇞↝⠊ᅖが

ᗈく，✵気とのΰ

ྜで⇞↝，⇿Ⓨを

㉳こす 

・ 電気の不Ⰻᑟ体の

ため㟼電気がたま

り᫆く，㟼電気に

よるᘬ火を㉳こす 

・ 火気ཝ⚗ 

・ ᘬ火点よりపい

 ᗘに保 

・ ㏻㢼ႏ㉳をよく

する 

・ 第一㢮，第㢮

の危険物ら㞳

す 

・ እ部への₃出防

止策をㅮじる 

・ 気をእ部へも

らさない 

・ ⃭しいᨩᢾや㏿

いὶ㏿を㑊けて

㟼電気を防止す

る 

・ ⇕⭾ᙇによるᐜ

器◚ᦆを㑊ける

ため，ᐜ器は‶

ᮼにしない 

ղ 第一▼Ἔ㢮 
㠀Ỉ⁐ᛶᾮ体

Ỉ⁐ᛶᾮ体 
200L 

400L 

ճ アルࢥール㢮  400L 

մ 第▼Ἔ㢮 
㠀Ỉ⁐ᛶᾮ体

Ỉ⁐ᛶᾮ体 
1000L 

2000L 

յ 第୕▼Ἔ㢮 
㠀Ỉ⁐ᛶᾮ体

Ỉ⁐ᛶᾮ体 
2000L 

4000L 

ն 第ᅄ▼Ἔ㢮  6000L 

շ 動᳜物Ἔ㢮  10000L 

第



㢮 

自

ᕫ



応

ᛶ

物

㉁ 

ձ 有機㐣㓟化物 

ղ ◪㓟エステル㢮 

ճ ニトࣟ化ྜ物 

մ ニトࣟࢯ化ྜ物 

յ アࢰ化ྜ物 

ն ࢪアࢯ化ྜ物 

第一種自ᕫ

応ᛶ物㉁ 
10kg 

・ 加⇕，⾪ᧁ，ᦶ᧿に

より⃭しく⇿Ⓨす

る 

・ ᐜ᫆に╔火する 

・ ⇞↝㏿ᗘがᴟめて

㏿い 

・ 長ᮇ㛫㓟化される

と⇕分ゎし自然Ⓨ

火する 

・ 㓟⣲をྵ有してい

るものがある 

・ 加⇕，⾪ᧁ，ᦶ᧿

を㑊ける 

・ 可⇞物ら㞳す 

・ の薬品と᥋ゐ

さࡏない 

・ ෭ᬯᡤに保Ꮡす

る 

・ 室 ，‵気，㏻㢼

に注意する 

・ ᐜ器が◚ᦆしな

いようにする 

շ ࣥࢪࣛࢻࣄのㄏ

ᑟ体 

ո ࢟ࣟࣄシルア࣑

ࣥ 

չ ࢟ࣟࣄシルア࣑

ࣥሷ㢮 

պ そののᨻ௧で

定めるもの 

ջ ๓各ྕに掲げる

もののいずれ

をྵ有するもの 

第種自ᕫ

応ᛶ物㉁ 

 

100kg 

第

භ

㢮 

㓟

化

ᛶ

ᾮ

体 

ձ 㐣ሷ⣲㓟 

ղ 㐣㓟化Ỉ⣲ 

ճ ◪㓟 

մ そののᨻ௧で

定めるもの 

 

300kg 

・ ᾮ体でᙉい㓟化力

をᣢつ 

・ 可⇞物に᥋ゐする

とⓎ火さࡏる 

・ Ỉと᥋ゐするとⓎ

・ の可⇞物，㔠

ᒓら㞳す 

・ ㈓ⶶにはガࣛス

ᙇりのᐜ器を用

いる 
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㢮

ู 

分

㢮 
品目ྡ ᛶ㉁ 

ᣦ定ᩘ

㔞 
ඹ㏻するᛶ㉁ ㈓ⶶ取扱法 

յ ๓ྕに掲げるも

ののいずれを

ྵ有するもの 

⇕する 

・ 㔠ᒓと⃭しく応

Ⓨ⇕する 

・ 人体に᥋ゐさࡏ

ない 

・ 取扱には保ㆤල

を使用する 

・ Ỉ分や‵気に注

意する 

 

ղ 研究室ごとに，ᾘ防法で定められたᣦ定ᩘ㔞を 0.2 ಸ未‶㸦┴᮲により規制㸧とし

なければならない．㸦㸨ᣦ定ᩘ㔞とそのィ⟬方法については項ᮎに記す㸧 

ճ 㢮が␗なる危険物をྠ一㈓ⶶする場ྜはその㢮の組ྜࡳわࡏにより危険がቑすこと

があることら，ᾘ防法では⾲Ϩ．㸴．㸳の�༳のついたྠ一㈓ⶶ・ΰ載は⚗止され

ている．それらの危険物をྠ一薬品保管ᗜのྠ一Ჴでの㈓ⶶは㑊けること． 

 

⾲Ϩ．㸴．５ 㢮の␗なる危険物のྠ一㈓ⶶ・ΰ載の⚗止関係 

危険物の 

種㢮 
第一㢮 第㢮 第୕㢮 第ᅄ㢮 第㢮 第භ㢮 

第一㢮  � � � � ۑ 

第㢮 �  � ۑ ۑ � 

第୕㢮 � �  ۑ � � 

第ᅄ㢮 � ۑ  ۑ ۑ � 

第㢮 � ۑ � ۑ  � 

第භ㢮 ۑ � � � �  

 

㸨ᣦ定ᩘ㔞とᣦ定ᩘ㔞のಸᩘ及びᣦ定ᩘ㔞のಸᩘのィ⟬方法 

ᾘ防法第 9 ᮲の 3 に，危険物を勘案してᨻ௧で定めるᩘ㔞と規定されている㸦ල体的な危

険物の分㢮とᣦ定ᩘ㔞は⾲Ϩ．㸴．㸲ཧ↷㸧．危険物の保管㔞は，保管㔞をその危険物のᣦ

定ᩘ㔞で㝖した“ᣦ定ᩘ㔞のಸᩘ”で取り扱う．それࡒれの危険物のᣦ定ᩘ㔞のಸᩘが㸯を㉺

る保管をするときはཎ則としてチ可がᚲ要となる㸦ᾘ防法第࠼ 10 ᮲㹼第 16 ᮲の 9㸧．危険

物のᣦ定ᩘ㔞のಸᩘが㸯未‶の時は各ᕷ⏫ᮧの火災ண防᮲にᢏ⾡上の基‽が定められて

いる．Ἀ⦖┴の場ྜは 0.2 未‶のときは届出なく㈓ⶶできる． 

ྠ一の場ᡤで �種㢮の危険物を㈓ⶶ・取り扱う場ྜ，その危険物のᩘ㔞をᣦ定ᩘ㔞で㝖した

ᩘ್がᣦ定ᩘ㔞のಸᩘである． 

ᣦ定ᩘ㔞

㈓ⶶ㔞
ᣦ定ᩘ㔞のಸᩘ㸻  

ྠ一場ᡤで」ᩘの危険物を㈓ⶶ・取り扱う場ྜはそれࡒれの危険物ごとのᣦ定ᩘ㔞のಸᩘ

をィ⟬し，その್の⥲がその場ᡤでのᣦ定ᩘ㔞のಸᩘである． 

㸩・・・・
のᣦ定ᩘ㔞

の㈓ⶶ㔞
㸩

のᣦ定ᩘ㔞

の㈓ⶶ㔞
ᣦ定ᩘ㔞のಸᩘ㸻

B
B

A
A
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㸺ィ⟬㸼 

エࣀࢱール 40 L のᣦ定ಸᩘは 40 L/400 L㸻0.1㸦第ᅄ㢮アルࢥール㢮にヱᙜ㸧

㸦㸲㸧有機⁐・≉定化学物㉁

目や⓶，྾器，⮚器などへの健康障害のᜍれがある有機⁐や≉定化学物㉁の取扱いや

管理の࣏ࣥトを⾲Ϩ．㸴．㸴にまとめた． 

⾲Ϩ．㸴．㸴 有機⁐・≉定化学物㉁の取扱い・管理の࣏ࣥト 

༊分⾲♧ 掲♧すべきෆᐜ 

㸦ල体は㸴．㸴．㸯㸦㸰㸧ཧ↷㸧 

ᒁᡤ気置等の

使用⩏務 

第 1 種 

有機⁐

要⾲♧ 

㸦㉥Ⰽ㸧 

人体に及ࡰす作用 

取扱上の注意事項 

中ẘⓎ生時の応急処置 

ཎ則使用 

第 2 種 

有機⁐

要⾲♧ 

㸦㯤Ⰽ㸧 

人体に及ࡰす作用 

取扱上の注意事項 

中ẘⓎ生時の応急処置 

ཎ則使用 

第 3 種 

有機⁐

要⾲♧ 

㸦㟷Ⰽ㸧 

人体に及ࡰす作用 

取扱上の注意事項 

中ẘⓎ生時の応急処置 

なし 

第 1 㢮 

≉定化学物

㉁

要⾲♧ 

㸦Ⰽᣦ定なし㸧 

関係⪅௨እ立ࡕ入り⚗止 

㣧㣗・喫煙の⚗止 

㸦≉ู管理物㉁においては，ྡ⛠，人

体に及ࡰす作用，取扱上の注意，使用

すべき保ㆤලを掲♧㸧 

ཎ則使用 

第 2 㢮 

≉定化学物

㉁

一部について

要⾲♧ 

㸦Ⰽᣦ定なし㸧 

関係⪅௨እ立ࡕ入り⚗止 

㣧㣗・喫煙の⚗止 

㸦≉ู管理物㉁においては，ྡ⛠，人

体に及ࡰす作用，取扱上の注意，使用

すべき保ㆤලを掲♧㸧 

ཎ則使用 

第 3 㢮 

≉定化学物

㉁

ールのࣀェࣇ

 ♧⾲要ࡳ

㸦Ⰽᣦ定なし㸧 

なし なし 

安全上の࣏ࣥト

x 実験室はこまめに㘽をける．

x ࢠ࢝がけられた保管場ᡤの化学物㉁は，ᖖに㘄する．

x 化学物㉁を保管した෭ⶶᗜに㣧㣗物は保管⚗止とする．また㣧㣗物用にᐜ器に化学物

㉁を⛣し᭰࠼て保管することは⚗止である．

x 化学物㉁の入ったᐜ器にᚲずࣛ࣋ルを㈞る．また㈞ったࣛ࣋ルががれていない定
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ᮇ的に確ㄆする． 

x 保管ᗜの㌿ಽⴠୗ防止対策を行う． 

x ẘ物・物は㘄できる㡹な保管ᗜに保管する．CRIS でⓏ㘓管理し，使用のその㒔

ᗘ使用㔞を入力する． 

x 危険物の保管は，実験室あたりのᣦ定ಸᩘが 0.2 を㉸࠼ないようにすること． 

 

 

㸴．５ 学≀㉁の使⏝ୖのὀព 

㸴．５．１ 使⏝場ᡤの安全管理 

㸦㸯㸧㣧㣗⚗止 

 化学物㉁を取り扱う実験室では㣧㣗及び喫煙⚗止．≉に有機⁐，≉定化学物㉁の場ྜは法

律上⚗止されている．化学物㉁を扱わないᣦ定のス࣌ースで㣧㣗・喫煙すること．実験室に㣕

ᩓしている化学物㉁は，㣗べ物・㣧ࡳ物にᐜ᫆に྾され，⤖ᯝ的に⤒ཱྀᦤ取されてしまう． 

 㣧㣗⚗止の掲♧࣏スࢱーは研究基┙ࢱࣥࢭーで㓄ᕸしている．ヲ⣽はୗ記をཧ↷． 

  化学物㉁関係㓄ᕸ物 http://irc1.lab.u-ryukyu.ac.jp/?page_id=1200 

 

㸦㸰㸧注意事項等の掲♧ 

≉定化学物㉁を取り扱う作業場及び有機⁐を扱う作業場の入りཱྀࢻアにはᅗϨ．㸴．㸯㸳

の掲♧を行うこと． 

また，有機⁐を扱う作業場には，ᅗϨ．㸴．㸯㸴のෆᐜの有機⁐を使用する㝿の注事項

等の掲♧をすること． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᅗϨ．㸴．１５ ≉定化学物㉁取扱室入ཱྀの掲♧ 
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㸴．５．２ ಖㆤලの使⏝ 

化学物㉁を扱う実験室では，入室ら㏥室まで保ㆤල㸦Personal Protecting Group㸧を㌟に

╔け，使用する化学物㉁やもらい事故ら自分の㌟を守ること．大学の実験室はඹ㏻のス࣌ー

スでもあり，㞄りྜわࡏの人㛫は基本的に自分の▱らない化学物㉁を扱っているものと⪃࠼る

べきである． 

・保ㆤල 1 保ㆤ࣓ガࢿ 

 実験室に入っている㛫は保ㆤ࣓ガࢿで目をしっり保ㆤする．人が㉳こした事故で薬

品，㔠ᒓくず，ガࣛス◚∦が目に入る場ྜがある． 

目は最もയつきやすい重要な器ᐁであり，ẘ物・物などの有害物が目に入ることでᐜ

᫆にᦆയされ，体ෆに取り㎸まれる．≉にアル࢝リは最ᝏኻ᫂のᜍれがある． 

・保ㆤල 2 ⓑ⾰ 

実験室に入っている㛫はⓑ⾰を╔用する．ⓑ⾰の╔用は実験⪅自㌟の㌟を守るため，そ

して⾰᭹に╔用した薬品を実験室እに出さない目的がある．また㞴⇞ᛶ・⪏薬品ᛶの⣲

ᮦでできた長⿇・長ࣥ࣎ࢬの作業╔は，ⓑ⾰の௦わりになる． 

・保ㆤල 3 㟢出がᑡなくりにくい㠐 

 㟢出がᑡなくりにくい㠐㸦スニー࢝ーなど㸧は，ᗋにこࡰれた薬品やガࣛス◚∦ら

㊊を守ることできる．㐣ཤにẘ物をྵࡴこࡰれたᗫᾮが㊊にる事故が学ෆで㐣ཤに

㉳きたので十分注意する． 

᭷ᶵ⁐➼使⏝ὀព㡯 

１．᭷ᶵ⁐のேయにཬࡍࡰస⏝ 

要࡞≧ 

(1)㢌③㸪(2)けࢇᛰឤ㸪(3)めࡲい㸪(4)㈋⾑㸪(5)⫢⮚㞀ᐖ 

２．ྲྀᢅୖのὀព㡯 

(1) ᭷ᶵ⁐ࢆධれࡓᐜჾ࡛使⏝୰࡛࡞いࡶのには㸪ᚲࡍࢆࡓࡩࡎるࡇと． 

(2) ᙜ᪥のసᴗに┤᥋ᚲ要の࠶る㔞௨እの᭷ᶵ⁐➼ࢆసᴗ場ᣢࡕ㎸࡞ࡲいࡇと． 

(3)  ．とࡇけるࡉࢆい㸪᭷ᶵ⁐のẼの྾ධ⾜ࢆけ㢼ୖ࡛సᴗࡔるࡁ࡛

(4)  ．とࡇるࡍに࠺ࡼい࡞にゐれ⓶ࢆ➼け᭷ᶵ⁐ࡔるࡁ࡛

３．୰ẘࡀⓎ生ࡓࡋとࡁのᛂᛴฎ⨨ 

(1) ୰ẘにࡓࡗ者ࡕ┤ࢆに㢼㏻ࡋのࡼい場ᡤに⛣ࡋ㸪ࡸࡳࡍに衛生管理者ࡑのの

衛生管理ࢆᢸᙜࡍるࡶの連⤡ࡍるࡇと． 

(2) ୰ẘにࡓࡗ者ࢆᶓྥࡁにᐷࡁ࡛ࠊࡏるࡔけẼ㐨ࢆ☜ಖࡓࡋ≧ែ࡛㌟యのಖ に

ດめるࡇと． 

(3) ୰ẘにࡓࡗ者ࡀព㆑ࢆኻࡗている場ྜは㸪ᾘ㜵ᶵ㛵の㏻報ࡇ࠺⾜ࢆと． 

(4) ୰ẘにࡓࡗ者の྾ࡀṆࡓࡗࡲ場ྜࡸṇᖖ࡛࡞い場ྜはࡸ㏿ࠊに௮ྥࡁにࡋて

ᚰ⫵ࡑ生ࡇ࠺⾜ࢆと． 

ᅗϨ．㸴．１㸴 有機⁐等使用注意事項の掲♧ 
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・保ㆤල 4 ᡭ⿄

使用上の注意をⰋく守り，ᚲ要応じてᡭ⿄を╔用する．

ձ 使用する๓に⪏薬品ᛶをⰋく確ㄆすること．㸦ୗ記ཧ↷㸧

ղ 使いᤞてᡭ⿄の上に薬品がった場ྜは，ただࡕにᡭ⿄を⬺いでᡭをよくὙう

こと．ⷧᡭ使いᤞてࣉࢱは薬品のᭀ㟢をᢚ࠼る㸦㐜らࡏる㸧ことができる，有機

⁐や一部の薬品はᡭ⿄をⰋくᾐ㏱する．ᡭ⿄をしているらとゝって薬品で

れた器ලにゐれたり，㓟やアル࢝リの⁐ᾮに直᥋ᡭを入れる行Ⅽはやめる．

・その

㧥の長い人は，実験中㑧㨱にならないように㧥を᮰ねること．

保ㆤල㑅定のための࣑࢝ࢣルࢹࣥックス

十文Ꮠ学ᅬዪ子大学・⏣中ⱱ教ᤵの研究室の࣍ーム࣌ーࢪཧ↷

http://www.jumonji-u.ac.jp/shokuei/stanaka/top.html 

㸴．５．３ ᒁᡤẼ⨨ 

チᐜᾘ㈝㔞を㉸࠼る有機⁐を取り扱う作業場には，ᒁᡤ気置㸦ࣇࣛࢻトチࣕࣥࣂー，

ࣂトチࣕࣥࣇࣛࢻ㸧を設置し，Ⓨᛶの高い有機⁐などを使用する㝿はᚲずࢻーࣇュームࣄ

ーෆで作業を行うこと．使用方法はᅗϨ．㸴．㸯㸵をཧ↷． 

ᅗϨ．㸴．１㸵 ࣇࣛࢻトチࣕࣥࣂーの使い方 

有機⁐等のチᐜᾘ㈝㔞は有機⁐等の༊分に応じて㸦有機⁐中ẘண防規則第 � ᮲，第 �

᮲㸧に定められている．そのチᐜᾘ㈝㔞は⾲Ϩ．㸴．㸵に♧すィ⟬式でᑟれる． 
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⾲Ϩ．㸴．㸵 有機⁐等のチᐜᾘ㈝㔞のィ⟬式 

ᾘ㈝する有機⁐の༊分 有機⁐のチᐜᾘ㈝㔞 

第 � 種有機⁐等 AW u 
15
1

第㸰種有機⁐等 AW u 
5
2

第㸱種有機⁐等 AW u 
2
3

W 㸸作業 1 時㛫ᙜたりの有機⁐の等のチᐜᾘ㈝㔞㸦༢㹩㹥㸧 

A㸸作業場の気✚㸦ᗋ㠃ら 4m を㉸࠼る高さにある✵㛫を㝖く．༢㹫3㸧．ただし気✚が 150 

m3を㉸࠼る場ྜは 150 m3とする． 

㸴．５．㸲 CRIS にࡼる使⏝ᒚṔの管理 

安全上の理⏤ら使用ᒚṔの記㘓が⩏務けられている化学物㉁が多ᩘᏑᅾしている．ẘ物

及び物，≉定ẘ物は教育研究目的እの使用が⚗止され，⣮ኻ┐㞴防止⩏務がㄢࡏられている．

そのためẘ物，物等を使用した⪅は，使用のその㒔ᗘ CRIS に使用ᒚṔを記㘓しなければな

らない．ୗ記に概要を記載する．CRIS の᧯作方法は研究基┙ࢱࣥࢭーHP 掲載のマニュアル

をཧ↷すること．また CRIS 上のⓏ㘓ෆᐜと現物が一⮴する，定ᮇ的なᲴ༺しを᥎ዡする． 

ᅗϨ．㸴．１㸶 使用ᒚṔの管理ルール 

安全上の࣏ࣥト 

x 化学物㉁の使用場ᡤでは㣧㣗⚗止とする． 

x 有機⁐・≉定化学物㉁の使用場ᡤにはᑓ用の掲♧がᚲ要である． 

x ばく㟢防止のため，保ㆤ࣓ガࢿ，ⓑ⾰，㠐，ᡭ⿄などの保ㆤලで自分の㌟を守る． 

x ᒁᡤ気置㸦ࣇࣛࢻトチࣕࣥࣂー㸧はṇしく使用する． 

x 化学物㉁の使用後は CRIS の出ᗜをᛀれずに行う．≉にẘ物・物はその㒔ᗘ使用記

㘓がᚲ要である． 
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㸴．㸴 学≀㉁の使⏝ᚋのฎ理 

㸴．㸴．１ 学≀㉁管理システムの᧯స 

x CRIS 使いษりの記㘓㸦出ᗜ㸧を行い，ࣂーࢥー࣋ࣛࢻルをはがす． 

x ẘ物の使用ᒚṔを受ᡶ⡙で記㘓している場ྜも使いษりの記㘓はᚲず行う．なお，⣬の

受ᡶ⡙は使いษりの後 1 年㛫保Ꮡすること． 

x 

㸴．㸴．２ 安全࡞ᗫᲠฎ理 

㸦㸯㸧薬品⎼・ᐜ器

⎼・ᐜ器はᗫᲠの๓にෆ部をよくὙίする．薬品が╔している場ྜは⎼・ᐜ器はᗫᲠで

きない．なお，⎼・ᐜ器のᗫᲠ場ᡤ・方法は各部ᒁのᣦ定の方法にᚑうこと．

㸺ᐜ器のὙίガࣥࣛࢻ㸼

x ỈにⰋく⁐ける重㔠ᒓሷはỈで 3 回௨上Ὑί 

x Ỉに⁐けない重㔠ᒓሷはⷧい㓟，ཪはアル࢝リの⁐ける方で 3 回௨上Ὑί 

x ⬡⁐ᛶの有機化ྜ物・クࣟࣟ࣍ルム等㸦ࣥࢤࣟࣁ⣔⁐㸧эアࢭトࣥなどで 3 回௨上 

㸦㸰㸧有害なガス・ᗫᾮ処理

≉定化学物㉁は，ᒁᡤ気置ら出される場ྜ，㏆一ᖏのởᰁや作業場のởᰁ，

及びこれらの物㉁をྵ有するᗫᾮによる有ẘガスのⓎ生やᆅୗỈのởᰁをᘬき㉳こす危

険ᛶがある．ᚑって，これらのởᰁ防止を目的として，≉定化学物㉁障害ண防規⛬第 10 ᮲

及び第 11 ᮲により有ຠな処理置が⩏務けられている． 

ձ ガス処理㸸ガス処理を⩏務けられている物㉁はアクࣟレࣇ，ࣥッ化Ỉ⣲，◲化

Ỉ⣲，◲㓟࣓ࢪチルの 4 種㢮の化ྜ物である．これらの化ྜ物を扱う場ྜはスクࣛࣂ方

式のࣇࣛࢻトを用いると有ຠにガス処理ができる．

ղ ᗫᾮ処理㸸アル࢟ルỈ㖟化ྜ物，ሷ㓟，◪㓟，◲㓟，シアࣥ化࢝リ࢘ム，シアࣥ化ࢼト

リ࢘ム，ࢱࣥ࣌クࣟルࣇェࣀール及びそのࢼトリ࢘ムሷ，◲化ࢼトリ࢘ムについてはᗫ

ᾮ処理が⩏務࡙けられている．これらの化ྜ物のᗫᾮはもࢁࡕん一⯡の化学物㉁実験ᗫ

ᾮもそのままୗỈなどにᗫᲠࡏず，第㸵❶で述べられている注意にᚑって，研究基┙ࢭ

．ーにᗫᾮ回を౫㢗することࢱࣥ

㸴．㸵 ᒁᡤẼ⨨➼のᛶ⬟ཬࡧᐃᮇⅬ᳨࣭⮬᳨ᰝ 

㸴．㸵．１ ᛶ⬟ 

労働安全衛生法とその関㐃規則でࣇࣛࢻトチࣕࣥࣂーに要ồされるᛶ⬟を規定している．ࢻ

ー㛤ཱྀ㠃において，有機⁐中ẘண防規則では制ᚚ㢼㏿としてࣂトチࣕࣥࣇࣛ 0.4 m/s の⬟力

が要ồされる．≉定化学物㉁等障害ண防規則では，制ᚚ㢼㏿で規制されるもののうࡕ，ガス≧

の物㉁については 0.5 m/s，⢊じん≧の物㉁については 1.0 m/s の⬟力が要ồされている． 

㸴．㸵．２ ᐃᮇⅬ᳨とࡑの⤖ᯝの記録ಖᏑ 

1，ーが上述したᛶ⬟規定を‶たしているࣂトチࣕࣥࣇࣛࢻ 年௨ෆẖに 1 回，定ᮇ的に自

点᳨を行い，その記㘓を 3 年㛫保Ꮡすること．
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㸵． ᗫᲠ≀のฎ理と安全☜ಖ 

 

㸵．１ ᗫᲠ≀ฎ理のᇶᮏ的࠼⪄࡞方 

 大学よりⓎ生するᗫᲠ物は，ᗫᲠ物の処理及びΎᤲに関する法律㸦௨ୗ，「ᗫᲠ物処理法」

という。㸧の規⛬に基࡙き，一⯡ᐙᗞら出るᗫᲠ物㸦ࠗ 一⯡ᗫᲠ物 㸧࠘とは༊ูされ，工場や

事業ᡤ㸦場㸧ら出るᗫᲠ物とྠ様にࠗ⏘業ᗫᲠ物࠘として処理しなければならない． 
 ⏘業ᗫᲠ物は，出事業⪅がࠗ自らの㈐௵において適ṇに処理しなければならない࠘という

大๓ᥦがある．なお，大学の教育・研究活動では多種多様な化学物㉁が使用され，これら化学

物㉁には有ẘᛶ・有害ᛶを有するものもᑡならずあり，ᗫᲠ物処理にあたっては，ᗫᲠ物処

理法の，Ỉ㉁ở⃮防止法，大気ởᰁ防止法，ୗỈ㐨法，ẘ物及び物取⥾法等の種々の法

規制が関係してくる． 
 教育・研究活動により出される化学物㉁をྵࡴᗫᲠ物㸦௨ୗ，「実験⣔ᗫᲠ物」という。㸧

を不用意に出することになれば健康障害やỈ㉁ởᰁ及び大気ởᰁなどといった環境ởᰁ㸦බ

害㸧をㄏⓎすることになる．  
 本学の研究，教育，་⒪活動に使用されたỈは，一⯡㞧Ỉとともに圧㏦ࣉ࣏ࣥ場㸦ᵓෆ

Ỉの最⤊出ཱྀ㸧を⤒てබඹୗỈ㐨につながり，ఀ బのୗỈ処理場㸦ᐅ㔝‴ί化ࢱࣥࢭー㸧

に㏦られ，そこで⤊ᮎ処理を受け，最⤊的にはᆅඛのᾏへとᨺὶされる．ᚑって，බඹୗỈ㐨

を㏻してᆅᇦの住Ẹに㏞ᝨをけることがないよう，また，බඹୗỈ㐨の機⬟を健全に⥔ᣢし

ἢᓊのᾏのởᰁを防止するため，ୗỈ㐨に有害物㉁をྵࡴᗫᾮがỴして出されることがない

よう，各ಶ人が意識してᗫᲠ物の適ṇな処理に✚ᴟ的に取り組まなければならない． 
 本学では研究基┙ࢱࣥࢭーが実験⣔ᗫᲠ物の処理に関するᡭ⥆きを行っており，研究基┙ࢭ

実験⣔ᗫᲠ物につࠊーのᣦ定する分㢮・処理方法により処理⏦ㄳを行うことになる．なおࢱࣥ

いては，௨ୗの点に␃意するᚲ要がある． 
 
㸦㸯㸧ᗫᲠ物のⓎ生そのものをᴟ力ᑡなくするように努めること．ᗫᲠ物をⓎ生しても処理さ

であるが，まず↓㥏なᗫᲠ物をⓎ生しないことが⫢要でࡕが࠼⪄すればⰋいと安᫆に࠼

ある． 
㸦㸰㸧ᗫᲠ物の出⪅はそのᗫᲠ物の処理に㈐௵をᣢつこと．つまり，"Polluter Pays 

Principle"のཎ則を守ることである．Ⓨ生したᗫᲠ物については出⪅がそのෆᐜをよく

理ゎしているはずであるので，Ⓨ生※においてཎ点処理をし，最後に回してもらう

のが基本的なあり方である．出⪅がどうしても処理できないᗫᲠ物については，研究

基┙ࢱࣥࢭーのᣦ㔪にしたがってෆᐜ物を分㢮・保管する.またࠊ委ク処理業⪅によって

適ṇに処理されるまでの㈐௵は出⪅(ᗫᾮを出する研究室)に⩏務けられているた

め,研究基┙ࢱࣥࢭーにᗫᾮ回⏦ㄳをする㝿はᗫᾮのෆᐜ物をヲ⣽に記載する．  
 

－59－



        ᅗϨ．㸵．１ ᗫᲠ物の分㢮概要㸦ᗫᲠ物処理法による㸧 
 

 

 

㸵．２ ᗫᲠ≀のศ㢮 

 実験室より出されるᗫᲠ物は≉ูな処理をᚲ要としない一⯡ᗫᲠ物㸦事業⣔一⯡ᗫᲠ物㸧

と処理をしてᗫᲠしなければならない有害ᗫᲠ物㸦௨ୗ「実験⣔ᗫᲠ物」という㸧に分㢮され

る． 
 一⯡ᗫᲠ物㸦事業⣔一⯡ᗫᲠ物㸧として次のようなものをあげることができる． 
㸦㸯㸧おⲔがら等の生ごࡳ 
㸦㸰㸧⣬，ᕸษれ，ᮌ∦等 
㸦㸱㸧ࣛࣉスチック，ࢦム㢮等     ͤヨ薬ࣥࣅ㢮ࠊ実験器ල㢮は㝖く。 
㸦㸲㸧ガࣛス㢮㸦⎼，◚ᦆガࣛス器ල等㸧ͤヨ薬ࣥࣅ㢮ࠊ実験器ල㢮は㝖く。 
㸦㸳㸧✵⨁㸦㣧㣗用に限る㸧等 
 ヨ薬ࣥࣅ㢮等のᗫᲠの㝿には次のことに␃意すること． 
㸦㸯㸧使用῭ࡳのヨ薬⎼には薬品等がṧらないようによくὙίし，㣧㣗用の⎼等とは分けてᗫ

Რすること．Ὑίに使用したᗫỈはᗫᾮとして回すること。 
㸦㸰㸧㔠ᒓくず等で有害ᗫᲠ物に༊分されているものは実験⣔ᗫᲠ物として処理すること． 
 実験⣔ᗫᲠ物処理のὶれはᅗϨ．㸵．㸰の㏻りである．実験ᗫᲠ物は㸵．㸱⠇௨㝆のㄝ᫂に

ᚑって分ู㈓␃し，研究基┙ࢱࣥࢭーにㄢ㔠システムを㏻じてᗫᾮ処理⏦ㄳをする． 
 

㻌㻌䠄ᗫᐙ㟁〇ရ䛾㻼㻯㻮⏝部ရ䠈䝂䝭ฎ理施設䛾㞟ሻ施設䛷
㻌㻌䚷㞟䜑䜙䜜䛯䜀䛔䛨䜣䠈ឤᰁᛶ୍⯡ᗫᲠ≀等䠅

㻌ᐙᗞᗫᲠ≀
㻌㻌䠄୍⯡ᐙᗞ䛛䜙᪥ᖖ生ά䛻క䛳䛶生䛨䛯ᗫᲠ≀䠅

㻌㻌≉ู管理୍⯡ᗫᲠ≀

㻌䠄業άື䛻క䛔生䛨䛯ᗫᲠ≀䛷䛒䛳䛶ᗫᲠ≀ฎ理法䛷つᐃ䛥䜜䛯
㻌㻌㻌⇞䛘Ẇ䠈ởἾ䠈ᗫ㓟等㻞㻜✀㢮䛾ᗫᲠ≀䠅

ᗫᲠ≀

産業ᗫᲠ≀

㻌業⣔୍⯡ᗫᲠ≀
㻌㻌䠄業άື䛻క䛔生䛨䛯ᗫᲠ≀䛷産業ᗫᲠ≀௨እ䛾䜒䛾䠅

୍⯡ᗫᲠ≀

㻌≉ู管理産業ᗫᲠ≀
㻌㻌䠄⇿Ⓨᛶ䠈ẘᛶ䠈ឤᰁᛶ䜢᭷䛩䜛ᗫᲠ≀䠅
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ᅗϨ．㸵．２ ᗫᲠ物処理ᡭ⥆きのὶれ

㸵．３ ᐇ㦂⣔ᗫᲠ≀のศู㈓␃࣭ಖ管࣭ᅇ⏦ㄳ࣭ᦙฟ 

㸵．３．１ ᐇ㦂⣔ᗫᲠ≀のศู㈓␃ 

 実験⣔ᗫᲠ物は研究基┙ࢱࣥࢭーが定める分ู㈓␃༊分にᚑって⾲Ϩ．㸵．㸯の㸯㸱༊分に

分ู㈓␃すること．ただし，⾲Ϩ．㸵．㸰に♧す危険物㉁は取り扱わないのでᗫᾮ等を分ู㈓

␃するときはこれを㝖እすること．

㸵．３．２ ศู㈓␃ୖのඃඛ㡰 

 ᗫᾮが分ู༊分の」ᩘにΏるΰྜ物の場ྜは研究基┙ࢱࣥࢭー࣍ーム࣌ーࢪにあるᗫᾮ分

㢮ࣟࣇーチࣕートをཧ⪃に༊分㈓␃すること.またࠊわらない場ྜは研究基┙ࢱࣥࢭーへ┦ㄯ

する. 

実験室ᗫᲠ物

ᗫᾮの㈓␃

ᗫᾮ回⏦ㄳ

ㄢ㔠システムにより

WEB ⏦ㄳ 

回日時の㏻▱

㸦⏦㎸⪅へ㸧

ᗫᾮ回

ᗫᲠ物の処理

㸦እ部委ク㸧

研究基┙ࢱࣥࢭー

ᗫᲠ物の分㢮ۑ

ۑ ㈓␃ᐜ器は分㢮ごとにᣦ定あり

ۑ 研究基┙ࢱࣥࢭーより種㢮ูに㉎入

ۑ Ỵめられた分㢮で㈓␃

ᗫᾮ回⏦ㄳ

ᗫ ᾮ 回 

ᢎ ㄆ ㏻ ▱

ーࢱࣥࢭ┙研究基ۑ

ෆᐜ物を⇍▱している物がᘬきΏۑ

す。

㈝用け᭰࠼
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㸵．３．３ ΰྜࡋては࡞ࡽ࡞いᗫᾮ 

 

 

 

 

㆙ ࿌ 
次にᣲげるᗫᾮは┦にΰྜしてはならない． 

㸦㸯㸧 㓟化ᛶ物㉁と可⇞ᛶ物㉁ 
㸦㸰㸧 㐣㓟化Ỉ⣲と㔠ᒓ㓟化物 
㸦㸱㸧 㐣◲㓟と㓟化マࣥガࣥ 
㸦㸲㸧 ࣥࢤࣟࣁとアࢻࢪ  
㸦㸳㸧 ࣥࢤࣟࣁとア࣑ࣥ  
㸦㸴㸧 アࣥࣔニアと㔠ᒓ  
㸦㸵㸧 アࢪ化ࢼトリ࢘ムと㔠ᒓ 
㸦㸶㸧 有機ࣥࢤࣟࣁ化物と㔠ᒓ 
㸦㸷㸧 アࢭチレࣥと㔠ᒓ 
㸦㸯㸮㸧ᙉ㓟とࣥࢤࣟࣁࢯ࢟࢜㓟ሷ 
㸦㸯㸯㸧ᙉ㓟と㐣マࣥガࣥ㓟ሷ 
㸦㸯㸰㸧ᙉ㓟と有機㐣㓟化物 
㸦㸯㸱㸧ᙉ㓟とニトࣟࢯア࣑ࣥ 
 
㸵．３．㸲 ㈓␃⏝ᐜჾ 

 ᗫᲠ物を㈓␃・保管するᐜ器は研究基┙ࢱࣥࢭーよりᣦ定されたᐜ器㸦10L リエチレࣥ⨁㸧࣏

を使うこと．ᐜ器は⾲Ϩ．㸵．㸯に♧したᗫᾮのⰍ༊分にᚑってⰍ༊分テーࣉで༊ูされてい

る．ᐜ器は「ᗫᾮࣥࢱク㉎入⏦ㄳ᭩」をᥦ出して㉎入すること㸦㸯ಶ㸰㸮㸮㸧． 
 
㸵．３．５ ㈓␃の⠊ᅖ 

 分ู㈓␃の⠊ᅖはཎᗫᾮと㸱回目までのὙίᗫᾮをᣦ定ᐜ器に入れること． 
 
㸵．３．㸴 ㈓␃に㛵ࡍるࡑのの␃ព㡯 

㸦㸯㸧各研究室等では，ᗫᾮの⃰ᗘや㔞などについてヲ⣽な記㘓をとること． 
㸦㸰㸧ᗫᾮ回⏦ㄳの㝿には，ᗫᾮの記㘓をもとにෆᐜ物等のᚲ要事項を記入すること．なお，

⏦ㄳ᭩のෆᐜは，「ᗫᲠ物౫㢗࢝ーࢻ」のᙧでᗫᾮ等のෆᐜド᫂᭩として委ク業⪅へᥦ

౪される． 
㸦㸱㸧ᗫᾮは，ᑓ用ࣥࢱクの㸶分目を上限とする．‶ᮼにすると保管時及び㐠ᦙ時に₃ὤをᘬ

き㉳こす危険ᛶがある． 
㸦㸲㸧分㢮やᛶ㉁の␗なるᗫᾮはΰྜしないこと． 
㸦㸳㸧㓟ᛶᗫᾮとアル࢝リᛶᗫᾮはΰྜしないこと．研究室等で中する㝿は，⇕やガスが生

じることもあるので処置には十分注意すること． 
㸦㸴㸧重㔠ᒓᗫᾮと有機⁐፹等はΰྜしないこと．ᗫᾮとして分㞳がᅔ㞴な場ྜは，㞴処理ᛶ

ΰྜᗫᾮ㸦分㢮㹊㸧のᗫᾮとし，ྵ有物の⃰ᗘ等を᫂♧すること． 
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㸦㸵㸧Ỉ㖟化ྜ物とシアࣥ化ྜ物をྵんだᗫᾮはシアࣥ⣔ᗫᾮ㸦分㢮㹀㸧とすること． 
㸦㸶㸧シアࣥ⣔ᗫᾮ㸦分㢮㹀㸧については，有ẘなガスのⓎ生をᢚ࠼るため pH10.5 ௨上のア

ル࢝リᛶにすること． 
㸦㸷㸧ᗫᾮ中にỿẊ物やዃ㞧物がΰ入しているものは回できない． 
㸦㸯㸮㸧ᗫᾮ中のỿẊ物やዃ㞧物は，ࢁ㐣などにより取り㝖く⁐ゎすること． 

㸦㸯㸯㸧ࢁ㐣などによりⓎ生したṧ´物は，ᅛᙧᗫᲠ物㸦ởἾ㸧として処理すること．ởἾの

うࡕỈ㖟化ྜ物をྵࡴものや㔠ᒓỈ㖟は，有害ᅛᙧᗫᲠ物㸦Ỉ㖟ởᰁ物㸸分㢮㹐㸧とし

て，その有害物をྵࡴものは，有害ᅛᙧᗫᲠ物㸦分㢮㹑㸧として取り扱うこと． 

㸦㸯㸰㸧ᗫᾮࣥࢱクにட等の␗ᖖがぢつった場ྜは使用しないこと．研究基┙ࢱࣥࢭーへ

㐃⤡すると，↓ൾで᪂しいࣥࢱクとできる． 

㸦㸯㸱㸧不要になったヨ薬㢮や✵になったヨ薬ࣥࣅの処理については，ᗫᾮ等の処理方法とは

ูのᡭ⥆きがᚲ要となる． 

 

 

 

 

 

 

㆙  ࿌ 

ᗫᲠ物の管理㈐௵㸸ᗫᲠ物が処理委ク業⪅により適ṇに最⤊処分されるまでの㈐௵

はᗫᲠ物出⪅㸦出研究室等の教職員㸧にある(出⪅㈐௵).またࠊ保管中はᗫᾮ

等の⣮ኻ，₃ὤ，㣕ᩓ，Ⓨ等の事故がⓎ生しないよう十分に注意すること． 

 
㸵．３．㸵 ᗫᾮᅇ⏦ㄳ方法 

㸦㸯㸧⏦し㎸ࡳ 
    研究基┙ࢱࣥࢭーのㄢ㔠システムら WEB ⤒⏤でᗫᾮ回の⏦ㄳを行う．ྠㄢ㔠シ

ステムは㈈務会ィシステムで使用するࣟࣥࢢ ID・ࣃス࣡ーࢻとྠ一である．⏦ㄳに

おけるᚲ要項目は，ண⟬科目，ᗫᾮ分㢮，ᐜ器␒ྕ，⥲㔞，pH，ෆᐜ物について記入

がᚲ要となる．ෆᐜ物についてはな成分とᑡ㔞成分についてྡ⛠㸦化学物㉁ྡ等㸧と

その 㸦ྜ⃰ᗘ・ΰྜẚ⋡等㸧はᚲず記入し，「取扱上注意を要する事項やⓎ生の⤒⦋」

を記入することとなる． 
㸦㸰㸧ᗫᾮ回⏦ㄳのᢎㄆ 
    ᗫᾮ回の⏦ㄳは，⏦ㄳෆᐜを確ㄆした後「ᢎㄆ」または「⏦ㄳ」の㐃⤡が⏦ㄳ⪅

と工学部事務ᐄてに࣓ールで㐃⤡がくる．ᢎㄆ࣓ールには「ᗫᲠ物処理౫㢗࢝ーࢻ」が

ῧされるので，ࣉリࣥトア࢘トしてࣥࢱク備࠼つけのクリアࢣースに入れる．⏦ㄳෆ

ᐜに不備がある場ྜは，⏦ㄳは受理されないので注意がᚲ要となる．ල体的には，「ண

⟬科目に不備がある」，「ෆᐜ物の記載事項㸦⃰ᗘ・ྜ等㸧が未記入」，「記載されたෆ

ᐜ物とᗫᾮ分㢮やᐜ器༊分が一⮴しない」などがあげられる．受理されなった場ྜは

理⏤を確ㄆし，⏦ㄳとなる． 
㸦㸱㸧⏦ㄳ時における注意事項 
  ・ᗫᾮࣥࢱクは，⤒㈝㈇ᢸ⪅㸦ࣥࢱクᡤ有⪅㸧ごとにⓏ㘓されている． 
  ・ᗫᾮ回の⏦ㄳが可⬟なᐜ器は，Ⓩ㘓されたᐜ器に限られる． 
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・Ⓩ㘓されているᐜ器の種㢮㸦Ⰽ༊分㸧がᗫᾮ分㢮と┦㐪している場ྜは，⏦ㄳ๓に研究

基┙ࢱࣥࢭーへ┦ㄯすること．

㸦㸲㸧不要になったヨ薬㢮㸦不要ヨ薬㢮㸧や使用῭ࡳになったヨ薬ࣥࣅの処分については，工

学部事務ᢸᙜと┦ㄯの上，ୗ記のᡭ㡰と研究基┙ࢱࣥࢭー࣍ーム࣌ーࢪの案ෆをཧ⪃に

ᡭ⥆きを行うこと．

㸯．不要ヨ薬㢮についてෆᐜ物等に関するリストを一本㸦ᐜ器㸧ごとに作成する．

ձヨ薬ྡ ղᐜ器のᮦ㉁・ᐜ㔞等 ճෆᐜṧ㔞 մ≉記事項

㸰．作成したリストと仕様᭩を工学部の会ィᢸᙜへᥦ出する．

㸱．工学部の会ィᢸᙜと┦ㄯしながらᗫᲠᡭ⥆きを㐍める．

㸺ཧ⪃㸦ᡭ㡰のヲ⣽ ࠊ リスト ࠊ 仕様᭩ 等 のぢ本 㸧 㸼

URL :  ht tp : / / i r c1 . lab .u-ryukyu.ac . jp / ?page_ id=1089 

ᅗϨ．㸵．３ 不要ヨ薬リストの㸦ᗫᾮ等取扱いのᡭᘬき㸸研究基┙ࢱࣥࢭーより㸧

㸵．３．㸶 ㈓␃ᐜჾのಖ管୪ࡧにཷけΏࡋに㛵ࡍる␃ព㡯 

㸦㸯㸧ᗫᾮࣥࢱク備࠼つけのクリアࢣースに「ᗫᲠ物処理౫㢗࢝ーࢻ」を入れて，ᣦ定された

日時にᣦ定場ᡤにᣢっていくこと．

㸦㸰㸧ᗫᾮࣥࢱクは，ᗫᾮのෆᐜ物にྜ⮴するᗫᾮ分㢮にⓏ㘓されているものを使用すること． 
㸦㸱㸧ⴭしいኚⰍやᦆയのあるࣥࢱクは使用しないこと．

㸦㸲㸧ᗫᾮの㈓␃㔞は，ᐜ器の「㸶⛬ᗘ」を上限とすること．

㸦㸳㸧ᗫᾮࣥࢱクは，直ᑕ日ගがᙜたらない場ᡤに保管すること．

㸦㸴㸧分ู回したᗫᾮは᪩めに処理⏦ㄳし，保管中は₃ὤ防止等安全に十分㓄៖すること． 
㸦㸵㸧ᢸᙜ⪅立会いのもと，「ᗫᲠ物処理౫㢗࢝ーࢻ」と↷ྜして回する．

㸦㸶㸧回されたᗫᾮは，研究基┙ࢱࣥࢭーにてィ㔞・処分㈝用の⟬定を行う．

㸦㸷㸧ᗫᾮࣥࢱク௦㔠およびᗫᾮ処分㈝用㸦処分⤒㈝㸧については，ண⟬のけ᭰࠼による「ㄢ

㔠ㄳồ㸦㈝用᭰㸧」で⢭⟬する．

㸦㸯㸮㸧ᗫᾮࣥࢱク௦㔠およびᗫᾮ処分㈝用は科研㈝でのᨭᡶいはできない.
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㸵．３．㸷 ࡑの 

ᗫᲠ物として出された化学物㉁については，化管法㸦「≉定化学物㉁の環境への出㔞の

ᢕᥱ等及び管理の改ၿのಁ㐍に関する法律」㸧によりその⛣動㔞をᢕᥱしておくᚲ要があり，

また，環境ሗ࿌᭩のマテリアルࣥࣛࣂスの㈨ᩱとしての活用がồめられてくるので，各研究室

において化学物㉁はཎ則すべて化学物㉁管理システム CRIS にⓏ㘓して入ᡭ・使用・ᗫᲠ㔞の

記㘓を取るようにすること． 
分ู㈓␃・保管方法等のヲ⣽については研究基┙ࢱࣥࢭー࣍ーム࣌ーࢪをཧ↷し，ၥ点が

あればྠࢱࣥࢭー㸦ෆ線 8967㸧に┦ㄯすること. 
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⾲Ϩ．㸵．１ 実験ᗫᲠ物の分ู㈓␃༊�研究基┙ࢱࣥࢭー作成� 

分

㢮 

種  

㢮 

Ⰽ༊分 

ᐜ 器 
対   象   物 

㸿 Ỉ㖟⣔

ᗫᾮ 

⥳Ⰽ  

 

�� ↓機Ỉ㖟化ྜ物をྵࡴᗫᾮ． 

�� 有機⣔Ỉ㖟化ྜ物をྵࡴᗫᾮ㸦ಶู回㸧 

�� ↓機Ỉ㖟と有機Ỉ㖟はまࡐないこと 

�� 㔠ᒓỈ㖟やアマルガムは，有害ᅛᙧᗫᲠ物㸦Ỉ㖟ྵ有㸧㸦5 分㢮㸧とし

て分ู・回する． 

�．シアࣥ化Ỉ㖟は「シアࣥ⣔ᗫᾮ」としてู㏵㈓␃すること． 

㹀 シアࣥ

⣔ᗫᾮ 

㟷Ⰽ  

 

�� シアࣥ化ྜ物をྵࡴᗫᾮ 

�� ᚲず S+���� ௨上で㈓␃してୗさい． 

S+ がపいと有ẘなシアࣥ化Ỉ⣲がⓎ生するᜍれがあり，きわめて危険とな

る． 

�� 㖡，㕲，ニッࢣルなどの安定なシアࣥ㘒化ྜ物も，ྠじᗫᾮ༊分になる． 

㹁 ࣇッ

⣲・リ

ࣥ㓟⣔

ᗫᾮ 

⅊Ⰽ  

 

�．↓機ࣇッ化物ࣥ࢜をྵࡴ⁐ᾮ 

�．↓機リࣥ㓟ࣥ࢜をྵࡴᗫᾮ 

�．↓機࢘࣍⣲化ྜ物をྵࡴ⁐ᾮ 

�．それࡒれの⣔のᗫᾮはู々に回すること 

�� 重㔠ᒓࣥ࢜がΰᅾしている場ྜ，ᚲずその᪨を♧し，ෆᐜ物のヲ⣽と

して化学物㉁ྡやඖ⣲ྡ等及び⃰ᗘ・ྜ等を᫂記すること 

Ｄ 重㔠ᒓ

⣔ᗫᾮ 

㯤Ⰽ  

 

�．クࣟム，マࣥガࣥ，㕲，㖡，ࣄ⣲，࣑࢘ࢻ࢝ム，㖄その重㔠ᒓをྵࡴ

ᗫᾮ． 

�．有機⣔ᗫᾮとのΰྜは㑊けること 

�．有機⣔ᗫᾮがΰ入している場ྜ，ูのᗫᾮ༊分となる 

ෆᐜ物・⃰ᗘ等を᫂記した上で有機ΰྜᗫᾮ㸦* 分㢮 ⓑ㸧として㈓␃する

こと 

㹃 㓟・ア

ル࢝リ

ᗫᾮ 

㯤Ⰽ 

 

�� 有害㔠ᒓ化ྜ物をྵまない，㓟ᛶ㸦S+� ௨ୗ㸧，またはሷ基ᛶ㸦アル࢝

リᛶ㸧㸦S+� ௨上㸧のᗫᾮ 

�� 㓟ᛶᗫᾮ㸸◲㓟，ሷ㓟，◪㓟 HWF 

�� ሷ基ᛶᗫᾮ㸸Ỉ㓟化ࢼトリ࢘ム，Ỉ㓟化࢝リ࢘ム HWF 

�� 有機⣔ᗫᾮがΰ入している場ྜ，ูのᗫᾮ分㢮となる 

ෆᐜ物・⃰ᗘ等を᫂記した上で有機ΰྜᗫᾮ㸦* 分㢮 ⓑ㸧または㞴処理ᛶ

ΰྜᗫᾮとして㈓␃すること 

㹆 真現

ീᗫᾮ 

ⓑⰍ 

 

�� 真現ീᗫᾮ 

�� 真定╔ᗫᾮとはΰࡐないこと 
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分

㢮 

種 

㢮 

Ⰽ༊分 

ᐜ 器 
対 象 物 

㹈 真定

╔ᗫᾮ 

ⓑⰍ �� 真定╔ᗫᾮ

�� 真現ീᗫᾮとはΰࡐないこと

㹉 㞴⇞ᛶ

ᗫᾮ 

ⓑⰍ �� 可⇞ᛶでないᗫ⁐፹をྵࡴᗫᾮ

�� 有機化ྜ物をྵࡴỈ⁐ᾮ

ᗫ⁐፹ࡴール㢮をྵࣀェࣇルマリࣥや࣍．�

�� Ỉを多㔞にྵんだᗫ፹体

�� 重㔠ᒓ⣔ᗫᾮをྵࡴ場ྜは「㹊分㢮」になる

ᚲずෆᐜ物㸦化学物㉁ྡ㸧と⃰ᗘを᫂記すること

㹊 㞴処理

ᛶΰྜ

ᗫᾮ 

㯮Ⰽ �� 重㔠ᒓ⣔ᗫᾮと有機⣔ᗫᾮのΰྜᗫᾮ

�� 有機㔠ᒓ化ྜ物のᗫᾮ

有機スࢬ化ྜ物，ࢪࢥ࢝ル㓟Ⰻ化ྜ物 HWF

�� 処理౫㢗する場ྜはෆᐜ物と⃰ᗘをヲ⣽に᫂記すること

�� S+� ௨上で㈓␃すること

㹋 可⇞ᛶ

ᗫᾮ 

㉥Ⰽ �� 可⇞ᛶのᗫ⁐፹

�� ᗫἜ

�� ⇿Ⓨᛶ物㉁，Ⓨ火ᛶ物㉁，≉Ṧᘬ火ᛶ物㉁はู㏵処分がᚲ要となるため

要┦ㄯとなる

㸧◪㓟エステル㢮，ࢪアࢰ化ྜ物，㐣㓟化ࢰࣥ࣋ル，ガࢯリࣥ，◲

化Ⅳ⣲，テトࣛࢪ，ࣥࣛࣇࣟࢻࣄエチルエーテル HWF

㹌 ࢤࣟࣁ

ࣥྵ有

⁐፹

⣸Ⰽ �．ࣥࢤࣟࣁ化有機化ྜ物をྵࡴᗫ⁐፹ 

トリクࣟࣟエチレࣥ，テトࣛクࣟࣟエチレࣥ，ࢪク࣓ࣟࣟࣥࢱ，ᅄሷ化

Ⅳ⣲，ࢪ����クࣟࣟエࢪ����，ࣥࢱクࣟࣟエチレࣥ，シスࢪ�����クࣟ

ࣟエチレࣥ，������トリクࣟࣟエࣥࢱ，������トリクࣟࣟエࣥࢱ，����

なࣥࢮࣥ࣋ルム，トリクࣟࣟ㓑㓟，クࣟࣟ࣍クࣟࣟ，ࣥࣃࣟࣉクࣟࣟࢪ

ど

�� ᗫ⁐፹ࡴをྵࣥࢮࣥ࣋

㹑 有害ᅛ

ᙧᗫᲠ

物 

ᶳⰍ �．有害物を扱ったࢁ⣬やᕸなど 

�．ᗫἜ，ᗫ⁐፹のℐ㐣ṧ´，Ἔ． 

�．Ỉ㖟化ྜ物及びỈ㖟にởᰁされたものはỈ㖟ྵ有ᅛᙧᗫᲠ物㸦㹐分㢮㸧

となる． 

㹐 有害ᅛ

ᙧᗫᲠ

物㸦Ỉ

㖟ྵ

有・ở

ᰁ物㸧 

⥳�ᶳⰍ �� Ỉ㖟化ྜ物及びỈ㖟にởᰁされたもの

�� のものとは༊ูして保管すること
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⾲Ϩ．㸵．２ 研究基┙ࢱࣥࢭーで扱わないᗫᲠ物 

㸯 ᗫᾮの分㢮の不備やෆᐜ物不᫂のもの 

㸰 ᨺᑕᛶ物㉁をྵࡴもの 

㸱 ཎ体の╔したもの及び་⒪⣔ᗫᲠ物 

㸲 ⇿Ⓨᛶ物㉁をྵࡴもの 

㸳 ࣋リリ࢘ム，テリリ࢘ム，࢜ス࣑࢘ムやその化ྜ物 

㸴 ⊛ẘ物㉁㸦ニッࢣル࢝ル࣎ニル，アル࢟ルアル࣑ニ࢘ム等㸧 

㸵 㹎㹁㹀㸦࣏リሷ化ࣇࣅェニル㸧及び㹎㹁㹀をྵࡴ，またはởᰁされたもの 

㸶 Ⓨがんᛶのᙉい物㉁ 

㸷 実験用動物のṚ㧁 

㸯㸮 ᗫヨ薬㢮及び✵になったヨ薬ࣥࣅ等 

㸯㸯 一⯡ᗫᲠ物㸦事業⣔一⯡ᗫᲠ物㸧にヱᙜするもの 

㸯㸰 その処理不⬟のもの㸦不⇞ᛶᅛᙧ物㸧，有ẘ・危険ᛶのあるものやᗫᾮの分㢮にないもの 

㸯㸱 使用῭ࡳ電ụ，⺯ගⅉ㸦部ᒁ等でᣦ定された場ᡤへ保管する㸧 
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㸶．ࢡࢵ࢚ス⥺の安全ᢅࡾྲྀ࡞い 

 

㸶．１ ᨺᑕ⥺㜵ㆤのᇶᮏ的࠼⪄࡞方 

ᨺᑕ線防ㆤとは，人㛫とその環境を，ᨺᑕ線⿕ばくやᨺᑕᛶ物㉁によるởᰁら防ㆤし，ᨺ

ᑕ線障害のⓎ生を防止することをいう．国㝿ᨺᑕ線防ㆤ委員会㸦,&53㸧はᨺᑕ線防ㆤについて，

ᨺᑕ線障害をᨺᑕ線ㄏⓎ⒴や✺然ኚ␗のような確⋡的ᙳ㡪と，ᨺᑕ線ㄏⓎ⓶⅖やⓑෆ障のよ

うな確定的ᙳ㡪のつに分けて，確定的な有害なᙳ㡪についてはこれを防止し，確⋡的ᙳ㡪に

ついてはこれをᐜㄆできると思われるレ࣋ルにまで制限することで⿕ばくをకう行Ⅽが確実

にṇᙜ化できるようにすることをᨺᑕ線防ㆤの目的としている．わが国の法律では，,&35 の

���� 年່࿌に基࡙き，「ᨺᑕ線障害防止法」，「労働安全衛生法」などにᨺᑕ線防ㆤについて

の規定がある． 

ᚑって，ᨺᑕᛶྠඖ⣲やᨺᑕ線Ⓨ生置を使用する場ྜには，「ᨺᑕ線障害防止法」に定

められた規定にᚑわなければならない．また労働⪅がᨺᑕ線を扱う場ྜには，労働安全衛生法

の行規則である「電㞳ᨺᑕ線障害防止規則」㸦௨ୗ電㞳則㸧を㑂守しなければならない． 

電㞳則㸸KWWS���ODZ�H�JRY�JR�MS�KWPOGDWD�6���6��)������������KWPO㻌

㻌

㸶．１．１ ᨺᑕ⥺㜵ㆤの༢ 

ᨺᑕ線の人体や動物などに対する障害を⪃࠼るとき，༢㉁㔞ᙜたりの྾エࢿルࢠー㔞を

⾲す㔞を྾線㔞㸦DEVRUEHG GRVH㸧といい，その༢は *\㸦ࢢレ㸧㸻-�NJ で，物㉁㸯㹩㹥

が㸯-のエࢿルࢠーを྾したときの線㔞である．ᨺᑕ線の組⧊・⮚器に対するᙳ㡪は྾線

㔞だけでなく，ᨺᑕ線の種㢮やエࢿルࢠーにも౫Ꮡする．組⧊・⮚器それࡒれの྾線㔞のᖹ

ᆒに，線㉁によるⲴ重係ᩘをけたものを等౯線㔞�HTXLYDOHQW GRVH�といい，༢は 6Y�シー

ルト�㸻-�.J࣋ で⾲す．等౯線㔞は確定的ᙳ㡪�㸶．㸯．㸰ཧ↷�をホ౯するᣦᶆになる．確⋡

的ᙳ㡪㸦㸶．㸯．㸰ཧ↷㸧は，↷ᑕされた組⧊・⮚器に౫Ꮡする．そのためࠊ確⋡的ᙳ㡪をホ

౯するために，␗なった」ᩘの組⧊・⮚器に␗なった線種が↷ᑕされる場ྜには各⮚器の等౯

線㔞に組⧊・⮚器の┦対的な感受ᛶを⾲すⲴ重係 㸦ᩘ組⧊Ⲵ重係ᩘ㸧をけなければならない．

㌟体すべての組⧊㺃⮚器ごとにⲴ重係ᩘをけた⥲を実ຠ線㔞�HIIHFWLYH GRVH�といい，༢

は 6Y�シー࣋ルト�㸻-�NJ で⾲す． 

 

㸶．１．２ ᨺᑕ⥺のேయにᑐࡍるᙳ㡪㻌

人体のᨺᑕ線によるᙳ㡪については，ᨺᑕ線防ㆤのど点ら，確⋡的ᙳ㡪と確定的ᙳ㡪に分

㢮される．確立的ᙳ㡪とは，受けたᨺᑕ線㔞のቑ加とともにⓎ生確⋡がቑ加するᙳ㡪と⪃࠼ら

れている．ල体的には，ⓑ⾑やそののᝏᛶ⭘⒆，ᑑの▷⦰，㑇ఏ的ᙳ㡪などがあり，ᬌ

Ⓨຠᯝとᤕら࠼られており，ᙳ㡪をまったく↓くすには，線㔞をࣟࢮにするᚲ要がある．確定

的ᙳ㡪とは，一定㔞௨上のᨺᑕ線を受けた場ྜにⓎ生するᙳ㡪と⪃࠼られている．ල体的には，

⓶，⾑ᾮ，生Ṫ⭢，⭠出⾑などの急ᛶの障害㸦急ᛶຠᯝ㸧をᘬき㉳こす．確定的ᙳ㡪につい

てのᨺᑕ線のᙳ㡪を⾲Ϩ．㸶．㸯に♧す． 

 

㸶．１．３ ᨺᑕ⥺㜵ㆤの 3 ཎ๎㻌

ᨺᑕ線防ㆤの㸱ཎ則は，時㛫㸦WLPH㸧・㐽へい㸦VKLHOG㸧・㊥㞳㸦GLVWDQFH㸧の㸱つである．
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「時㛫」のཎ則は，作業⪅がᨺᑕ線に᭚されている時㛫をできるだけ▷⦰することにより⿕ば

く線㔞をపῶすることである．「㐽へい」のཎ則は，ᨺᑕ線※と作業⪅の中㛫に㐽へい物を設

置し，それにより⿕ばく線㔞をపῶすることである．「㊥㞳」のཎ則は，ᨺᑕ線は線※らの

㊥㞳のにẚして線㔞ᐦᗘがⷧくなるので，ᨺᑕ線※と作業⪅との㊥㞳を㞳すことによ

り，作業時における✵㛫線㔞⋡をపῶすることである．㸱ཎ則は，「㐽へい」「㊥㞳」「時㛫」

の㡰に᳨ウされる．このཎ則はとしてእ部⿕ばく線㔞పῶのためのཎ則であり，ෆ部⿕ばく

線㔞పῶは⠊ᅖእである． 

⾲Ϩ．㸶．１ ᨺᑕ線⿕⇿線㔞と確定的ᙳ㡪の関係㻌

⥺㔞 㻿㼢㻌
ᨺ ᑕ ⥺ 㞀 ᐖ 䛾  ≧㻌

⓶䜈䛾ᙳ㡪㻌 ⏕Ṫჾᐁ䜈䛾ᙳ㡪㻌

䠍㻌 ⬺ẟ䛜↷ᑕᚋ⣙ 㻟㐌㛫䛾₯అᮇ㛫䜢⤒䛶㉳䛣䜛䠊㻌

⣚ᩬ䛿䜋䛸䜣䛹⏕䛨䛺䛔䛜䠈⏕䛨䛶䜒㍍䛟䠈䛭䛾ᚋ䛻㍍䛔Ⰽ⣲

䛾ỿ╔䛜䛒䜛䠊㻌
䠎㻌

⏨Ꮚ䠖㻞㻚㻡㻿㼢 ⛬ᗘ䛾↷ᑕ䛷 㻟䡚䠐㐌

㛫ᚋ䛛䜙↓⢭Ꮚ䛻䛺䜚䠈㻝㻞 䞄᭶

⛬ᗘ⤒䜛䛸ᛌ䛩䜛䠊㻌

ዪᏊ䠖䠎㻿㼢 ⛬ᗘ䛷୍ዷ䛸䛺䜛䠊㻌

䠏㻌

䠐㻌 ⏨Ꮚ䠖䠑䡚䠒㻿㼢 䛷Ọஂዷ䛸䛺䜛䠊㻌

ዪᏊ䠖䠐䡚䠒㻿㼢 䛷Ọஂዷ䛸䛺䜛㻌䠑㻌 ↷ᑕᚋ㻞㐌㛫䛾₯అᮇ㛫䜢⤒䛶⾑䠈⭘⬽䠈⣚ᩬ䠈⬺ẟ䜢᮶

䛯䛩䠊≧䛿 㻟䡚䠐㐌㛫⥆䛟䛜ṇᖖ䛺⓶䛻ᡠ䜛㻌䠒㻌

䠓㻌

䠔㻌
䠍㐌㛫䛾₯అᮇ㛫䜢⤒䛶⣚ᩬ䠈ỈἻ䠈⣃∉䜢᮶䛯䛩䠊⣃∉䛿

䜛䠊㻌

䠕㻌

䠍䠌㻌

㻝㻜㻿㼢 ௨ୖ䛾↷ᑕ䜢ཷ䛡䜛䛸䠈ᩘ᪥ᚋ䛛䜙䠍㐌㛫䛾₯అᮇ㛫䜢

⤒䛶䠈⣚ᩬ䠈ỈἻ䠈⣃∉䛺䛹䛾⃭䛧䛔≧䜢࿊䛧䠈㛗ᮇ䛻Ώ䜚

₽⒆䛜ṧ䜛䠊㻌

㸶．２ ᨺᑕ⥺の使⏝ 

㸶．２．１ ᮏ学のタ使⏝ 

ᮏᏛ䛷ᨺᑕ線障害防止法の規制対象となる設としては，琉球大学ᨺᑕᛶྠඖ⣲等取扱

設，琉球大学་学部 5, 実験設，琉球大学㑇ఏ子実験ࢱࣥࢭーのチ可使用設がある．これ

らの設でᨺᑕᛶྠඖ⣲などを扱う実験をするときは，法律で定められた「⿕⇿管理」，「健

康診断」，「教育・カ⦎」が⩏務࡙けられている．ᚑって，使用する設のண防規⛬にᚑって，

健康診断，教育・カ⦎を受けてᨺᑕ線業務ᚑ事⪅としてⓏ㘓を行って初めてᨺᑕ線ྠඖ⣲を

扱うことができる． 

㸶．２．２ እ部ᶵ㛵のタの⏝ 

高㍤ᗘග科学研究ࢱࣥࢭー㸦6SULQJ�㸶㸧，高エࢿルࢠー加㏿器研究機 㸦ɔ3KRWRQ )DFWRU\㸧

等の学እの設で管理༊ᇦに立ࡕ入ࢁうとする場ྜに，本学におけるᨺᑕ線ᚑ事⪅であること
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が要௳となることが多い．その場ྜのᡭ⥆きは௨ୗのとおり． 

㸦㸯㸧㸶．㸰．㸯項に掲げた学ෆのᨺᑕ線使用設のいずれのᨺᑕ線取扱௵⪅に┦ㄯし，

教育・カ⦎，⿕ばく管理，健康診断などのᨺᑕ線業務ᚑ事⪅としての要௳を‶たし，そ

のᨺᑕ線設のᨺᑕ線業務ᚑ事⪅にⓏ㘓する．各設が実する教育・カ⦎は年ᗘ始め

に行われるのでこれに㛫にྜうように，ᨺᑕ線取扱௵に┦ㄯしておくことがᚲ要であ

る．健康診断に関しては大学が実する≉ู健康診断を受診するとよい． 

㸦㸰㸧そのう࠼でᙜヱእ部ᨺᑕ線設への使用ᡭ⥆きを行う．ඛ方ら「ᨺᑕ線業務ᚑ事ᢎㅙ

᭩」等のᥦ出がồめられるので，その対応はⓏ㘓した設のᨺᑕ線取扱௵⪅に┦ㄯす

ること． 

㸦㸱㸧学እの設で管理༊ᇦに立ࡕ入る場ྜは，それࡒれの設のண防規定及びㅖ規⛬，注意

事項を㑂守すること． 

ͤ琉球大学におけるᨺᑕ線業務ᚑ事⪅としてのᡭ⥆きが不用な場ྜはඛ方のᣦ♧

にᚑい，そࡕらの設のᚑ事⪅としてᡭ⥆きを行࠼ばよい．  

 

㸶．３ 㹖⥺⨨の使⏝ 

㸶．３．１ 㹖⥺の安全 

㹖線回ᢡ置，⺯ග㹖線分ᯒ置，㹖線↷ᑕ置などの㹖線をⓎ生する置で，₃ὤ線㔞が

実ຠ線㔞ᙜ㔞で ���P6Y�� ᭶を㉸࠼るおそれのある༊ᇦ㸦管理༊ᇦ㸧を設定するᚲ要がある場

ྜは，電㞳則の規制を受けることになる�ただし，㹖線のエࢿルࢠーが �0H9 ௨上の㹖線を扱う

場ྜにはᨺᑕ線障害防止法の規制対象にもなる．電㞳則では，་⒪用௨እに使用される �����

.9 未‶の㹖線をⓎ生する置の管理༊ᇦごとにエックス線作業௵⪅のචチを受けた⪅の中

労働⪅が電㞳ᨺᑕ線を受け，らエックス線作業௵⪅を㑅௵しなければならない．その

ることができるだけᑡなくなるようにするため，ᨺᑕ線による⿕ばく限ᗘや 定，取り扱いや

点᳨業務，記㘓，教育，≉Ṧ健康診断についてヲ⣽に規定している． 

電㞳則は労働⪅を対象にしているが，研究・教育実験に携わる㝔生・学生についてもྠ様の

作業環境にあることら，㹖線作業について電㞳則に‽ᣐして安全の確保をᅗるᚲ要がある� 

エックス線作業௵⪅の職務については， 

㸦㸯㸧管理༊ᇦをᶆ識によって᫂♧すること． 

㸦㸰㸧↷ᑕ⟄ⱝしくはしࡰりཪはࢁ㐣ᯈが適ษに使用されるように措置すること． 

㸦㸱㸧㆙ሗ置などの措置がその規定に適ྜしてㅮじられているどうについて定ᮇに点᳨

すること． 

㸦㸲㸧ᨺᑕ線業務ᚑ事⪅の受ける線㔞ができるだけᑡなくなるように↷ᑕ᮲௳等をㄪ整するこ

と． 

㸦㸳㸧↷ᑕ㛤始๓及び↷ᑕ中，立ࡕ入りを⚗止されている場ᡤに労働⪅が立ࡕ入っていないこ

とを確ㄆすること． 

㸦㸴㸧㹖線作業ᚑ事⪅の⿕⇿線㔞を 定するためのᨺᑕ線 定器が規定に適ྜして╔されて

いるどうについて点᳨すること． 

などのように，ᶆ識の掲♧，↷ᑕ⟄・しࡰり，ࢁ㐣ᯈ，㆙ሗ等の安全措置，作業⪅の⿕ばくప

ῶ，立入り制限など，㹖線置に関する職務が電㞳則㸦第 �� ᮲㸧で規定されている．  

㹖線置の安全教育については電㞳則㸦第 �� ᮲の㸳㸧で規定されており，㹖線置を使用

する⪅に対しẖ年安全ㅮ習会を実し，使用する⪅は，ཎ則として受ㅮしなければならない．
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; ⥺సᴗにᚑࡍるとࡁのὀព㡯 

���「エックス線作業௵⪅」のᣦ♧にᚑうこと． 

��� 作業⪅は㹖線ࣇルムࣂッチをᡤ定の置にけること 

��� 㹖線↷ᑕཱྀのシࣕッࢱーが㛢じていることを確めてら，ヨᩱのࢭットなどの‽備作業

をし，㹖線の直᭚を受けないよう注意すること� 

��� 㹖線シࣕッࢱの㛤㛢をᖖに確ㄆすること． 

��� 㸰人௨上のඹྠ作業中は，㹖線の↷ᑕを㐃して確ㄆしあうこと． 

��� 㹖線ࣅームの方ྥや㹖線࣓ࣛ࢝の置のㄪ整をする時はᚲずエックス線作業௵⪅のᣦ

♧を受けること． 

��� ⿕⇿事故や置の␗ᖖをㄆめた場ྜは㏿やに電※をきり，置の管理⪅に㐃⤡するこ

と． 

��� ₃ὤ㹖線を㐽断するためのࣂ࢝ーがᡤ定の置にࢭットされているどうᚲずチェッ

クすること． 

��� 定ᮇ的に，₃ὤ線㔞を 定すること． 

���� 「電㞳ᨺᑕ線健康診断」を受けること． 

ㅮ習ෆᐜは，㹖線置のᵓ㐀及び取扱の方法，ᨺᑕ線�おもに㹖線�の生体に࠼るᙳ㡪，ᨺᑕ

線安全の⪃࠼方，関係法௧などとする．  

㹖線の人体へのᙳ㡪は，「㸶．㸯．㸰 ᨺᑕ線の人体に対するᙳ㡪」で述べたとおり，⿕ば

くするとおもに体⾲㠃において⿕ばく㔞にẚして，⿕ばく部および⿕ばく㠃✚に応じて

種々の障害を生じる．≉に一次㹖線はエࢿルࢠーが高く，線㔞も多いので直᥋⿕ばくすると重

大な障害が生じるのでཝ重に注意すること． 

 

㸶．３．２ 㹖⥺⨨のྲྀᢅい 

一⯡的な㹖線置は㹖線※の❆㸦シࣕッࢱー㸧がᑠさいためᒁᡤ的な⿕ばくがၥ㢟となる．

とくに║や⢓⭷は障害を受けやすい．᪤成の㹖線置は㏻ᖖの使用≧ែでは防㹖線ᡬが㛢まっ

ているので㹖線が₃ὤすることはないが，シࣕッࢱーが㛤いているとき↓理にヨᩱをした

り，㹖線↷ᑕ中に防㹖線ᡬを㛤けたり，置をㄪ整する㝿などに⿕ばくするおそれがある．安

全に実験を行うために௨ୗの注意事項を㑂守すること． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ͤ 㹖線置㏆のぢやすい置に上記の注意事項を掲♧し，㹖線置使用⪅はᖖ時注意事

項を確ㄆして，作業すること． 

 

 

㸶．３．３ ᐃᮇⅬ᳨ 

年一回エックス線作業௵⪅が中心となって㹖線置や作業環境の定ᮇ点᳨を実するこ

と．点᳨ෆᐜは，ᶆ識・注意事項等の掲♧確ㄆ，₃ὤ線㔞⋡の 定，安全置の確ㄆ，記㘓の

チェック等である． 

 

㸶．３．㸲 ᗣデ᩿ 

㹖線業務ᚑ事⪅も，ᨺᑕ線使用⪅ྠ様，法௧に基࡙いて，㸺健康診断㸼，㸺⿕ばく管理㸼を

受けるᚲ要がある． 
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㸷．࣮࣮ࣞࢨの安全について 

㸷．１ はじめに 

レーザーගが㌟体に྾されると，様々な障害をᘬき㉳こすごとが⪃࠼られ，目や⓶につ

いての障害は↓どできない．≉にࠊ⥙⭷に火യをᘬき㉳こすことにより，ど力障害は生不可

⬟となる危険ᛶがᴟめて高い．そのため，レーザーග線のᙉᗘと目の障害の危険ᛶの⛬ᗘに応

じて，レーザー機器は⾲Ϩ．㸷．㸯に♧すように㸶クࣛスに分㢮されている．使用する機器が

どのクࣛスにᒓする，あらじめ確ㄆした上で置のṇしい᧯作を行うᚲ要がある． 

⾲Ϩ．㸷．１ レーザー機器のクࣛス分㢮 

↷ཧࡾࡼムࣟࣥไᚚᶵჾ࢜

㸷．２ ୍⯡的࣮ࢨ࣮ࣞ࡞ග⥺にࡼる㞀ᐖࢆ㜵Ṇࡍるࡓめのᥐ⨨

労働安全衛生法の規定による労働衛生管理体制の整備をᅗる．「レーザーග線による障害の防

止対策について」の厚生労働省らの㏻㐩を確ㄆする．またࠊ障害の防止について十分な▱識と⤒

験を有する⪅のうࡕらレーザー機器管理⪅を㑅௵しࠊ次に掲げる事項を行わࡏる．

㸦㸯㸧レーザーග線による障害防止対策に関するィ⏬の作成及び実する．

㸦㸰㸧レーザー管理༊ᇦ㸦レーザー機器らⓎ生するレーザーග線にさらされるおそれのある༊ᇦ

をいう。௨ୗྠじ。㸧の設定及び管理を行う．

㸦㸱㸧レーザー機器の点᳨ࠊ整備及びそれらの記㘓の保Ꮡを行う．
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㸦㸲㸧保ㆤලの点᳨ࠊ整備及びその使用≧ἣの┘どを行う． 
㸦㸳㸧労働衛生教育の実及びその記㘓の保Ꮡを行う． 
㸦㸴㸧そのレーザーග線による障害を防止するためにᚲ要な事項 

なおࠊ衛生管理⪅を㑅௵すべき事業場にあってはࠊ上記のレーザー機器管理⪅が行う業務はࠊ

衛生管理⪅のᣦのもとで行わࡏるものとする． 
 
㸷．３ ୍⯡的࡞使⏝ὀពⅬ 

㸦㸯㸧障害Ⓨ生のᜍれのあるレーザー機器を使用する部ᒇの出入ཱྀには㆙࿌⾲♧を行い，関係

⪅௨እの入室を制限する． 
㸦㸰㸧レーザー機器には，高圧電※や大ᐜ㔞のࢧࣥࢹࣥࢥーが使われている場ྜが多いので，

高圧電※の取り扱いに注意する．作業中は人に電※の᧯作をさࡏない． 
㸦㸱㸧⣸እἼ長のレーザーග線を使用する㝿は，ࣥࢰ࢜など有ẘガスⓎ生する可⬟ᛶあるので

ྜわࡏて気を行う． 
㸦㸲㸧高ᙉᗘのレーザーග線を直᥋体の一部にᙜてない．⓶の障害をᘬき㉳こすのࡳならず

⾰᭹を↔がすᜍれもあるので，㞴⇞ᛶの実験╔の╔用がᮃましい． 
 
㸷．㸲 目にᑐࡍる༴㝤ᛶのᑐ⟇ 

㸦㸯㸧不用意にレーザーග線が目に入らないようにするために，レーザー機器の設置に㝿して

はレーザーが目の高さにあることを㑊ける． 
㸦㸰㸧高ᑕ⋡の物体でレーザーග線を㐽らない．ᚑって，レーザーගのㄪ整時には⾲㠃ᑕ

を㉳こす危険ᛶのある⭎時ィ等はእす． 
㸦㸱㸧目に࠼ࡳない㉥እや⣸እἼ長のレーザーගを使用する㝿には，ග線⤒㊰をあらじめண

するとともに，㉥እࣅュ࣡ーなどでᑕග，ᣑᩓගの様子を確ㄆし，㏆くの人の動き

にも注意する． 
㸦㸲㸧レーザーග線はㄽ，ᑕまたᣑᩓしたග線であっても⤯対に直どしない．電※動作時

はග㍈ㄪ整中に✺然レーザーⓎすることがあるので，ᖖに目の置に注意する． 
㸦㸳㸧障害Ⓨ生のᜍれの多いレーザー機器の使用に㝿しては，各レーザーἼ長にあった適ษな

保ㆤ࣓ガࢿを╔用する． 
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１㸮．ࣜ࢘ࢳムࣥ࢜ḟ㟁ụの管理について 

 
 ḟ㟁ụについてࣥ࢜ム࢘ࢳࣜ（１）

㻌 䝸䝏䜴䝮䜲䜸䞁ḟ㟁ụ䠄䝸䝏䜴䝮䝫䝸䝬䞊㟁ụ䜢ྵ䜐䠅䛿䠈䜶䝛䝹䜼䞊ຠ⋡䛜㧗䛟䠈ᑠᆺ㍍㔞䛷䛾

ḟ㟁ụ䛸ẚ㍑䛧䛶㧗ᐜ㔞䜢ᐇ⌧䛷䛝䜛䛯䜑ᵝ䚻䛺〇ရ䛻⏝䛥䜜䛶䛔䜛䠊㧗ᛶ⬟䛾㠃䠈䛔᪉䜢

ㄗ䜛䛸Ⓨⅆ䛾ྍ⬟ᛶ䛜䛒䜚䠈⏝⪅䛸䛧䛶䝸䝇䜽䜢ㄆ㆑䛧䛯䛖䛘䛷Ᏻ䜢⪃៖䛧䛯⟶⌮䛜ᚲせ䛷䛒䜛䠊㻌

㻌

（２） ࣜ  い使い方ࡋḟ㟁ụの安全࡛ṇࣥ࢜ム࢘ࢳ

① 㟁ụ䜢㧗 䛻䛺䜛ሙᡤ䛻ᨺ⨨䛧䛺䛔㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 䝸䝏䜴䝮䜲䜸䞁ḟ㟁ụ䜢⮬ື㌴䛾䝎䝑䝅䝳䝪䞊䝗䜔❆㝿䛺䛹┤ᑕ᪥ග䛾ᙜ䜛ሙᡤ䚸⅖ኳୗ

㥔㌴䛾㌴ෆ䛺䛹䚸㧗䛔 ᗘ䛻䛺䜛ሙᡤ䛻ᨺ⨨䛧䛺䛔䛣䛸䠊㻌

② 㟁ụ䜢⇕※䛾䛭䜀䛻ᨺ⨨䛧䛺䛔㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 䝸䝏䜴䝮䜲䜸䞁ḟ㟁ụ䜢䝇䝖䞊䝤➼䛾䛭䜀䛻ᨺ⨨䛧䛺䛔䚹Ⓨ⇕䚸◚䚸Ⓨⅆ䛾ཎᅉ䛸䛺䜛䠊㻌

③ 㟁ụ䜢䜙䛥䛺䛔㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 䝸䝏䜴䝮䜲䜸䞁ḟ㟁ụ䜢Ỉ䚸ᾏỈ䚸䝆䝳䞊䝇䛺䛹䛾ᾮయ䛷䜙䛥䛺䛔䚹㐣㟁䠈㐣ᨺ㟁䜢㜵

䛠䛯䜑䛾ಖㆤᅇ㊰䛜⤌䜏㎸䜎䜜䛶䛚䜚䠈ᾮయ䛻ゐ䜜䜛䛣䛸䛷䠈ቯ䜜䛶Ⓨⅆ䛾ཎᅉ䛸䛺䜛䠊㻌 㻌

④ 㟁ụ䛿Ỵ䜑䜙䜜䛯㟁ჾ䚸㻭㻯 䜰䝎䝥䝍䞊䛷㟁䛩䜛㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 䝸䝏䜴䝮䜲䜸䞁ḟ㟁ụ䛻䛿ᣦᐃ䛥䜜䛯㟁ჾ䚸䠝䠟䜰䝎䝥䝍䞊䜢⏝䛩䜛䛣䛸䚹㻌

⑤ 㟁ụ䛿㧗 䛻䛺䜛ሙᡤ䛷䛾㟁䛿䛧䛺䛔㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 䝸䝏䜴䝮䜲䜸䞁ḟ㟁ụ䜢⮬ື㌴䛾䝎䝑䝅䝳䝪䞊䝗䜔❆㝿䛺䛹┤ᑕ᪥ග䛾ᙜ䜛ሙᡤ䚸⅖ኳୗ

㥔㌴䛾㌴ෆ䛺䛹䚸㧗䛔 ᗘ䛻䛺䜛ሙᡤ䛷㟁䛧䛺䛔䚹㧗 䛻䛺䜛䛸༴㝤䜢㜵Ṇ䛩䜛䛯䜑䛾ಖ

ㆤᶵᵓ䛜ാ䛝䚸㟁䛷䛝䛺䛟䛺䜚䚸ಖㆤᅇ㊰䛜ቯ䜜䛶␗ᖖ䛺㟁ὶ䜔㟁ᅽ䛷㟁䛥䜜䚸Ⓨ⇕䚸

◚䚸Ⓨⅆ䛾ཎᅉ䛸䛺䜛䚹㻌

⑥ 㟁ụ䛿䝅䝵䞊䝖䠄▷⤡䠅䛥䛫䛺䛔㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 䝸䝏䜴䝮䜲䜸䞁ḟ㟁ụ䛾䝥䝷䝇➃Ꮚ䛸䝬䜲䝘䝇➃Ꮚ䛸䜢㔠ᒓ䛷᥋⥆䛧䛺䛔䚹䜎䛯䚸䝛䝑䜽䝺䝇

䜔䝦䜰䝢䞁䚸䝁䜲䞁䚸㘽䛺䛹䛸୍⥴䛻ᣢ䛱Ṍ䛔䛯䜚䚸ಖ⟶䛧䛺䛔䚹䝅䝵䞊䝖䛻䜘䜚䚸㐣䛺㟁ὶ䛜

ὶ䜜䚸㟁ụ䛜Ⓨ⇕䚸◚䚸Ⓨⅆ䚸䛒䜛䛔䛿䛣䜜䜙䛾㔠ᒓ䛺䛹䛜Ⓨ⇕䛩䜛䛣䛸䛜䛒䜛䚹㻌

⑦ 㟁ụ䛻ᙉ䛔⾪ᧁ䜢ຍ䛘䛺䛔㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 䝸䝏䜴䝮䜲䜸䞁ḟ㟁ụ䛻㧗ᡤ䛛䜙䛾ⴠୗ䛺䛹ᙉ䛔⾪ᧁ䜢䛘䛯䜚䚸ᢞ䛢䛴䛡䛯䜚䛧䛺䛔䚹䝸䝏

䜴䝮䜲䜸䞁ḟ㟁ụ䛜ኚᙧ䛩䜛䛸䚸⤌䜏㎸䜎䜜䛶䛔䜛ಖㆤᶵᵓ䛜ቯ䜜䚸␗ᖖ䛺㟁ὶ䚸㟁ᅽ䛷

䝸䝏䜴䝮䜲䜸䞁ḟ㟁ụ䛜㟁䛥䜜䜛ྍ⬟ᛶ䛜䛒䜚䚸Ⓨ⇕䚸◚䚸Ⓨⅆ䛾ཎᅉ䛸䛺䜛䚹㻌

⑧ 㟁ụ䛻㔥䜢่䛧䛯䜚䚸㋃䜏䛴䛡䛯䜚䛧䛺䛔㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 䝸䝏䜴䝮䜲䜸䞁ḟ㟁ụ䛻㔥䜢่䛧䛯䜚䚸䝝䞁䝬䞊䛷྇䛔䛯䜚䚸㋃䜏䛴䛡䛯䜚䛧䛺䛔䚹㻌
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⑨ 㟁ụ䛻┤᥋䝝䞁䝎䛡䛧䛺䛔

䝸䝏䜴䝮䜲䜸䞁ḟ㟁ụ䛾➃Ꮚ䛻┤᥋䝝䞁䝎䛡䛧䛺䛔䛣䛸䚹⇕䛻䜘䜚⤯⦕≀䛜⁐䛡䚸䜺䝇

ฟᘚ䜔ಖㆤᶵᵓ䛜ᦆയ䛧䚸Ⓨ⇕䚸◚䚸Ⓨⅆ䛾ཎᅉ䛸䛺䜛䚹㻌

⑩ ⇕䛜䛣䜒䜛ሙᡤ䛷䛾䝸䝏䜴䝮䜲䜸䞁ḟ㟁ụ䛾㟁䛿䛧䛺䛔

䝸䝏䜴䝮䜲䜸䞁ḟ㟁ụ䛾㟁୰䛿ẟᕸ䛺䛹䛷そ䜟䛺䛔䛷䛟䛰䛥䛔䚹㟁ụ䛜␗ᖖ䛻䛒䛯䛯䜑䜙

䜜Ⓨ⇕䚸Ⓨⅆ䛾ཎᅉ䛻䛺䜚䚸᭱ᝏẟᕸ䛺䛹䛜⇞䛘䜛ᜍ䜜䛜䛒䜛䚹㻌

⑪ 㟁ụ䛿ศゎ䚸ᨵ㐀䛧䛺䛔

䝸䝏䜴䝮䜲䜸䞁ḟ㟁ụ䜢ศゎ䞉ᨵ㐀䛧䛺䛔䛣䛸䚹䝸䝏䜴䝮䜲䜸䞁ḟ㟁ụ䛻䛿༴㝤䜢㜵Ṇ䛩䜛

䛯䜑䛾䜺䝇ฟᘚ䜔ಖㆤᶵᵓ䛜⤌䜏㎸䛚䜚䚸䛣䜜䜙䜢ᦆ䛺䛖䛸䚸䝸䝏䜴䝮䜲䜸䞁ḟ㟁ụ䛜Ⓨ

⇕䚸◚䚸Ⓨⅆ䛩䜛ཎᅉ䛸䛺䜛䚹㻌

䐪 㛗䛔㛫⏝䛧䛺䛔䛿䚸㟁ụ䜢ᶵჾ䛛䜙ྲྀ䜚ฟ䛩

䝸䝏䜴䝮䜲䜸䞁ḟ㟁ụ䜢㛗ᮇ㛫⏝䛧䛺䛔ሙྜ䛿ᶵჾ䛛䜙እ䛧䛶‵Ẽ䛾ᑡ䛺䛔ሙᡤ䛷ಖ⟶

䛩䜛䚹㻌

䐫 㟁ụ䛾␗ᖖ䛻Ẽ䛵䛔䛯䜙⏝䜢୰Ṇ䛩䜛

㟁ụ䛾⏝䚸㟁䚸ಖ⟶䛾␗⮯䚸Ⓨ⇕䚸ኚⰍ䚸ኚᙧ䚸䛭䛾䚸䜎䛷䛸␗䛺䜛䛣䛸䛻Ẽ䛵䛔

䛯䛿䚸⏝䜢୰Ṇ䛩䜛䚹

䐬 㟁ụ䛜ᾮ䜒䜜䛧䛯䜙ⅆẼ䛛䜙㐲䛦䛡䜛

㟁ụ䛜ᾮ䜒䜜䚸␗⮯䛜䛩䜛䛻䛿䚸┤䛱䛻ⅆẼ䜘䜚㐲䛦䛡䜛䛣䛸䚹䜒䜜䛯㟁ゎᾮ䛻ᘬⅆ䛧䚸◚

䚸Ⓨⅆ䛩䜛ཎᅉ䛸䛺䜛䚹

䐭 ⭾䜜䛯㟁ụ䜢↓⌮䜔䜚ᶵჾ䛻╔䛧䛺䛔

⭾䜜䛯㟁ụ䜢↓⌮䛻ྲྀ䜚䛡䛺䛔䛣䛸䚹

Ⓨ⇕䚸◚䚸Ⓨⅆ䛾ཎᅉ䛸䛺䜛䚹

ḟ㟁ụのᗫᲠ方法ࣥ࢜ム࢘ࢳࣜ（３）

䝸䝏䜴䝮䜲䜸䞁ḟ㟁ụ䛾ᗫᲠ䛿䠈➃Ꮚ㒊䜢䝡䝙䞊䝹䝔䞊䝥➼䛷⤯⦕䛾䛖䛘䚸䛂䝸䝃䜲䜽䝹༠ຊ

ᗑ䛃䛻ᣢ䛱㎸䜐䛣䛸䛜ᮃ䜎䛧䛔䚹୍⯡䝂䝭䛻ΰධ䛧䛶ฟ䛧䛯䛣䛸䛷䚸䝂䝭㞟㌴䛾䛺䛛䛷Ⓨⅆ䛧䚸ⅆ

⅏䜢ᣍ䛔䛯䛜䛒䜛䚹ᦠᖏ㟁ヰ䞉䝇䝬䞊䝖䝣䜷䞁䜈䛾㟁䜢ᶵ⬟䛸䛩䜛ᑠᆺ㟁ᘧ㟁ụ䛜

⤌䜏㎸䜎䜜䛯䝫䞊䝍䝤䝹㟁⨨䝰䝞䜲䝹䝞䝑䝔䝸䞊䛿ศゎ䛫䛪䚸ᮏయ䜢ᣢ䛱㎸䜐䛣䛸䚹㻌

>ཧ⪃㈨ᩱ@ 

୍⯡♫ᅋἲே㻌㟁ụᕤᴗ䛾 㼃㻱㻮 䝃䜲䝖㻌 䠖㻌 㼔㼠㼠㼜㻦㻛㻛㼣㼣㼣㻚㼎㼍㼖㻚㼛㼞㻚㼖㼜㻛㼕㼚㼐㼑㼤㻚㼔㼠㼙㼘㻌

୍⯡♫ᅋἲே㻌 㻶㻮㻾㻯 䛾 㼃㻱㻮 䝃䜲䝖㻌 䠖㻌 㼔㼠㼠㼜㼟㻦㻛㻛㼣㼣㼣㻚㼖㼎㼞㼏㻚㼏㼛㼙㻛㼕㼚㼐㼑㼤㻚㼔㼠㼙㼘㻌
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１１．⬮❧࣭㋃ྎࡳ➼にࡼる⅏ᐖについて 

  
⬮立とは，2 つのてい㸦Დ㸧ᙧのはしごを㡬部で⤖ྜし，⬮を㛤いたᙧで㊊がりとして使

用されるものをいう．घ〇品安全༠会㸦SG ༠会㸧のㄆ定基‽では次のように定めている．「㋃

ྎ」は，ኳᯈまでのᆶ直高さが 80cm ௨ୗで，はしごとしてව用できないものである．「⬮

立」は，ᑓ用⬮立はしごとはしごව用⬮立があり，ኳᯈ㠃までのᆶ直高さ 80 cm を㉸200，࠼ 

cm ௨ୗのものをいう．その，様々な種㢮の⬮立がある．  

   
   はࡈࡋව⏝⬮❧         ㋃ྎ         ୖࡃࢃࡁ㋃ྎ 

ᅗϨ．１１．１ ⬮❧の✀㢮 

   
ᅗϨ．１１．２ ⬮❧㸪㋃ྎのṇࡋい使い方 

 
 ⬮立・㋃ྎࡳ等は⡆༢に取り扱࠼るので，多くの作業場で㌟㏆に使用される用ලである．し

ットも多くⓎ生している．高さがẚࣁリࣖࣄらのቒⴠや，重大なし，⊃い作業ᗋ㸦ኳᯈ㸧

㍑的పくても，ⴠୗ時に࿘ᅖの機器，✺㉳物等に⃭✺した場ྜ，ᡴ᧞部㸦㢌部，⫼中等㸧に

よっては⮴的な災害になる危険ᛶが高いため，十分注意するᚲ要がある． 
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   ↓理࡞ࡾฟࡋ    ኳᯈの➃に∦ᐤࡓࡗࡾ方  ㋃ࢆྎࡳ⫼にࡋて᪼ࡾ㝆ࡾ 

ᅗϨ．１１．３ ㋃ྎの༴㝤࡞使い方 

 

     
   ኳᯈୖ࡛のసᴗ       ㊬ࡗてのసᴗ        ኳᯈにᗙ࡞ࡽい 

     
㌟ࢆࡾฟࡋてのసᴗ     ୖྥࡁసᴗ࡞ࡋࢆい   㛤ࡁṆめࡀ㛢ࡗࡲてい࡞い 

ᅗϨ．１１．㸲 ⬮❧の༴㝤࡞使い方 
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１２．ື工ලྲྀᢅᴗົについて 

（１）はじめに

 動工ලを日ᖖ的に使用する場ྜにはࠊ「動工ල取扱作業⪅安全衛生教育」受ㅮするᚲ

要があります．ただし，ྠ安全衛生教育は，動障害㸦ⓑࢁうなど㸧の危険ᛶやண備▱識

について学ࡪものであり，年にᩘ回⛬ᗘ使用する㝿にはࠊၥ㢟ないと思われます．そのよ

うな場ྜ，厚労省によって対策がᚲ要とされる「日動ばく㟢㔞」が 2.5 m/s2を㉸࠼ない時

㛫ෆで作業を行࠼るものとします．作業時㛫については，それࡒれの工ලにより␗なります

ので，次項の⟬出法によりồめてୗさい．ただし，作業時㛫が㐃⥆ 10 分を㉸࠼る場ྜは，

10 分ẖに 5 分௨上のఇ᠁を入れてください．また，厚労省においてබ㛤されているࣇࣥࣃ

レット「動障害のண防のために」を確ㄆすること．

ͤ動工ල

，マーࣥࣁࢢࣥッテ࣋マー，リࣥࣁࢢࣥࣆー，๐ᒾ機，チッࢯࢢࢪ，リルࢻー，動ࢲࣥࢧ

ーࢣー，ス࢝レーࣈクリートࣥࢥ，マーࣥࣁーࣅ࣋，マーࣥࣁࢻࣥࣁ，マーࣥࣁࢢࣥ࢟ーࢥ

リࣥࣥࣁࢢマー，ࣥࣛࢻࣥࢧマー，ࣆックࣥࣁマー，多㔪ࢱガ࢜，ࢿートࢣレࣥ，電動ࣥࣁ

マー，エࣥ࢝ࣥࢪッࢱー，สᡶ機，携ᖏ用⓶はࡂ機など，携ᖏ用ࣃࣥࢱࢱー，ࣥࢥクリー

トࣈࣂレーࢱー，携ᖏ用研๐┙ࠊスࢢࣥ研๐┙，༟上用研๐┙㸦直ᚄ 150 mm ௨上㸧，

レーシࣙࣥシࣕーࣈࣂ，クトレࣥチࣃࣥ
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 సᴗ㛫の⟬ฟについてࡃ㟢㔞ࠖにᇶ࡙ࡃࡤ᪥ືࠕ（２）

 
ձ 使用する工ලの「࿘Ἴᩘ⿵ṇ動加㏿ᗘ実ຠ್の㸱㍈ྜ成 㸦್動 3 ㍈ྜ成್㸧」を工ල

のࣛ࣋ル，取扱ㄝ᫂᭩ཪは Web 上で確ㄆします． 
ղ ୗのࣛࢢࣔࣀムのᕥ㍈に，1 で確ㄆしたᩘ್をࣟࣉットします． 
ճ ࣛࢢࣔࣀムの日動ばく㟢㔞 A の 2.5 の点と，2 でࣟࣉットした点を線で⤖び，ྑഃの

動ばく㟢時㛫まで線をのばします．このᘏ長線とわる点が，その工ලの「日動ば

く㟢㔞」が 2.5 m/s2を㉸࠼ない時㛫となります．この時㛫ෆで㸯日の作業を⤊࠼るよう

にしてୗさい． 
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㸸᪥❧ືࣜࢻル 973�2� の場ྜ 

取扱ㄝ᫂᭩より，回㌿㸩ᡴᧁの動 3 ㍈ྜ成್は 11.3 m/s2である．ࣛࢢࣔࣀムのᕥ㍈にᩘ

್をࣟࣉットする．日動ばく㟢㔞 A の 2.5 の点と⤖んで，動ばく㟢時㛫まで線をᘏ長

する．その点よりこの工ලの作業時㛫は⣙ 25 分となる． 
 
 

 

－81－



１３．↓ே㐠㌿ᶵჾに㛵ࡍる安全について 

（１）㟁Ẽ㛵ಀ

ձ 電気機器が故障した場ྜにᭀ㉮する事なく，安全な≧ែに止する様な工ኵをする． 
ղ 電時に置が安全に自動止し，電後の㏻電時にび動作しないようにする． 

（２）⤥Ỉ㛵ಀ

ձ ኪ中やఇ日は，Ỉ圧が上がるのでࢦム管が止め㔠らᢤけたりしないように点᳨・

確ㄆする．

ղ ₃Ỉ時には電☢ᘚを作動さࡏ，⤥Ỉを止める安全置を取りける．

（３）ྍ⇞ᛶ࣭ᨭ⇞ᛶ㛵ಀ

ձ 気体₃れによる⇿Ⓨ，火災を防ぐために圧力ኚ化を᳨▱する圧力ᆺ㐽断リレー，電

☢ᘚ及び電スッチをつける．

ղ の㌿ಽによる࣋ࣥ࣎ 2 次Ⓨ生事故防止のために，ᅛ定しているクࢧリ等の点᳨をᛰ

らない．

（㸲）ඹ㏻㛵ಀ

ձ ↓人㐠㌿を行うᮇ㛫及び実㈐௵⪅をᚲずỴめる．

ղ 㠀ᖖ時の場ྜに実㈐௵⪅への㐃⤡方法等を᫂記したୗ記の࢝ーࢻを機器のഃ

出入ཱྀに備࠼る．

↓ே㐠㌿୰ 

㐠㌿ᮇ㛫 ᖹ成 30 年 4 ᭶ 1 日 㹼 ᖹ成 31 年 3 ᭶ 31 日 

㐠㌿ᶵჾ ✵Ẽຍᅽ⨨ 

⥭ᛴ連⤡ඛ➼ 
ᮦᩱ力学ㅮᗙ㸦工学部 1 ྕ㤋 101 室㸧 
工学ኴ㑻

090-8888-1234
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１㸲． 㜵ⅆとᾘⅆについて

１㸲．１ はじめに

⚾たࡕは，日ᖖの職場においても火災・⇿Ⓨの事故によるᡃなど，✺然㌟の危険にさらさ

れてしまうことがある．そして，これらの危険に㐼㐝したとき，とっさにఱができたによっ

て，生Ṛがわれ，また⿕害の⛬ᗘも大きくわる．不៖にくってくる危険を回㑊し，㌟の安

全を守るためには，教職員・学生一人ࡦとりが日頃らその備࠼を心けておくことがఱより

も大ษである．

１㸲．２ ⅆ⅏࣭⇿Ⓨᨾのண㜵

㸦㸯㸧火災事故

火気，危険物のあるᡤには，いつでも火災のおそれがあるので，火災に備࠼てᾘ防用

設備等の点᳨，火気使用設備器ලの使用上のルールのᚭᗏ，危険物㏆の火気ཝ⚗，ᗯ

ୗ及び部ᒇの入りཱྀ㏆のࢿࣅࣕ࢟ット及びⲴ物等の᧔ཤ，ㄏᑟ㊰の確ㄆ，喫煙管理を

行うことがᚲ要である．

電気に㉳ᅉする火災としては，㐣㈇Ⲵ，₃電などがある．電線や機器の࿘㎶には可⇞

ᛶの物は置ない，ࢥࢱ㊊㓄線をしない，電気ࢥーࢻの上に物を置ない等のᚭᗏをᅗ

り，日頃ら点᳨を行うようにすることが大ษである．トࣛッࢢࣥ࢟現象㸦ࣥࢭࣥࢥト

らこまめにΎᤲト等はᬑẁࣥࢭࣥࢥ，ࢻーࢥらⓎ生する火災㸧防止のためにも電気

を行い，適ṇに使用しましࡻう． 

㸦㸰㸧⇿Ⓨ事故

ձ 可⇕ᛶガス，ᘬ火ᛶのᾮ体気及び⢊ሻが実験室に‶しないように，全の注意を

ᡶわなければならない．

ղ 実験で⇿Ⓨᛶガスを使用するときは，ガス᳨▱器を設置し，安全基‽を⇍▱して行う

ことがᚲ要である．さらに，電※スッチを入れるときは，ṇᖖなスッチでもスࣃ

ークやアークをⓎ生するので，防⇿ᆺのスッチ・機器を使用することを⪃៖しなけ

ればならない．

ճ 㟼電気のᨺ電スࣃークを防止するために，ᖏ電物の㐽断，⤯⦕物のᑟ体化，ᖏ電㔞の

ῶᑡをᅗるアースの方法及び㝖電置の設置などの対策をするᚲ要がある．

１㸲．３ ⅆ⅏࣭⇿Ⓨᨾࡀ㉳ࡓࡁ場ྜのฎ⨨

㸦㸯㸧火災・⇿Ⓨ事故の処置

ձ 大ኌで火災・⇿ⓎⓎ生を࿘ᅖに▱らࡏる．

ղ ている㸦⇿Ⓨ㸧≧ἣをุ断して，火災・⇿Ⓨ現場に㈇യ⪅がいれば，人を最ඃ࠼⇞

ඛして現場ら直ࡕに安全な場ᡤに⛣動さࡏる．

ճ ᾘ火ᰦについている火災ሗ▱器のࣥࢱ࣎をᢲす．

մ 火ඖ࿘㎶の電※スッチをษる，ガスのඖᰦを⥾める．

յ ⾲Ϩ．㸯㸲．㸯の㐃⤡方法で関係⪅に㐃⤡する．

ն 初ᮇᾘ火㸦ᾘ火器，ᒇෆᾘ火ᰦ㸧を行う．
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㸦㸰㸧電気火災のᾘ火時の注意

ձ 電気火災のᾘ火は，㏻電，ᖏ電時に⮳㏆㊥㞳らỈをけたりすると，感電するᜍれ

があるので注意する．

ղ 注Ỉ࣍ースやᾘ火器のࢬࣀルをアースしておくと安全ᗘがቑす．場ྜによっては，⢊

ᮎᾘ火器やⅣ㓟ガスᾘ火器を用いることがᚲ要である．

１㸲．㸲 ㏻報యไ

㸦㸯㸧 火災㸦⇿Ⓨ㸧が㉳きた場ྜの㐃⤡方法㸦⾲Ϩ．㸯㸲．㸯㸧

⾲䊠䠊䠍䠐䠊䠍 ⅆ⅏（⇿Ⓨ）ࡀ㉳ࡓࡁ場ྜの連⤡方法㻌

ᙜ者䞉㛵ಀ者䛾ᥐ⨨㻌 㐃㻌 ⤡㻌 ඛ㻌 㐃㻌 ⤡㻌 ෆ㻌 ᐜ㻌

䐟大ኌ䛷䠈࿘ᅖ䛻ⅆ⅏㻔⇿Ⓨ㻕䛾

Ⓨ生䜢▱䜙䛫䜛

↓

䐠㈇യ者䛾ᩆ助

↓

䐡ⅆ⅏ሗ▱ჾ䜢ᢲ䛩

↓

䐢㟁※䝇䜲䝑䝏䜢ษ䜛

䜺䝇䛾ඖᰦ䜢⥾䜑䜛

↓

䐣㛵ಀ者䛻㐃⤡䜢䛩䜛

䈜ኪ㛫䞉ఇ᪥䛿䠈ྑ䛾㐃⤡ඛ䛾

䛂䠍䊻䠐䊻䠑䛃䛾㡰ᗎ䛷㐃⤡䛩䜛㻌

↓

䐤ึᮇᾘⅆ䜢⾜䛖

䠍䠊ᾘ㜵⨫䠄ᩆᛴ㌴䠅㻌

㸮㸫㸯㸯㸷㸦大学ෆ

線㸧 

または 

㸯㸯㸷�携ᖏ電ヰ等� 

䞉琉球大学工学部䕿ྕ館䕿㝵䕿䕿

学科䛾䕿䕿ᐇ㦂ᐊ䛷ⅆ⅏䠄⇿Ⓨ䠅

䛜Ⓨ生䠈ᾘ㜵㌴䜢䛚㢪䛔䛧䜎䛩䠊

䞉㈇യ者䛜䛔䜎䛩䛾䛷㻘ᩆᛴ㌴䜢䛚㢪

䛔䛧䜎䛩䠊

䞉⚾䛿䠈䕿䕿䛸䛔䛖者䛷䛩䠊

䠎䠊ಖ管理䝉䞁䝍䞊㻔㈇യ者䛜㻌

䛔䛯ሙྜ㻕㻌

㻜㻥㻤㻙㻤㻥㻡㻙㻤㻝㻠㻠

䠏䠊工学部ົᐊ㻌

㻜㻥㻤㻙㻤㻥㻡㻙䠔䠑䠔䠕㻌 㻔┤㏻㻕

㻌 㻌 䠔䠑䠔䠕䠄大学ෆ⥺䠅 

䞉工学部䕿ྕ館䕿㝵䕿䕿学科䛾䕿

䕿ᐇ㦂ᐊ䛷ⅆ⅏䠄⇿Ⓨ䠅䛜Ⓨ生㻌

䞉㈇യ者䛜䛔䜎䛩䛾䛷䠈ᛂᛴฎ⨨䜢

䛚㢪䛔䛧䜎䛩䠊

䞉館ෆᨺ㏦䜢㢗䜐䠊

䠐䠊Ᏺ衛ᐊ䠄㛛䠅㻌

㻜㻥㻤㻙㻤㻥㻡㻙㻤㻜㻤㻝

䞉工学部䕿ྕ館䕿㝵䕿䕿学科䛾䕿

䕿ᐇ㦂ᐊ䛷ⅆ⅏䠄⇿Ⓨ䠅䛜Ⓨ生㻌

䠑䠊学科㻌

ᢸᙜ教員䠈指ᑟ教員等 
䞉䕿䕿ᐇ㦂ᐊ䛷ⅆ⅏䠄⇿Ⓨ䠅䛜Ⓨ生

䈜医⒪ᶵ㛵ෆ䠈デ⒪ෆᐜཬ䜃⥭ᛴ䞉ᩆᛴ㐃⤡ඛ䜢Ꮚ䛾⾲⣬䛾୧㠃䛻ᥖ㍕

㸦㸰㸧ኪ㛫・ఇ日の㏻ሗ体制

ኪ㛫・ఇ日は，学部ෆに教職員がᒃないことが⪃࠼られるので，火災・⇿ⓎがⓎ生し

たら，≧ἣをุ断して，上記の火災㸦⇿Ⓨ㸧が㉳きた場ྜの㐃⤡方法㸦⾲Ϩ．㸯㸲．㸯㸧

で対処すること．

ձ 学生は，ኪ㛫・ఇ日に実験等を行う場ྜ，ᚲず事๓にᢸᙜ教員のチ可を得ること．ま

た，ᢸᙜ教員等と㐃⤡できる体制をとること．

ղ 各学科，ᢏ⾡部，事務室では⥭急㐃⤡ඛ一ぴを作成すること．

１㸲．５ 㑊㞴方法 

㸦㸯㸧初ᮇᾘ火ができなった場ྜは↓理をしないで直ࡕに安全な場ᡤに⛣動して，㏻ሗした

関係⪅が᮶るまでᚅ機する．

㸦㸰㸧㑊㞴場ᡤや㑊㞴⤒㊰は日頃ら⇍▱しておく．できれば㸰ᡤ௨上の㑊㞴⤒㊰をỴめて

おくことがᚲ要である．
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１５．⮬↛⅏ᐖのᑐฎ 

 自然災害による⿕害を最ᑠ限にᢚ࠼るためには，気象災害やᆅ㟈ὠἼなど自然災害により㉳こ

り得る⿕害を出᮶るだけṇ確・ල体的に定し，ᖖ日頃ら備࠼ることが重要である．本❶では

について述べ࠼と，ᆅ㟈およびྎ㢼に対する備࠼スෆにおける自然災害への一⯡的な備ࣃࣥࣕ࢟

る． 

１５．１ ⮬↛⅏ᐖにᑐࡍる୍⯡的࡞ഛ࠼ 

���ሗ㞟 

自然災害に関するሗはࣛ࢜ࢪ，テレࢱࣥ，ࣅーࢿット等，様々な࣓ࢹアを㏻して入ᡭで

きる．国やᆅ方බඹᅋ体は各自然災害に関するሗ，対策マニュアル等をࢱࣥーࢿットでබ㛤

しているのでཧ⪃にすること．気象災害についてはࢱࣥーࢿット上の気象ᗇや気象ሗのࢧ

トやࣛ࢜ࢪやテレࣅら得られるሗにより，事๓に⿕害規模等をண することが可⬟である．

ᆅ㟈災害についてはࣛ࢜ࢪや携ᖏ電ヰ等を㏻じてⓎ生直๓に⥭急ᆅ㟈㏿ሗが㓄ಙされる．ᖖに

ሗ➃ᮎをᡤᣢして✺然Ⓨ生するᆅ㟈災害に備࠼ること．自然災害は時㛫⤒㐣とඹに災害規模のኚ

化や㸰次災害の危険が生じるので，㢖⦾にሗ㞟を行い事ែのኚ化に備࠼ること． 

���㠀ᖖ用備品の‽備 

ձ ሗ㞟のためのሗ➃ᮎ㸦ࢱࣥーࢿット，ࣛ࢜ࢪ，テレࣅ㸧．

ղ ኪ㛫の電に備࠼て中電ⅉを‽備する．

ճ 電に備࠼てண備電※・ࣂッテリを十分に用意する．

մ ⥭急㐃⤡，安ྰ確ㄆのために携ᖏ電ヰをᡤᣢする．

���火災への備࠼ 

ᆅ㟈による実験機器の◚ᦆや可⇞物のὶ出，またྎ㢼や大㞵を要ᅉとしたᾐỈ等により，災害

時には火災がⓎ生するᜍれがある．௨ୗに♧す対策だけでなく，各研究室でᡤ有・使用する実験

機器および可⇞ᛶ物㉁に応じて，適ษな対策をㅮじること．本マニュアルの「㸯㸲．防火とᾘ火

について」の❶もཧ↷する． 

ձ 安全置・自動止機⬟をᣢつ機器を㑅ᢥ・使用する．またその動作を定ᮇ的に点᳨する．

ղ ᾘ火器等のᾘ火設備を設置し，設置場ᡤの࿘▱を行う．ᾘ火設備は定ᮇ的に点᳨する．

ճ 機器・⇞ᩱᐜ器等の㌿ಽ・◚ᦆ，可⇞物のᣑᩓ等が生じないように対策する．

մ 出火の可⬟ᛶのある機器の࿘ᅖに可⇞物を置ない等，ᘏ↝の防止対策を行う．

���㐃⤡⥙のᵓ⠏ 

自然災害により大きな⿕害が生じた場ྜ，電や電ヰ回線のΰ㞧等で⥭急㐃⤡や安ྰ確ㄆがᅔ

㞴な≧ἣに㝗る可⬟ᛶがある．本マニュアルに記載されている⥭急・ᩆ急㐃⤡ඛを研究室で࿘▱

すること．大規模災害時のためにࢱࣥーࢿットや携ᖏ電ヰのࣕ࢟リアには災害用ఏゝᯈや㡢ኌ

お届けࢧーࣅス等が用意されているので，事๓に使用方法を理ゎしておくこと．ࣃࣥࣕ࢟スෆで

災害に㐼㐝した場ྜは㈐௵⪅等と㐃⤡をᐦに行い，関係⪅が行方を確ㄆ出᮶なくなるような༢⊂

行動はៅࡴ． 
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１５．２．１ ᆅ㟈ᑐ⟇ 

ᆅ㟈は๓ゐれなく✺然Ⓨ生するため，㢼Ỉ害のように直๓に対策をすことは㞴しい．またᆅ

㟈の規模によっては⏒大な⿕害が生じるᜍれがある．そのためᖖ日頃ら防災意識をᣢࡕ，⿕害

の定を行い，事๓の災害対策や防災カ⦎を実することがồめられる．๓述の火災への備࠼の

，௨ୗのような対策もᚲ要である． 

���安全・㑊㞴⤒㊰の確保 

ձ 最ᐤりの㑊㞴ᡤの場ᡤを確ㄆし，安全ᛶの高い㑊㞴⤒㊰を」ᩘ確保する． 

ղ ㏻㊰・ᗯୗ・出入ཱྀ㏆ら㌿ಽして障害となるものを㝖き，㑊㞴⤒㊰を確保する． 

���人㌟⿕害の要ᅉを取り㝖く 

ձ 実験機械・器ලやᐙල㢮の㌿ಽおよびⴠୗ防止対策を行う． 

ղ ಽቯの可⬟ᛶのあるࣟࣈックሟや▼✚等は᧔ཤあるいは⿵ᙉする． 

ճ እቨࢱルやእቨに設置された機器・┳ᯈ等にⴠୗの危険がない定ᮇ的に確ㄆする． 

մ ❆㎶およびࢲࣥࣛ࣋にⴠୗの危険ᛶのある物があれば᧔ཤ・⿵ᙉする． 

���研究・実験機器等による㸰次災害を防止する 

ձ ⥭急止がᚲ要な機械㢮のリストと対策マニュアルを作成し関係⪅に࿘▱する． 

ղ 化学薬品や有ẘ物㉁等の㈓ⶶ物のὶ出・ΰྜ等を防止する対策を行う．  

 

１５．２．２ ᆅ㟈のᑐฎ法 

���ᙉいᆅ㟈がⓎ生したら 

ᆅ㟈による直᥋的な人㌟⿕害で最も多いのは，ᐙල等の㌿ಽ・ⴠୗ・⛣動等にᕳき㎸まれる⿕

害である．⥭急ᆅ㟈㏿ሗやᙉいᆅ㟈に気࡙いたら，すぐに安全な場ᡤに⛣動して㌟の安全を確保

すること．㌟の安全を確保することが最ඃඛであり，⥭急止がᚲ㡲である機器௨እについては

ᦂれがまった後に止，ᾘ火活動等を行うこと．ただしこれは日頃らᆅ㟈対策がㅮじられて

いることが大๓ᥦである． 

���ᦂれがまったら 

ձ 火災，けが人の有↓，ᘓ物の≧ែ等，現ᅾ≧ἣを確ㄆする． 

ղ ᰯෆᨺ㏦やሗ➃ᮎらのሗに注どし，⿕害の規模やὠἼの有↓などを確ㄆする． 

ճ ៃてずに初ᮇᾘ火活動やけが人のᩆ出および応急処置の実・༠力する． 

մ 危険物の保管≧ἣの確ㄆや安全確保を行う． 

���㑊㞴，⛣動 

ձ 安ྰ確ㄆが㞴しく㸰次災害の危険ᛶもあるため，༢⊂行動をしない． 

ղ 㞟ᅋで行動し，定ᮇ的に人ᩘの確ㄆを行う． 

ճ ࣟࣈックሟや▼ᇉ等は㌿ಽ・ಽቯする可⬟ᛶがあり危険である．㏆࡙ない． 

մ 㐨㊰にはẁᕪやடが生じている可⬟ᛶがあるため，ᚐṌで⛣動する． 

 

１５．３．１ ྎ㢼ᑐ⟇ 

ྎ㢼が㢖⦾にく᮶するἈ⦖では，ᘓ物はྎ㢼に十分⪏࠼られるᵓ㐀となっている．したがって

ᘓ物のᵓ㐀に直᥋的⿕害が生じることは⛥であり，ྎ㢼による⿕害はᒇእに設置した物の㣕ᩓや

㣕ᩓ物による人㌟および物的⿕害，㞵によるᾐỈがとなる．ྎ㢼のⓎ生≧ἣ，Ⓨ㐩および㐍

㊰ணに関して定ᮇ的にሗ㞟を行い，᥋㏆๓に対策をㅮじること． 
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���ሗ㞟 

らྎ㢼ሗを㞟し，ྎ㢼㐍㊰や⿕害の規模をணして等ࣅテレ，࢜ࢪࣛ，ットࢿーࢱࣥ

おく．ྎ㢼を気象ணሗより確ㄆし，ᭀ㢼㆙ሗⓎ௧๓に対策をすること． 

���㣕ᩓ・㌿ಽを防止する 

ձ ᒇእに設置した実験機器や物品等，㣕ᩓや㌿ಽの可⬟ᛶがあるものはᒇෆに⛣動する． 

ղ ᒇෆに⛣動出᮶ない物品はその場にᅛ定する，ྎ㢼のண⤒㊰ら᥎ される㢼ྥきの

ኚ化を⪃៖し，ᙉ㢼のᙳ㡪を受け㞴いとணされる場ᡤに⛣動してᅛ定する． 

ճ ᘓ物እቨや᳜᱂等の≧ែを確ㄆし，㣕ᩓの可⬟ᛶがある場ྜは適ษな対策を行う． 

���㢼㞵に備࠼る 

ձ 㢼㞵の྿き㎸ࡳを防止するため，研究室や実験室の❆やࢻアのᡞ⥾まりを確実に行う． 

ղ 㞵が྿き㎸ࡳᾐỈするᜍれがあるため，電気機器や重要な᭩㢮を❆㝿やᗋら㐲ࡊける． 

ճ 実験置や電気機器は電※をษり，ࣥࢭࣥࢥトをᢤいておく． 

մ ỈはけをⰋくするためにỈ⁁，㞵どい等のΎᤲを行う． 

յ 長時㛫␃まることが定される場ྜは㣧㣗物を用意する． 

 

１５．３．２ ྎ㢼᥋㏆には 

���ྎ㢼᥋㏆に対する対処 

等を㏻してྎ㢼ሗをᖖ時確ㄆする．出およびⓏᰯ๓にᭀࣅテレ，࢜ࢪࣛ，ットࢿーࢱࣥ

㢼㆙ሗがⓎ௧した場ྜには，出およびⓏᰯはしないこと．ࣃࣥࣕ࢟スෆにᅾ中にᭀ㢼㆙ሗが

Ⓨ௧した場ྜは学ෆᨺ㏦や教職員のᣦ♧にᚑい行動する．ࣃࣥࣕ࢟スෆに␃まる場ྜには㣕ᩓ物

による人㌟⿕害を防止するため出᮶るだけᒇእに出ない．ᙉ㢼や㣕ᩓ物により❆ガࣛスがれる

可⬟ᛶがあるため，ᒇෆでは出᮶るだけ❆ら㞳れた場ᡤにᚅ機する．ᘓ物の出入りཱྀでは✺㢼

による急⃭な㛤㛢に注意する． 

���ྎ㢼᥋㏆中の⥭急事ែ 

⿕害がⓎ生した場ྜは，現場にいる教職員および学生で対応する．ただし⿕害が⏒大で現場で

の対応がᅔ㞴な場ྜは工学部事務室に応を౫㢗すること．人㌟⿕害が生じた場ྜは本マニュア

ル⾲⣬にある⥭急・ᩆ急体制をཧ↷して㎿㏿に処理する． 

���ྎ㢼⿕害のሗ࿌ 

ྎ㢼᥋㏆中に生じたᘓ物等の⿕害は㏿やに工学部事務室にሗ࿌する． 

 

気象ᗇ 

KWWS���ZZZ�MPD�JR�MS�MPD�LQGH[�KWPO 

 

-RLQW 7\SKRRQ :DUQLQJ &HQWHU �-7:&� 

KWWS���ZZZ�XVQR�QDY\�PLO�-7:&� 

 

Ἀ⦖┴ 防災関係ሗ 

KWWS���ZZZ�SUHI�RNLQDZD�MS�VLWH�FKLMLNR�ERVDL�NLNLNDQUL�ERXVDL�KWPO 
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１㸴．సᴗ⎔ቃ ᐃについて 

１㸴．１ సᴗ⎔ቃ ᐃとは 

 労働安全衛生法では，労働⪅の健康と保ᣢቑ㐍を๓ᥦとして労働衛生Ỉ‽をྥ上さࡏるため，

作業環境を快適な≧ែに⥔ᣢ管理するように努める．そのため，有害な業務を行うᒇෆ作業場

そのの作業場については，ᚲ要な作業環境を 定し，その⤖ᯝを記㘓することが規定されて

いる．㸦労働安全衛生法第 65 ᮲㸧ヲしい規定ෆᐜ等を⾲Ϩ．㸯㸴．㸯に♧す。 

⾲Ϩ．１㸴．１ 作業環境 定を行うべき作業場と 定の種㢮等㸦行௧ 21 ᮲㸧 

．なければならないࡏ༳の 定実作業場では，その 定を作業環境 定ኈཪは作業環境 定機関に行わە

作業環境 定を行うべき作業場  定

作業場の種㢮 関㐃規則  定項目  定回ᩘ
記㘓の

保Ꮡ年ᩘ

1 ᅵ▼,ᒾ▼,㖔物,㔠ᒓཪはⅣ⣲の⢊じ

んをⴭしくⓎᩓするᒇෆ作業場ە
⢊じん則 26 ᮲ ✵気中の⢊じん⃰ᗘ，㐟

㞳けい㓟ྵ有⋡
6 ᭶௨ෆẖに 1 回 7 年 

2 ᬬ⇕，ᐮ෭ཪは多‵のᒇෆ作業場 安衛則 607 ᮲ 気 ࠊ‵ᗘࠊ㍽ᑕ⇕ ༙᭶௨ෆẖに 1 回 3 年 

3 ⴭしい㦁㡢をⓎするᒇෆ作業場
安衛則 590 ᮲， 

 591 ᮲ 等౯㦁㡢レ࣋ル 6 ᭶௨ෆẖに 1 回 3 年 

4 ᆙ ෆ 作

業場

. Ⅳ㓟ガスの場ᡤ 安衛則 592 ᮲ Ⅳ㓟ガス⃰ᗘ 1 ᭶௨ෆẖに 1 回 

3 年 ࣟ. ㏻気設備のあるᆙෆ 安衛則 603 ᮲ ㏻気㔞 ༙᭶௨ෆẖに 1 回 
.ࣁ 28Υ௨上の場ᡤ 安衛則 612 ᮲ 気  ༙᭶௨ෆẖに 1 回 

5 
中ኸ管理方式の✵気ㄪ設備を設け

ているᘓ⠏物の室で，事務ᡤ用に౪さ

れるもの

事務ᡤ則 7 ᮲ 
一㓟化Ⅳ⣲及びⅣ㓟ガ

スのྵ有⋡，室 及びእ

気 ，┦対‵ᗘ

2 ᭶௨ෆẖに 1 回 3 年 

6 

ᨺᑕ線業務を行う作業場

1. ᨺᑕ線業務を行う管理༊ᇦ

2. ᨺᑕᛶ物㉁取扱室ە

3. 事故⏤᮶ᗫᲠ物等取扱設

4. ᆙෆ᰾物㉁᥇᥀場ᡤ

電㞳則 54 ᮲， 
55 ᮲ 

እ部ᨺᑕ線による線㔞

ᙜ㔞⋡✵気中のᨺᑕᛶ

物㉁⃰ᗘ

1 ᭶௨ෆẖに 1 回 5 年 

7 

第 1 㢮及び第 2 㢮の≉定化学物㉁を

〇㐀しཪは取り扱うᒇෆ作業場ە
≉化則 36 ✵気中の第 1 㢮及び第 2

㢮物㉁⃰ᗘ
6 ᭶௨ෆẖに 1 回 

5 年 
㸦一部 30

年㸧

≉定有機⁐ΰྜ物を〇㐀し，または

取り扱うᒇෆ作業場
≉化則 36 ᮲の 5 ✵気中の≉ู有機⁐

および有機⁐の⃰ᗘ
6 ᭶௨ෆẖに 1 回 3 年 

▼⥥等を取扱い，もしくはヨ験研究の

ため〇㐀するᒇෆ作業場
▼⥥則 36 ᮲ ▼⥥の✵気中における

⃰ᗘ
6 ᭶௨ෆẖに 1 回 40 年 

8 一定の㖄業務を行うᒇෆ作業場ە 㖄則 52 ᮲ ✵気中の㖄の⃰ᗘ 1 年௨ෆẖに 1 回 3 年 

9 㓟⣲欠ஈ危険場ᡤにおいて作業を行

う場ྜのᙜヱ作業場
㓟欠則 3 ᮲ 

✵気中の㓟⣲⃰ᗘ㸦◲化

Ỉ⣲Ⓨ生危険場ᡤの場

ྜはྠ時に◲化Ỉ⣲⃰

ᗘ㸧

その日の作業㛤始๓ 3 年 

10 有機⁐を〇㐀し，ཪは取り扱う一定

の業務を行うᒇෆ作業場ە
有機則 28 ᮲ ✵気中有機⁐⃰ᗘ 6 ᭶௨ෆẖに 1 回 3 年 
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１㸴．２ సᴗ⎔ቃ ᐃのホ౯ᇶ‽ 

 ༢作業場ᡤ㸦労働⪅の作業中の行動⠊ᅖ，有害物㉁の分ᕸ等の≧ἣ等に基࡙き定められる

作業環境 定のためのᚲ要な༊ᇦ㸧の有害物㉁の✵気中⃰ᗘが，改ၿをᚲ要とするどの⃰ᗘ

であるどうをุ断するための基‽として作業環境ホ౯基‽が♧されている．ᣦ定作業場に

おける作業環境 定には，༢作業場ᡤの中に↓作Ⅽに定めた 5 ௨上の 定点における環境✵

気中の有害物㉁⃰ᗘを 定し，ᖹᆒ的な作業環境の≧ែをᢕᥱするための A  定と，有害物に

よる労働⪅のばく㟢が最大と⪃࠼られる場ᡤと時㛫における気中⃰ᗘを 定して A  定によ

るホ౯を⿵するための B  定がある．A  定により得られたᩘ್を第 1 ホ౯ 㸦್༢作業場

ᡤについて⪃࠼られる全ての 定点の中に，管理⃰ᗘを㉺࠼るᏑᅾする可⬟ᛶが 5%௨上未‶

であるなら第 1 管理Ỉ‽としてᩘ㔞化された್㸧，第 2 ホ౯್㸦作業環境中の有害物㉁のᖹᆒ

⃰ᗘが，管理⃰ᗘを㉸࠼るような環境は作業⪅にⰋくないという⪃࠼より，その限⏺を第 2 管

理Ỉ‽としてᩘ㔞化された್㸧の 2 つのุ断基‽によってホ౯する㸦⾲Ϩ．㸯㸴．㸰㸧．また B
 定は，༢作業場ᡤにおいて A  定のࡳではぢ㏨してしまうᜍれのあるᒁᡤ的または㛫けつ

的なⓎ生※がある場ྜに行われるため，A  定及び B  定୧方を実した場ྜ㸦⾲Ϩ．㸯㸴．

㸱㸧をホ౯する方法がある．得られた作業環境 定⤖ᯝより，第 1 管理༊分，第 2 管理༊分，

第 3 管理༊分の 3 つの管理༊分に分㢮される㸦⾲Ϩ．㸯㸴．㸲㸧．第 3 管理༊分は，直ࡕに設

備や作業方法なのどの点᳨を行い，第 2 管理༊分，第 1 管理༊分になるようにᚲ要な措置をし

なければならない．第 2 管理༊分は第 1 管理༊分になるようにぢ直しを行い，第 1 管理༊分は

ྠ༊分を⥅⥆するよう努めなければならない．

⾲Ϩ．１㸴．２ ホ౯್と管理༊分㸦A  定のࡳをした場ྜ㸧 
A  定 

第 1 ホ౯್㸺管理⃰ᗘ 第 2 ホ౯್ӌ管理⃰ᗘӌ第 1 ホ౯್ 第 2 ホ౯್㸼管理⃰ᗘ 
第 1 管理༊分 第 2 管理༊分 第 3 管理༊分 

⾲Ϩ．１㸴．３ ホ౯್と管理༊分㸦A  定及び B  定を実した場ྜ㸧 
A  定 

第 1 ホ౯್ 
㸺管理⃰ᗘ

第 2 ホ౯್ӌ管理⃰ᗘ 
ӌ第 1 ホ౯್ 

第 2 ホ౯್ 
㸼管理⃰ᗘ

B  定್㸺管理⃰ᗘ 第 1 管理༊分 第 2 管理༊分 第 3 管理༊分 
管理⃰ᗘӌB  定್ 
ӌ管理⃰ᗘ×1.5 

第 2 管理༊分 第 2 管理༊分 第 3 管理༊分 

B  定್㸼管理⃰ᗘ×1.5 第 3 管理༊分 第 3 管理༊分 第 3 管理༊分 

⾲Ϩ．１㸴．㸲 作業環境 定⤖ᯝに基࡙いた管理༊分

第 1 管理༊分 作業環境管理が適ษであるとุ断される≧ែ． 
第 2 管理༊分 作業環境管理になお改ၿのవᆅがあるとされる≧ែ．

第 3 管理༊分 作業管理が適ษでないとุ断される≧ែ．点᳨や改ၿがᚲ要である．
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➨ϩ⦅ 衛生管理 





➨ϩ⦅ 衛生管理 

１．㹔㹂㹒సᴗにおける労働衛生管理 

１．１ はじめに 

㏆年，ሗ処理を中心としたᢏ⾡㠉᪂により，,7㸦ሗᢏ⾡㸧化が急㏿に㐍められており，

⏬ീ⾲♧置ＶＤＴ㸦9LVXDO 'LVSOD\ 7HUPLQDOV㸧がᗈく教室や実験室，そして研究室や事務

室にᑟ入されてきた．最㏆におけるＶＤＴ作業㸦ＶＤＴ機器を使用して，ࢹーࢱの入力・᳨⣴・

↷ྜ等，文❶・⏬ീ等の作成・編㞟・ಟṇ等，ࢢࣟࣉ

，ど等を行う作業㸧の≧ἣとして┘・ࢢ࣑ࣥࣛ

㸦㸯㸧ࢹスクトッࣉᆺࣥࢥࢯࣃの高ᛶ⬟化

㸦㸰㸧ࣀートᆺࣥࢥࢯࣃのᬑ及

㸦㸱㸧マ࢘ス等入力機器の多様化

㸦㸲㸧多様なࣇࢯト࢘ェアのᬑ及

㸦㸳㸧大ᆺࢹスࣉレ等のቑ加

㸦㸴㸧ࢱࣥーࢿットのᬑ及

㸦㸵㸧携ᖏሗ➃ᮎ等のᬑ及

等があげられ，職場におけるＶＤＴ作業は大きくኚ化してきた．これらは，大学のࡳならず一

⯡業においても長時㛫使用による⑂労や健康へのᙳ㡪がၥ㢟になっている．作業⪅が心㌟の

㈇ᢸをᙉく感じている場ྜや㌟体に␗ᖖがある場ྜには，᪩ᮇに作業環境，作業方法等の改ၿ

をᅗり，ＶＤＴ作業をᨭ障↓く行うことができるようにするᚲ要があり，そのためには，管理

㈐௵⪅が作業⪅の健康≧ែをṇしくᢕᥱし，できるだけ᪩いẁ㝵で作業⪅の健康≧ែに応じた

適ṇな処置をㅮずることが重要である． 

１．２ సᴗ⎔ቃ管理 

作業⪅の心㌟の㈇ᢸを㍍ῶし作業⪅がᨭ障なく作業を行うことができるよう，次によりＶＤ

Ｔ作業に適した作業環境管理を行うこと． 

１．２．１ ↷᫂ཬࡧ᥇ග 

㸦㸯㸧室ෆは，できるだけ᫂ᬯの対↷がⴭしくなく，つ，まࡪしさを生じさࡏないようにす

ること．

㸦㸰㸧ࢹスࣉレを用いる場ྜのࢹスࣉレ⏬㠃における↷ᗘは ��� ルックス௨ୗ，᭩㢮

上及び࢟ー࣎ーࢻ上における↷ᗘは ��� ルックス௨上とすること．また，ࢹスࣉレ

⏬㠃の᫂るさ，᭩㢮及び࢟ー࣎ーࢻ㠃における᫂るさと࿘㎶の᫂るさのᕪはなるべくᑠ

さくすること． 

㸦㸱㸧ࢹスࣉレ⏬㠃に直᥋ኴ㝧ගが入ᑕする場ྜは，ᚲ要に応じて❆にࢻࣥࣛࣈまたは

．ーテࣥ等を設け，適ษな᫂るさとなるようにすること࢝

－93－



 いග�の㜵Ṇࡋ╆とࡽࡂࡽࡂ�アࣞࢢ １．２．２

レアのࢢ，については，ᚲ要に応じ，次にᥭげる処置をㅮずること等によりレࣉスࢹ

防止をᅗること． 

㸦㸯㸧ࢹスࣉレ⏬㠃の置，๓後のഴき，ᕥྑのഴき等をㄪ整さࡏること．

㸦㸰㸧ᑕ防止ᆺࢹスࣉレを用いること．

㸦㸱㸧㛫᥋↷᫂等のࢢレア防止↷᫂器ලを用いること．

㸦㸲㸧そのࢢレア防止をするための有ຠな処置をㅮずること．

１．２．３ 㦁㡢のపῶฎ⨨ 

ＶＤＴ機器及び࿘㎶機器ら不快な㦁㡢がⓎ生する場ྜには，㦁㡢のపῶ措置をㅮずること． 

１．２．㸲 ࡑの 

気， ᗘ及び‵ᗘㄪ整，✵気ㄪ，㟼電気㝖ཤ，ఇ᠁等のための設備等について労働安全

衛生法௧事務ᡤ衛生基‽規則に定める措置等をㅮじること． 

１．３ సᴗ管理 

作業⪅が，心㌟の㈇ᢸがᑡなく作業を行うことができるよう，次により作業時㛫の管理を行

うとともに，作業の≉ᛶやಶ々の作業⪅の≉ᛶに応じたＶＤＴ機器，関㐃ொ器等を整備し，適

ษな作業管理を行うこと． 

１．３．１ సᴗ㛫➼ 

㸦㸯㸧一日の作業時㛫

どぬ㈇ᢸをはじめとする心㌟の㈇ᢸを㍍ῶするため，ࢹスࣉレ⏬㠃を注どする時㛫

や࢟ーを᧯作する時㛫をできるだけ▷くすることがᮃましく，の作業を組ࡳ㎸ࡴこと

ཪはの作業とࣟーテーシࣙࣥを実することなどにより，一日の㐃⥆ＶＤＴ作業時㛫

が▷くなるように㓄៖すること．

㸦㸰㸧一㐃⥆作業時㛫及び作業ఇ止時㛫

一㐃⥆作業時㛫が㸯時㛫を㉺࠼ないようにし，次の㐃⥆作業時㛫までの㛫に �� 分㹼��

分のูの作業時㛫を設け，つ，一㐃⥆作業時㛫において㸯回㹼㸰回⛬ᗘのᑠఇ止を設

けること．

㸦㸱㸧業務㔞への㓄៖

作業⪅の⑂労の✚を防止するため，ಶ々の作業⪅の≉ᛶを十分に㓄៖した↓理のない

適ᗘな業務㔞となるよう㓄៖すること．

１．３．２ 㹔㹂㹒ᶵჾ➼ 

㸦㸯㸧ＶＤＴ機器の㑅ᢥ

ＶＤＴ機器を事業場にᑟ入する㝿には，作業⪅への健康ᙳ㡪を⪃៖し作業⪅が行う作業

に最も適した機器を㑅ᢥしᑟ入すること．

㸦㸰㸧ࢹスクトッࣉᆺ機器

ձ レࣉスࢹ
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 ．は，次の用௳を‶たすものを用いることレࣉスࢹ

㹟．目的とするＶＤＴ作業を㈇ᢸ↓く㐙行できる⏬㠃ࢬࢧであること． 

㹠．ࣇリッ࢝ーは▱ぬされないものであること． 

㹡．ࢹスࣉレ⏬㠃上㍤ᗘཪはࣥࢥトࣛストは作業⪅がᐜ᫆にㄪ整できるものである

ことがᮃましい． 

ղ 入力機器�࢟ー࣎ーࢻ，マ࢘ス等�

㹟．入力機器は，次の用௳を‶たすものを用いること． 

㹟㸧࢟ー࣎ーࢻはࢹスࣉレら分㞳して，その置が作業⪅によってㄪ整できる

ことがᮃましい． 

㹠㸧࢟ー࣎ーࢻの࢟ーは，文Ꮠが᫂░でㄞࡳやすく，࢟ーの大きさ及び࢟ーのᩘが࢟

ー᧯作を行うために適ษであること． 

㹡㸧マ࢘スは，使用する⪅のᡭに適したᙧ≧及び大きさで，ᣢࡕやすいこと．

㹢㸧࢟ー࣎ーࢻの࢟ー及びマ࢘スのࣥࢱ࣎は，ストࣟーク及びᢲୗ力が適ᙜであり，

᧯作したことを作業⪅が▱ぬし得ることがᮃましい． 

㹠．目的とするＶＤＴ作業に適した入力機器を使用できるようにすること． 

㹡．ᚲ要に応じ，ࣃームレスト�リストレスト�を用できるようにすること． 

㸦㸱㸧ࣀートᆺ機器

ձ 適した機器の使用

目的とするＶＤＴ作業に適したࣀートᆺ機器を適した≧ែで使用さࡏること．  

ղ レࣉスࢹ

．の用௳に適したものを用いること��は上記ࣟのレࣉスࢹ

ճ 入力機器�࢟ー࣎ーࢻ，マ࢘ス等�

入力機器は，上記ࣟの�ࣟ�の用௳に適ྜしたものを用いること．ただし，ࣀートᆺ機

器は，㏻ᖖ，ࢹスࣉレと࢟ー࣎ーࢻは分㞳できないので，ᑠᆺのࣀートᆺ機器で

長時㛫のＶＤＴ作業を行う場ྜについては，እけ࢟ー࣎ーࢻを使用することがᮃま

しい．

մ マ࢘ス等の使用

ᚲ要に応じ，マ࢘ス等を用できるようにすることがᮃましい．

յ テࣥ࢟ー入力機器の使用

ᩘᏐを入力する作業が多い場ྜは，テࣥ࢟ー入力機器を用できるようにすることが

ᮃましい．

ն 携ᖏሗ➃ᮎ

携ᖏሗ➃ᮎについては，長時㛫のＶＤＴ作業に使用することはできる限り㑊けるこ

とがᮃましい．

շ ェア࢘トࣇࢯ

．ェアは次の要௳を‶たすものを用いることがᮃましい࢘トࣇࢯ

㹟．目的とするＶＤＴ作業のෆᐜ，作業⪅のᢏ⬟，⬟力等に適ྜしたものであること 

㹠．作業⪅のồめに応じて，作業⪅に対し，適ษなㄝ᫂が࠼られるものであること． 

㹡．作業上のᚲ要ᛶ，作業⪅のᢏ⬟，ዲࡳ等に応じて，ࢱࣥ㸫ࣇェス用のࣇࢯト࢘

ェアの設定が用意にኚ᭦可⬟なものであること． 
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㹢．᧯作࣑ス等によりࢹーࢱ等がᾘཤされた場ྜにᐜ᫆にඖ可⬟なものであること． 

ո ᳔子

᳔子は次の要௳を‶たすものを用いること．

㹟．安定しており，つ，ᐜ᫆に⛣動できること． 

㹠．ᗋらのᗙ㠃の高さは，作業⪅の体ᙧにྜわࡏて，適ษな≧ែにㄪ⠇できること． 

㹡．」ᩘの作業⪅が᭰でྠ一の᳔子を使用する場ྜには，高さのㄪ整がᐜ᫆であり，

ㄪ整中にᗙ㠃がⴠୗしないᵓ㐀であること． 

㹢．適ᙜな⫼もたれを有していること，また，⫼もたれは，ഴきをㄪ整できることがᮃ

ましい． 

㹣．ᚲ要に応じて適ᙜな長さのࡦじけを有していること． 

չ ᮘまたは作業ྎ

ᮘまたは作業ྎは，次の要௳を‶たすものを用いること．

㹟．作業㠃は，࢟ー࣎ーࢻ，᭩㢮，マ࢘スそのＶＤＴ作業にᚲ要なものが適ษに㓄置

できるᗈさであること． 

㹠．作業⪅の⬮の࿘㎶の✵㛫は，ＶＤＴ作業中に⬮が❓ᒅでない大きさのものであるこ

と． 

㹡．ᮘまたは作業ྎのᗋらの高さは，作業⪅の体ᙧにྜった高さとすること． 

㸦㸲㸧ㄪ整

作業⪅に↓理のないጼໃでＶＤＴ作業を行わࡏるため，次の事項を作業⪅に␃意さࡏ，

᳔子のᗙ㠃の高さ，࢟ー࣎ーࢻ，マ࢘ス，ࢹスࣉレの置等を⥲ྜ的にㄪ整さࡏる

こと． 

߇ 作業ጼໃ

㹟．᳔子に深く⭜けて⫼もたれに⫼を十分にあて，ᒚ物の㊊全体がᗋに᥋したጼໃ

を基本とすること．また，十分なᗈさをᣢ，ࡕつ，りにくい㊊ྎをᚲ要に応じ

て備࠼ること． 

㹠．᳔子と大⭣部⭸ഃ⫼部との㛫にはᡭᣦがᢲし入る⛬ᗘのࡺとりがあり，大⭣に 

↓理な圧力が加わらないようにすること． 

ղ レࣉスࢹ

㹟．おおࡴね㸲㸮FP ௨上のど㊥㞳が確保できるようにし，この㊥㞳でぢやすいよう

にᚲ要に応じて，適ษな║㙾による▹ṇを行うこと． 

㹠．ࢹスࣉレは，その⏬㠃の上➃が║の高さとྠࡰじ，ややୗになる高さにす

ることがᮃましい． 

㹡．ࢹスࣉレ⏬㠃と࢟ー࣎ーࢻཪは᭩㢮とのど㊥㞳のᕪがᴟ➃に大きくなく， 

 ．つ，適ษなど㔝⠊ᅖになるようにすること

㹢．ࢹスࣉレは，作業⪅にとってዲましい置，ゅᗘ，᫂るさ等にㄪ整すること． 

㹣� ࢹスࣉレに⾲♧する文Ꮠの大きさは，ᑠさすࡂないように㓄៖し，文Ꮠ高さが

概ね㸱PP ௨上とするのがᮃましい． 

ճ 入力機器

マ࢘ス等の࣏ࣥテࣂࢹࢢࣥスにおけるࢱ࣏ࣥの㏿ᗘ，࢝ーࢯルの⛣動㏿ᗘ等

は，作業⪅のᢏ⬟，ዲࡳ等に応じて適ษな㏿ᗘにㄪ整すること． 
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մ ࣇࢯト࢘ェア 

⾲♧ᐜ㔞，⾲♧Ⰽᩘ，文Ꮠ等の大きさ及びᙧ≧，⫼ᬒ，文Ꮠ㛫㝸，行㛫㝸等は，作業

⪅のᢏ⬟等に応じて，ಶูに適ษなレ࣋ルにㄪ整すること． 

 

 （とめࡲ）の⨨とጼໃࣞࣉスࢹ １．３．３

 ୗᅗは目や体にඃしいࢹスࣉレの置とጼໃです㸦9'7 ガࣥࣛࢻの規定による㸧． 

ձ ࢹスࣉレの上➃が目の高さとྠじ，ᑡしだけపくなるようにする． 

ղ ࣡ࢻᾮᬗでは ��FP ௨上，それ௨እでは ��FP ௨上㞳す． 

ճ 日ගや↷᫂がᫎり㎸ྥࡴき，置でࢹスࣉレを使わない．やࡴを得ない場ྜ

はࢻࣥࣛࣈや࢝ーテࣥ，ルーࣂーなどを使う． 

մ ⫼もたれにᑼがく⛬ᗘまで᳔子に深く⭜ける． 

յ ୧㊊はᾋさず，きࡕんと㋃んᙇりがຠくように᳔子の高さをㄪ整する． 

ն ᳔子のඛ➃部とࡊࡦの㛫にこࡪし �ಶ分のすき㛫ができる᳔子を㑅ࡪ． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．㸲 㹔㹂㹒ᶵჾ➼ཬࡧసᴗ⎔ቃの⥔ᣢ管理  

作業環境をᖖにⰋዲな≧ែに⥔ᣢし，ＶＤＴ作業に適したＶＤＴ機器等の≧ἣを確保するた

め，次により点᳨及びΎᤲを行い，ᚲ要に応じ，改ၿ措置を行うこと． 

㸦㸯㸧日ᖖの点᳨ 

作業⪅には，日ᖖの業務の一環として，作業㛤始๓ཪは一日の適ᙜな時㛫に，᥇ග，ࢢ

レアの防止，気，㟼電気㝖ཤ等について点᳨さࡏるࢹ，スࣉレ࢟，ー࣎ーࢻ，

マ࢘ス，᳔子，ᮘまたは作業ྎ等の点᳨を行わࡏること． 

㸦㸰㸧定ᮇ点᳨ 

↷᫂及び᥇ග，ࢢレアの防止，㦁㡢のపῶ，気及び‵ᗘのㄪ整，✵気ㄪ，㟼電気㝖

ཤ等の措置≧ἣ及びࢹスࣉレ࢟，ー࣎ーࢻ，マ࢘ス，᳔子，ᮘまたは作業ྎのㄪ整

≧ἣについて定ᮇに点᳨すること． 

㸦㸱㸧Ύᤲ 

日ᖖ及び定ᮇに作業場ᡤ，ＶＤＴ機器等のΎᤲを行わࡏ，ᖖに適ṇな≧ែに保ᣢするこ

と． 
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１．５ ᗣ管理 

作業⪅の健康管理をṇしく管理し，健康障害の防止をᅗるため，作業⪅に対して，次により

健康管理を行うこと． 

１．５．１ ᗣデ᩿ 

㸦㸯㸧㓄置๓健康診断

㓄置๓の健康≧ែをᢕᥱし，その後の健康管理を適ṇに㐍めるため，次の事項について

健康診断を行うこと．

ձ 業務Ṕのㄪᰝ

ղ ᪤ Ṕのㄪᰝ

ճ 自ぬ≧の有↓のㄪᰝ

㹟．║⑂労をとするど器に関する≧ 

㹠．上⫥，㢕⫪⭎部および⭜⫼部をとする➽㦵᱁⣔の≧ 

㹡．ストレスに関する≧ 

㹢．║科学的᳨ᰝ 

㹟㸧ど力᳨ᰝ 

ϸ．㸳㹫ど力の᳨ᰝ 

Ϲ．㏆ぢど力の᳨ᰝ 

㹠㸧ᒅᢡ᳨ᰝ 

㹡㸧║᳨ᰝ 

㹢㸧ㄪ⠇機⬟᳨ᰝ㸦㏆点㊥㞳の 定によりㄪ⠇機⬟の᳨ᰝを 定する．㸧 

㹣．➽㦵᱁⣔に関する᳨ᰝ 

㹟㸧上⫥の㐠動機⬟，圧③点等の᳨ᰝ 

㹠㸧その་ᖌがᚲ要とㄆめる᳨ᰝ 

㸦㸰㸧定ᮇ健康診断

作業⪅の㓄置後の健康≧ែを定ᮇ的にᢕᥱし，⥅⥆的な健康管理を適ษに㐍めるため，

�年௨ෆごとに �回，定ᮇに，次の項目について健康診断を行うこと．

ձ 業務Ṕのㄪᰝ

ղ ᪤ Ṕのㄪᰝ

ճ 自ぬ≧の有↓のㄪᰝ

㹟．║⑂労をとするど器に関する≧ 

㹠．上⫥，㢕⫪⭎部および⭜⫼部をとする➽㦵᱁⣔の≧ 

㹡．ストレスに関する≧ 

㹢．║科学的᳨ᰝ 

㹟㸧ど力᳨ᰝ 

ϸ．㸳㹫ど力の᳨ᰝ 

Ϲ．㏆ぢど力の᳨ᰝ 

㹠㸧その་ᖌがᚲ要とㄆめる᳨ᰝ 

㹣．➽㦵᱁⣔に関する᳨ᰝ 
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㹟㸧上⫥の㐠動機⬟，圧③点等の᳨ᰝ 

㹠㸧その་ᖌがᚲ要とㄆめる᳨ᰝ 

 

１．５．２ ᗣ┦ㄯ 

 作業⪅が気㍍に健康について┦ㄯし，適ษなアࣂࢻスを受けられるように，ࣂࣛࣉシー

保ㆤへの㓄៖を行いつつ，࣓ ៏，ルス，健康上の不安࣊ルࢱࣥ ᛶ⑂労，ストレス等による≧，

自ᕫ管理の方法等についての健康┦ㄯの機会を設けるよう努めること．また，ࣃートࢱマー

等をྵࡴすべての作業⪅が┦ㄯしやすい環境を整備するなど≉ูの㓄៖を行うことがᮃまし

い． 

 

１．５．３ 職場య᧯➼ 

 ᑵ業の๓後ཪはᑵ業中に，体᧯，ストレッチ，リࣛクࢮーシࣙࣥ，㍍い㐠動等を行うことが

ᮃましい． 

 

１．㸴 労働衛生ᩍ⫱ 

労働衛生管理のためのㅖ対策の目的と方法を作業⪅に࿘▱することにより，職場における作

業環境・作業方法の改ၿ，適ṇな健康管理をに行うため及びＶＤＴ作業による心㌟への㈇

ᢸの㍍ῶをᅗることができるよう，次の労働衛生教育を実すること．また，᪂たにＶＤＴ作

業にᚑ事する作業⪅に対しては，ＶＤＴ作業の習得にᚲ要なカ⦎を行うこと．なお，教育及び

カ⦎を実する場ྜは，ィ⏬的に実するとともに，実⤖ᯝについて記㘓することがᮃまし

い． 

㸦㸯㸧作業⪅に対して，次の事項について教育を行うこと．また，ᙜヱ作業⪅が自的に健康

を⥔ᣢ管理し，つ，ቑ㐍していくためにᚲ要な▱識についても教育を行うことがᮃましい． 

ձ ＶＤＴ作業の健康へのᙳ㡪 

ղ ↷᫂，᥇ග及びࢢレアの防止 

ճ 作業時㛫等 

մ 作業ጼໃ 

յ ＶＤＴ機器等のㄪ整・使用法 

ն 作用環境の⥔ᣢ管理 

շ 健康診断とその⤖ᯝに基࡙く事後措置 

ո 健康┦ㄯの体制 

չ 職場体᧯等の実 

պ そのＶＤＴ作業に係る労働衛生上␃意すべき事項 

㸦㸰㸧ＶＤＴ作業にᚑ事する⪅を直᥋管理する⪅に対して，次の事項について教育を行うこと． 

ձ 管理⪅のᙺと心ᵓ࠼ 

ղ 労働衛生管理の概ㄽ 

ճ ＶＤＴ作業の健康へのᙳ㡪 

մ ↷᫂，᥇ග及びࢢレアの防止 

յ 作業時㛫等 

ն 作業ጼໃ 
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շ ＶＤＴ機器等のㄪ整・使用法

ո 作用環境の⥔ᣢ管理

չ 健康診断とその⤖ᯝに基࡙く事後措置

պ 健康┦ㄯの方法

ջ 職場体᧯等のᚲ要ᛶと方法

ռ ＶＤＴ作業ᚑ事⪅に対する教育の方法

ս 㓄៖事項等

վ そのＶＤＴ作業に係る労働衛生上␃意すべき事項

１．㸵 㓄៖㡯➼ 

㸦㸯㸧高㱋⪅に対する㓄៖事項等

ぢやすい文Ꮠの大きさや作業にᚲ要な↷ᗘ等は，作業⪅の年㱋により大きく␗なる． 多

くのＶＤＴ作業の場ྜ，文Ꮠࢬࢧ，㍤ᗘࣥࢥトࣛスト等の⾲♧᮲௳は使用する機器の

設定によりㄪ整することが可⬟であり，作業⪅にとってぢやすいように適ྜさࡏること

がᮃましい． ↷᫂機器等も，ኳに㓄置した全体↷᫂とはูにᚲ要となる場ྜは，ᒁᡤ

に作業用↷᫂機器を㓄置することによりಶ人の≉ᛶに㓄៖した↷ᗘ᮲௳を実現すること

が可⬟となる． 作業時㛫，作業ᐦᗘ，教育，カ⦎等についても，高㱋⪅の≉ᛶに適ྜさ

 ．る㓄៖がᮃまれるࡏ

㸦㸰㸧㞀ᐖ➼ࢆ᭷ࡍるసᴗ者にᑐࡍる㓄៖㡯

ＶＤＴ作業は，➽力やど力等に障害があっても，作業できるように，種々のᨭ対策が

‽備されている．このようなᨭ機器や適ษな作業環境，作業管理によって，障害を有

する場ྜでも，ＶＤＴ作業を快適に行うような措置をㅮじることがᮃましい． 
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２．ᛂᛴฎ⨨ 

２．１ ᛂᛴᡭᙜとᩆฎ⨨ 

⚾たࡕは�いつ，どこで，✺然のけがや気におそわれるわりまࡏん．そんなときに，ᐙ

ᗞや職場でできるᡭᙜのことを応急ᡭᙜといいます．㝔に行くまでに応急ᡭᙜをすることで，

けがや気のᝏ化を防ぐことができます． 

 けがや気の中でも最も重⠜で⥭急を要するものは，心⮚や྾が止まってしまった場ྜで

す．急ᛶ心➽᱾ሰ㸦心⮚の気㸧や⬻༞中㸦⬻の気㸧などは，ఱの๓ゐれもなく㉳こることが

あり，心⮚と྾が✺然止まってしまうこともあります．ࣉールで⁒れたり，ႃにお㣰をワま

らࡏたり，あるいは，けがで大出⾑したときも，ఱもしなければやがては心⮚と྾が止まっ

てしまいます．ついさっきまでඖ気にしていたのに，✺然，心⮚や྾が止まってしまった͐͐．

こんな人のをᩆうために，そばにᒃྜわࡏた人ができる応急ᡭᙜのことをᩆ処置といいま

す． 

２．２ ᩆᛴの連㙐 

 യ⪅のをᩆい，♫会ᖐにᑟくためにᚲ要となる一㐃の行いを「ᩆの㐃㙐」といいま

す．「ᩆの㐃㙐」は，㹙心止のண防㹛㹙心止の᪩ᮇㄆ識と㏻ሗ㹛㹙一次ᩆ処置㹛㹙次ᩆ

処置と心ᢿ㛤後の㞟中⒪㹛のᅄつの㍯で成り立っており，このᅄつの㍯が㏵ษれることな

くすばやくつながることでᩆຠᯝが高まります．㸦ᅗϩ．㸰．㸯㸧 

「ᩆ急の㐃㙐」の最初の୕つの㍯は，現場にᒃྜわࡏたᕷẸにより行われることがᮇᚅされ

ます．ᕷẸにより心⫵⸽生が行われうが，行われなった時より生Ꮡ⋡が高く，ᕷẸが $(' を

使用し電気シࣙックを行ったうが，ᩆ急㝲の฿╔をᚅつことなく᪩く実できるため，生Ꮡ

⋡や♫会ᖐ⋡が高いことがわっています． 

ᅗϩ．㸰．㸯 ᩆ急㐃㙐 

 ᚰṆのண㜵ࠖࠕ２．２．１

一つ目の㍯は「心止のண防」です．子どもの✺然Ṛのなཎᅉには，けが，⁒Ỉ，❅ᜥなど

がありますが，その多くは日ᖖ生活の中で十分に注意することでண防できるものです．心⮚や

྾が止まってしまった場ྜのᩆ急処置も大事ですが，ఱよりも✺然Ṛを未然に防ぐことが一

␒ຠᯝ的です． 

成人の✺然Ṛのなཎᅉは，急ᛶ心➽᱾ሰや⬻༞中です．これらは，生活習័ともばれ

ており，生活習័の改ၿでそのⓎのリスクをపୗさࡏることも大ษなண防の一つです．し

し，「ᩆの㐃㙐」における心止のண防とは，急ᛶ心➽᱾ሰや⬻༞中の初ᮇ≧に気き，ᑡ

しでも᪩くᩆ急㌴を要ㄳすることです．これによって，心止になる๓に㝔へ行って⒪を

㛤始できる可⬟ᛶが高くなります． 
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 ᚰṆの᪩ᮇㄆ㆑と㏻報ࠖࠕ２．２．２

 つ目の㍯は「心止の᪩ᮇㄆ識と㏻ሗ」です．心止を᪩くㄆ識するためには，✺然ಽれ

た人や，応のない人をࡳたら，ただࡕに心止をうことが大ษです．心止の可⬟ᛶがあ

れば大ኌで応をび，��� ␒㏻ሗと $(' のᡭ㓄を౫㢗し，$(' やᩆ急㝲がയ⪅のもとにᑡし

でも᪩く฿╔するように行動します． 

 また，心⫵⸽生の方法を理ゎしていない，やり方をᛀれてしまった場ྜでも，��� ␒㏻ሗの電

ヰを㏻じて心⫵⸽生などのᣦᑟを受けることができます． ��� ␒㏻ሗを行う㝿はあࡏらずに電

ヰのၥいに応じてയ⪅の≧ែを⡆₩にఏ࠼るよう心がけてください． 

 ࠖ⨨ḟᩆᛴฎ୍ࠕ２．２．３

୕つ目の㍯の「一次ᩆ処置」とは，心⫵⸽生法と $(' の使用によって，止まってしまった

心⮚と྾の動きをຓける方法です．  

㸦�㸧心⫵⸽生法とは

心⫵⸽生法とは，⬚をᙉく圧㏕する「⬚㦵圧㏕」と，ཱྀら⫵にᜥを྿き㎸ࡴ「人ཱྀ྾」に

よって，止まってしまった心⮚と྾の動きをຓける方法です． 

 ⬻は，心⮚が止まると �� ⛊௨ෆに意識がなくなり，�㹼� 分௨上そのままの≧ែが⥆くと回

することがᅔ㞴となります．心⮚が止まっている㛫，心⫵⸽生によって⬻や心⮚に⾑ᾮを㏦

り⥆けることが $(' のຠᯝを高めるとともに，心⮚の動きがᡠった後に後㑇をṧさないため

にも重要です．がຓる可⬟ᛶは時㛫とともにῶっていきますが，そばにᒃྜわࡏた人が心

⫵⸽生を行った場ྜには，そのῶり方がずいࡪんとࡺっくりになります㸦ᅗϩ．㸰．㸰㸧．この

ことらもわるように，യ⪅のをᩆうためには，その場にᒃྜわࡏた「あなた」が心⫵

⸽生を行うことが最も大ษなのです． 

㸦㸰㸧$(' とは

心⮚が✺然止まるのは，心⮚がࣈルࣈルと⤱くࡩる࠼る「心室⤱動」によって生じること

がᑡなくありまࡏん。この場ྜには，できるだけ᪩く心⮚に電気シࣙックを࠼，心⮚のࡩる

⤱を取り㝖くことにこれを「㝖⤱動」といいます㸧がとても重要です．$('㸦㸻自動体እ式㝖࠼

動器㸧とは，この電気シࣙックを行うための機器です．ࣆࣥࢥューࢱーによって自動的に心室

⤱動どうをㄪべて，電気シࣙックがᚲ要どうをỴ定し，㡢ኌ࣓ッࢭーࢪで電気シࣙッ

クをᣦ♧してくれますので，一⯡の人でも⡆༢で確実に᧯作することができます．

最㏆では✵ や㥐，ദし物࣍ール，ࣃࢹートやබඹ設など，いࢁいࢁな場ᡤに $(' を備࠼

け，その場にᒃྜわࡏた人によって $(' を活用してもらうことで，今までᩆ急㝲をᚅってい

たのではຓらなったもしれない人々のᩆにつなげることを目ᣦす動きがᗈがっていま

す．現ᅾ，琉球大学工学部 � ྕ㤋の事務室๓にᅗϩ．㸰．㸱のように設置されています． 

ᅗϩ．㸰．㸰 応急ᡭᙜとᩆ急᭤線 ᅗϩ．㸰．㸱 $('㸦工学部 � ྕ㤋事務室๓㸧 
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２．３ ᚰ⮚ࡸ྾ࡀṆࡗࡲて͐ࡽࡓࡗࡲࡋ 

 ᩆ急㌴が฿╔するまでには全国ᖹᆒで⣙ � 分㛫ります。ᩆ急㌴が᮶るまでᡭをこまねい

ていては，ຓるもຓけられないことになります．そうならないためにも，そばにᒃྜわࡏ

た皆さん一人一人がᩆ処置を行࠼るよう，心⫵⸽生法や $(' の使用方法を㌟にけておくこ

とが大ษなのです．現場にᒃྜわࡏた「ᕷẸ」ら「ᩆ急㝲」へ，「ᩆ急㝲」ら「་ᖌ」へ，

のࣂトࣥをᘬき⥅ぐ「ᩆのリレー」㸦ᅗϩ．㸰．㸲㸧を㏵ษれさࡏないために，一人でも多

くのᕷẸがຬ気をもって「ఱ一つ」でも行動に⛣し，ᩆの第 � ㉮⪅として，「ᩆのリレー」

をスࢱートさࡏてください． 

ᅗϩ．㸰．㸲 ᩆのリレー 

２．㸲 ᩆฎ⨨のᡭ㡰（ᚰ⫵⸽生） 

㸦�㸧応㸦意識㸧を確ㄆする

または「もし「大ኵです」യ⪅の⪥もとでە

もし」と大ኌでびけながら，⫪を㍍くたたき，

応があるないをࡳます．㸦ᅗϩ．㸰．㸳㸧

 ࢺ࣏ࣥ

なんら，けなどに対して目を㛤けるびە

の㏉⟅または目的のあるしぐさがなければ

「応なし」とุ断します．

きつるような動きࡦけいれんのような全㌟がە

は「応なし」とุ断します．

を⪺き，ᚲ要な࠼応があれば，യ⪅のッە

応急ᡭᙜを行います． ᅗϩ．㸰．㸳 応の確ㄆ 

（２）ຓけࢆࡪ

᮶て㸟人がಽ応がなければ，大きなኌで_ㄡە

れています㸟」とຓけをồめます。

༠力⪅が᮶たら，「あなたは ��� ␒へ㏻ሗしてく

ださい」「あなたは $(' をᣢってきてください」

とල体的に౫㢗します．㸦ᅗϩ．㸰．㸴㸧

 ト࣏ࣥ

ᩆຓ⪅が一人の場ྜや，༠力⪅がㄡもいないᇼە

ྜには，次のᡭ㡰に⛣る๓に，まず自分で ���

␒㏻ሗをしてください。また，すぐ㏆くに $(' が

あることがわっている場ྜには $(' を取りに行

ってください．

���ە ␒㏻ሗすると，㏻ಙᣦ௧員が次のᡭ㡰をᣦ

ᑟしてくれます．

ᅗϩ．㸰．㸴 ��� ␒㏻ሗと $(' のᡭ㓄 
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㸦㸱㸧྾の確ㄆ

どうയ⪅が「ᬑẁどおりの྾」をしているە

を確ㄆします．㸦ᅗϩ．㸰．㸵㸧

യ⪅のそばにᗙり，�� ⛊௨ෆでയ⪅の⬚や

⭡部の上がりୗがりをぢて，ᬑẁどおりの྾を

しているุ断します．

ᅗϩ．㸰．㸵 ྾の確ㄆ 

 ࢺ࣏ࣥ

次のいずれの場ྜには，「ᬑẁどおりの྾なし」とุ断します． 

や⭡部の動きがない場ྜ⬚ە

⣙ە �� ⛊㛫確ㄆしても྾の≧ែがよくわらない場ྜ

られる場ྜࡳしやくりあげるような，㏵ษれ㏵ษれに㉳きる྾がە

心止が㉳こった直後には，྾にకう⬚や⭡部の動きがᬑẁどおりでない場ྜや，しやく

り㸦あげるような㏵ษれ㏵ษれに㉳きる྾がࡳられることがあります．この྾を「Ṛᡓᮇ

྾」㸧といいます．「Ṛᡓᮇ྾」は「ᬑẁどおりの྾」ではありまࡏん． 

㸦㸲㸧⬚㦵圧㏕

യ⪅にᬑẁどおりの྾がないとุ断したら，ただࡕに⬚㦵圧㏕を㛤始し，全㌟に⾑ᾮを

㏦ります．㸦ᅗϩ．㸰．㸶㸧 

ᅗϩ．㸰．㸶 ⬚㦵圧㏕ ᅗϩ．㸰．㸷 ⬚㦵圧㏕のጼໃ 

．圧㏕します「㛫なく࠼⤯，ᙉく，㏿く」の真ん中㸦ᅗϩ．㸰．㸯㸮㸧を，重ねた୧ᡭで⬚ە

．の真ん中㸦ᅗϩ．㸰．㸯㸮㸧に，∦方のᡭのけ᰿を置きます⬚ە

．と，より力が㞟中します．㸦ᅗϩࡴ方のᡭをそのᡭの上に重ねます。୧ᡭのᣦをいに組ە

㸰．㸯㸯㸧

ᅗϩ。㸰．㸯㸮 ⬚㦵圧㏕部 ᅗϩ．㸰．㸯㸯 ୧ᡭの置き方 

－104－



け，യ⪅の⬚がᑡなくともをまっすぐに௰ばしてᡭのけ᰿の部分に体重を⫝ە �FP ỿࡴ

どᙉく圧㏕します．㸦ᅗϩ．㸰．㸯㸰㹼ᅗϩ．㸰．㸯㸲㸧

�ە 分㛫にᑡなくとも ��� 回の㏿いテ࣏ࣥで �� 回㐃⥆して⤯࠼㛫なく圧㏕します．

．りᡠるまで十分に力をᢤきます圧㏕と圧㏕の㛫㸦圧㏕を⦆めるとき㸧は，⬚がしっە

ᅗϩ．㸰．㸯㸰 ᅗϩ．㸰．㸯㸱 ᅗϩ．㸰．㸯㸲 

୧ᡭの組ࡳ方と力を加࠼る部 ᆶ直に圧㏕する ᩳめに圧㏕しない 

㸦㸳㸧人工྾㸦ཱྀ対ཱྀ人工྾㸧

�� 回の⬚㦵圧㏕⤊後，ཱྀ対ཱྀ人工྾によりᜥを྿き㎸ࡳます．

Ẽ㐨☜ಖ（ᅗϩ．２．１５ 㢌部ᚋᒅࡈ࠶ඛᣲୖ法） 

．യ⪅のႃのዟをᗈげて✵気を⫵に㏻しやすくしますە

ᗇᡭを㢠にᙜて，もう一方のᡭの人ᕪしᣦと中ᣦの㸰本ە

をあごඛ㸦㦵のある◳い部分㸧にᙜてて，㢌を後ࢁにの

けࡒらࡏ㸦㢌部後ᒅ㸧，あごඛを上げます．㸦あごඛᣲ上㸧

 ࢺ࣏ࣥ

．い部分をᙉく圧㏕しないようにするᣦでୗあごのᰂらە

ᅗϩ．㸰．㸯㸳㢌部後ᒅあごඛᣙ上法 

ே工྾ 

気㐨を確保したまま，㢠にᙜてたᡭのぶᣦと人ᕪしᣦە

でയ⪅の㰯をつまࡳます．

を大きく㛤けてയ⪅のཱྀをそい，✵気が₃れないཱྀە

ようにして，ᜥを⣙㸯⛊けて྿き㎸ࡳます．യ⪅

の⬚がᣢࡕ上がるのを確ㄆします．㸦ᅗϩ．㸰．㸯㸴㸧

．ますࡳいったんཱྀを㞳し，ྠじ要㡿でもう㸯回྿き㎸ە

ᅗϩ．㸰．㸯㸴⬚がᣢࡕ上がるのを確ㄆ 

 ࢺ࣏ࣥ

で，いずれも⬚が上がるのが理ですが，もし⬚が上がらない場ྜでも，྿ࡳ㸰回の྿き㎸ە

き㎸ࡳは㸰回までとし，すぐに⬚㦵圧㏕に㐍ࡳます．

人工྾をしている㛫は⬚㦵圧㏕が中断しますが，その中断時㛫はできるだけ▷くなるようە

にしてください．

感ᰁ防ㆤල㸦ᅗϩ．㸰．㸯㸵㹼ᅗϩ．㸰．㸯㸷㸧㸫方ྥᘚきの感ᰁ防止用シートあるいは人ە

工྾用マスク㸧をᣢっているとᙺ立ࡕます．

てཱྀ対ཱྀ人工྾を行うࡏら出⾑している場ྜや，ཱྀとཱྀを直᥋᥋ゐさയ⪅の㢦㠃やཱྀە

ことがためらわれる場ྜには，人工྾を省␎し，⬚㦵圧㏕のࡳを⥆けます．
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ᅗϩ．㸰．㸯㸵       ᅗϩ．㸰．㸯㸶       ᅗϩ．㸰．㸯㸷 

感ᰁ防ㆤල    㸫方ྥᘚきの感ᰁ防止用シート 一方ྥᘚ人工྾用マスク 

 

 

㸦㸴㸧心⫵⸽生�⬚㦵圧㏕と人工྾�の⥅⥆  

㦵圧㏕を⬚ە �� 回㐃⥆して行った後に，人工྾を㸰回行います． 

���㸦ࡏわྜࡳこの⬚㦵圧㏕と人工྾の組ە� のࢧクル㸧を，ᩆ急㝲にᘬき⥅ぐまで⤯࠼㛫

なく⥆けます． 

 ࢺ࣏ࣥ

�㦵圧㏕を⥆けるのは⑂れるので，もしᩆຓ⪅が人௨上いる場ྜは，�㹼⬚ە 分㛫⛬ᗘを目安

に，⬚㦵圧㏕のᙺを௦するのがよいでしࡻう． 

 ．心⫵⸽生を中止するのは次の場ྜですە

ձᩆ急㝲に心⫵⸽生をᘬき⥅いだとき㸦ᩆ急㝲が฿╔してもあわてて中止ࡏずに，ᩆ急㝲の

ᣦ♧にᚑいます．㸧 

ղ心⫵⸽生を⥆けているうࡕにയ⪅が目を㛤けたり，ᬑẁどおりの྾をし始めた場ྜ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᅗϩ・㸰．㸰㸮 ⬚㦵圧㏕と人工྾の組ྜࡳわࡏ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－106－



２．５ ᩆฎ⨨のᡭ㡰（$(' の使⏝ᡭ㡰） 

')$，心⫵⸽生を行っている㏵中でە が届いたらすぐに $(' を使う‽備を始めます．

')$ە にはいくつの種㢮がありますが，どの機種もྠじᡭ㡰で使࠼るように設ィされていま

す．$(' は電※が入ると㡢ኌ࣓ッࢭーࢪと点⁛するࣛࣥࣉで，あなたが実すべきことをᣦ♧

してくれますので，ⴠࡕ╔いてそれにᚑってください．

')$，可⬟であればە の‽備中も心⫵⸽生を⥆けてください．

㸦㸯㸧$(' の฿╔と‽備

ձ$(' をയ⪅の㏆くに置く

')$ە をയ⪅の㏆くに置きます．ࢣースら本体を取り出します．ᅗϩ．㸰．㸰㸯㸧

ղ$(' の電※を入れる

')$ە のࡩたを㛤け，電※ࣥࢱ࣎をᢲします．ࡩたを㛤けるとⓑ動的に電※が入る機種もありま

す．㸦ϩ．㸰．㸰㸰㸧

．にᚑって᧯作しますࣉと点⁛するࣛࣥࢪーࢭ電※を入れたら，௨㝆は㡢ኌ࣓ッە

ᕥ㸸ᅗϩ．㸰．㸰㸯$(' を置く場ᡤ

ྑ�ᅗϩ．㸰．㸰㸰 $(' の電※を入

れる 

ճ電ᴟࣃッࢻを㈞る

．യ⪅の⾰᭹を取り㝖き，⬚をはだけますە

らはがし，⢓╔㠃をയ⪅の⬚の⫙にしっをシールࢻッࣃの⿄を㛤ᑒし，電ᴟࢻッࣃ電ᴟە

りと㈞りけます。㸦ᅗϩ．㸰．㸰㸱，ᅗϩ．㸰．㸰㸲㸧

ルをࣈーࢣのࢻッࣃ機種によっては電ᴟە $(' 本体のᕪ㎸ཱྀ㸦点⁛している㸧に入れるものが

あります．

 ࢺ࣏ࣥ

は，⬚のྑ上㸦㙐㦵のୗ㸧および⬚のᕥୗഃ㸦⬥のࢻッࣃ電ᴟە �㹼�FP ୗ㸧の置に㈞りけ

ます㸦㈞りける置は電ᴟࣃッࢻに⤮で⾲♧されていますのでࠊそれにᚑってください㸧． 

．を㈞りける㝿にも，可⬟であれば⬚㦵圧㏕を⥅⥆してくださいࢻッࣃ電ᴟە

リーࢧࢭりと㈞りけます。アクは，⫙との㛫にすき㛫を作らないよう，しっࢻッࣃ電ᴟە

などの上ら㈞らないように注意します．

成人用とᑠඣ用のە � 種㢮の電ᴟࣃッࢻが入っている場ྜや，成人用ࣔーࢻとᑠඣ用ࣔーࢻの

ษり᭰࠼がある機種があります．その場ྜ，ᑠ学生௨上には成人用の電ᴟࣃッࢻ㸦成人用ࣔ

ーࢻ㸧を使用し㺂未ᑵ学ඣにはᑠඣ用の電ᴟࣃッࢻ㸦ᑠඣ用ࣔーࢻ㸧を使用してください．成

人には，ᑠඣ用電ᴟࣃッࢻ㸦ᑠඣ用ࣔーࢻ㸧は使用しないでください．

ᅗϩ．㸰．㸰㸱 電ᴟࣃット ᅗϩ．㸰．㸰㸲 電ᴟࣃットを㈞る置 
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㸦㸰㸧心電ᅗのゎᯒ

がὶれ，自動ࢪーࢭを㈞りけると͆体にゐれないでください͇などと㡢ኌ࣓ッࢻッࣃ電ᴟە

的に心電ᅗのゎᯒが始まります．このとき，「ࡳなさん，㞳れて��」と注意をಁし，ㄡもയ

⪅にゐれていないことを確ㄆします．㸦ᅗϩ．㸰．㸰㸳㸧

をᢲすࣥࢱ࣎にᚑってゎᯒࢪーࢭ一部の機種には，心電ᅗのゎᯒを始めるために，㡢ኌ࣓ッە

ことがᚲ要なものがあります．͆シࣙックは不要です͇などの㡢ኌ࣓ッࢭーࢪがὶれた場ྜ

は，ただࡕに⬚㦵圧㏕を㛤します．

ᅗϩ．㸰．㸰㸳 ゎᯒ中は㡢ኌ࣓ッࢭーࢪにᚑい㞳れる 

㸦㸱㸧電気シࣙック

')$ە が電気シࣙックを加࠼るᚲ要があるとุ断すると͆シࣙックがᚲ要です͇などの㡢ኌ࣓

ッࢭーࢪがὶれ，自動的に電が始まります．電にはᩘ⛊ります．

が出て，シࢪーࢭをᢲしてください͇などの㡢ኌ࣓ッࣥࢱ࣎電がすると，͆シࣙックە

ࣙックࣥࢱ࣎が点ⅉし，電の㐃⥆㡢が出ます．

と注意をಁし，ㄡもയ「なさん，㞳れて�㸟ࡳ。シࣙックを行います」，電がしたらە

⪅にゐれていないことを確ㄆし，シࣙックࣥࢱ࣎をᢲします．㸦ᅗϩ．㸰．㸰㸴㸧

 ࢺ࣏ࣥ

ら㞳れ，ㄡもയ⪅にゐれていないことを⪅をᢲす㝿は，ᚲず自分がയࣥࢱ࣎シࣙックە

確ㄆします。電気シࣙックが加わると，യ⪅の⭎や全㌟の➽⫗が一▐けいれんしたように

．クッと動きますࣅ

㸦㸲㸧心⫵⸽生の㛤

ーࢭに⬚㦵圧㏕を㛤始してください͇などの㡢ኌ࣓ッࡕ電気シࣙックがすると，͆ただە

�ᅗϩ．㸰．㸰㸵�に⬚㦵圧㏕を㛤します．ࡕがὶれますので，これにᚑって，ただࢪ

 ࢺ࣏ࣥ

')$ە を使用する場ྜでも，$(' による心電ᅗのゎᯒや電気シࣙックなど，やࡴを得ない場ྜを

㝖いて，⬚㦵圧㏕の中断をできるだけ▷くすることが大ษです．

ᕥ�ᅗϩ．㸰．㸰㸴 

シࣙックࣥࢱ࣎をᢲす

ྑ�ᅗϩ．㸰．㸰㸵  

ただࡕに⬚㦵圧㏕を㛤 

㸦㸳㸧$(' のᡭ㡰と心⫵⸽生の⧞り㏉し

心⫵⸽生を㛤してە � 分ど⤒ったら，び $(' が自動的に心電ᅗのゎᯒを行います。㡢ኌ

࣓ッࢭーࢪにᚑってയ⪅らᡭを㞳し，࿘りの人も，യ⪅ら㞳れます．

௨後は，㸺㸦㸰㸧心電ᅗのゎᯒ，㸦㸱㸧電気シࣙック，㸦㸲㸧心⫵⸽生の㛤㸼のᡭ㡰を，⣙㸰ە

分㛫おきに⧞り㏉します．
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３．ᗣデ᩿と⮬ᕫ管理 
 
  健康診断は，ಶ々の教職員について健康≧ἣをᢕᥱし，適ษな健康管理を行うためにᚲ要 
 であるとともに，教職員の健康≧ἣら作業環境や作業ෆᐜのၥ㢟点をⓎぢし，その改ၿを 

ᅗっていくために重要なものである． 
このため，労働安全衛生法第㸴㸴᮲では，第㸯項で「事業⪅は，労働⪅に対し，་ᖌによる

健康診断を行わなければならない．」，第㸳項で「労働⪅は，事業⪅が行う健康診断を受けな

ければならない．」と᫂記し，事業⪅に健康診断の実，労働⪅に健康診断の受診を⩏務࡙け

ている．本学ᑵ業規則第㸴㸱᮲においても「職員は，ṇᙜな事⏤なしに健康診断をᣄんでは

ならない．」とㅻっている．健康診断の実等については，⥲務部人事ㄢ，学生部学生ㄢと各

学部で㐃携をᐦにし，労働安全衛生法等の規定にἢった対応がᚲ要である． 事業⪅が行うべ

き健康診断は，次のとおりである． 
 
㸦㸯㸧一⯡健康診断 

ձ 㞠入時の健康診断 
ղ 定ᮇ健康診断 
ճ ≉定業務ᚑ事⪅の健康診断 
մ ᾏእὴ㐵労働⪅の健康診断 
յ ⤖᰾健康診断 
ն ⤥㣗ᚑ事⪅の᳨౽ 

㸦㸰㸧≉Ṧ健康診断 
ձ 有害業務ᚑ事⪅に対する≉ูな健康診断 

D．有機⁐等健康診断 

E．電㞳ᨺᑕ線健康診断 

F．≉定化学物㉁等健康診断 

G．高気圧業務健康診断 

H．ṑ科་ᖌによる健康診断 
㸦㸱㸧その健康診断 

ձ 行ᨻᣦᑟによる健康診断㸦ＶＤＴ作業健康診断など㸧 
㸦㸲㸧⮫時の健康診断 

㒔㐨ᗓ┴労働ᒁ長がᣦ♧する健康診断 
 

なお，本学では，保健管理ࢱࣥࢭーに་ᖌ，⮫ᗋ心理ኈ及び┳ㆤᖌを㓄置して࣓ࣥࢱル࣊

ルスをྵࡴ健康┦ㄯにも応じており，心と㌟体のトーࢱルな健康の保ᣢቑ㐍に努めている㸦保

健管理ࢱࣥࢭー 電ヰ㸶㸷㸳㸫㸶㸯㸲㸲㸧． 

学生については，本マニュアル㸱࣌ーࢪに᫂記しているとおり，教職員とྠじㄆ識で扱う

ᚲ要がある．学生の健康診断は，学ᰯ保健安全法，本学学生㏻則で⩏務࡙けられており，≉

Ṧ健康診断等については，琉球大学≉定業務ᚑ事⪅の健康診断及び≉Ṧ健康診断㸦≉Ṧ健康

診断等㸧の実方㔪で，教職員に‽じて実することとしている． 
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㸲．ཷືႚ↮㜵Ṇについて

㸲．１ はじめに

 健康ቑ㐍法㸦ᖹ成㸯㸲年法律第㸯㸮㸱ྕ㸧第㸰㸳᮲において「学ᰯ，体育㤋，事務ᡤ等多ᩘの

⪅が用する設を管理する⪅は，これらを用する⪅について受動喫煙を防止するためにᚲ

要な措置をㅮずるように努めなければならない．」とㅻっている．

また，ᖹ成㸯㸳年㸳᭶㸷日け基Ⓨ第㸮㸳㸮㸷㸮㸮㸯において「職場における喫煙対策のた

めのガࣥࣛࢻ」がබ♧され㠀喫煙⪅に対して不快感，ストレス等を࠼ていることがᣦ

されており，職場における労働⪅の健康の確保や快適な職場環境のᙧ成のほ点ら，受動喫煙

を防止するための労働衛生上の対策が一ᒙồめられている．  

本学では「琉球大学における受動喫煙防止に関する⏦ྜࡏ」㸦㸲．㸳㸧がᖹ成㸯㸴年㸳᭶㸰㸳

日の安全衛生委員会においてᢎㄆされ実されている．

㸲．２ ཷືႚ↮

 受動喫煙とは，「室ෆཪはこれに‽ずる環境において，自らの意ᚿにわらず人のたばこ

の煙を྾わされる」ことをいう．

㸲．３ ཷືႚ↮㜵Ṇ⟇

㸦㸯㸧ᘓ物ෆのඹ㏻部分㸦事務室，ㅮ⩏室，実験室，㣗ᇽ，体育㤋，ࢧークル室，トレ，ᗯ

ୗ，㝵ẁの㋀り場等㸧は，⚗煙とする．ただし，各学部長等がᚲ要とㄆめ，ᘓ物ෆに喫

煙場ᡤを᫂♧して設けた場ྜはこの限りでない．

㸦㸰㸧教ᐁ研究室等ಶ人がとして使用している部ᒇはཎ則⚗煙とする．やࡴを得ず喫煙する

場ྜは，入室する学生等に対し受動喫煙の防止に㓄៖する，ᗯୗ等のඹ㏻部分にᙳ

㡪を及ࡰさないよう，ᚲ要な措置をㅮずるものとする．

㸦㸱㸧ᒇእについても⚗煙とする．ただし，「Ṍきࢥࣂࢱ」等防止のため，各学部長等が≉定の

喫煙場ᡤをᒇእに設けた場ྜは，この限りでない．
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㸲．㸲 ≉ᐃのႚ↮場ᡤ

工学部では，ୗ記の掲♧をすることにより，≉定の喫煙場ᡤを࿘▱している．㸦ᅗϩ．㸲．㸯㸧

ᅗϩ．㸲．１ 工学部における≉定の喫煙場ᡤ

㸲．５ ⌰⌫学におけるཷືႚ↮㜵Ṇに㛵ࡍる⏦ྜࡏ

琉球大学における受動喫煙防止に関する⏦ྜࡏ

ᖹ成㸯㸴年㸳᭶㸰㸳日

安全衛生委員会㸦༓ཎ事業場㸧ᢎㄆ

㸦目的㸧

㸯．この⏦ྜࡏは，健康ቑ㐍法㸦ᖹ成㸯㸲年法律第㸯㸮㸱ྕ㸧に基࡙き，琉球大学における，

教職員及び学生等の健康の保ᣢቑ㐍୪びに快適な職場及びಟ学環境のᙧ成のಁ㐍をᅗるた

め受動喫煙防止策を᥎㐍することを目的とする．
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㸦定⩏㸧

㸰．「受動喫煙」とは，「室ෆཪはこれに‽ずる環境において，自らの意ᚿにわらず人

のたばこの煙を྾わされる」ことをいう．

㸦受動喫煙防止策㸧

㸱．次の各ྕに掲げる場ᡤにあっては，⚗煙とする．

㸦㸯㸧ᘓ物ෆのඹ㏻部分㸦事務室，ㅮ⩏室，実験室，㣗ᇽ，体育㤋，ࢧークル室，トレ，ᗯ

ୗ，㝵ẁの㋀り場等㸧は，⚗煙とする．

ただし，各学部長等がᚲ要とㄆめ，ᘓ物ෆに喫煙場ᡤを᫂♧して設けた場ྜはこの限

りでない．

㸦㸰㸧教ᐁ研究室等ಶ人がとして使用している部ᒇはཎ則⚗煙とする．やࡴを得ず喫煙する

場ྜは，入室する学生等に対し受動喫煙の防止に㓄៖する，ᗯୗ等のඹ㏻部分にᙳ㡪

を及ࡰさないよう，ᚲ要な措置をㅮずるものとする．

㸦㸱㸧ᒇእについても⚗煙とする．ただし，「Ṍきたばこ」等防止のため，各学部長等が≉定の

喫煙場ᡤをᒇእに設けた場ྜは，この限りでない．

㸦⚗煙対策㸧

㸲．学長は，喫煙及び受動喫煙による健康へのᙳ㡪に関する掲♧ཪは࿘▱をᚲ要に応じて行う

ものとする．

㸦実時ᮇ㸧

㸳．この⏦ྜࡏは，ᖹ成㸯㸴年㸴᭶㸯日ら㸰ࣨ᭶㛫のヨ行ᮇ㛫を⤒て，ᖹ成㸯㸴年㸶᭶㸯日

．ら実する
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５．学生ಖ㝤のຍධについて  
ၥྜࡏඛ 学生ᨭㄢ学生ㆤ係㸦㸮㸷㸶㸫㸶㸷㸳㸫㸶㸯㸱㸳㸧 

工学部では，実習や実験等で機器を使用する等，危険をకう作業を行うこともあるため，ᅾ

学中の一の事故に備࠼て保険に加入することをዡめる．大学が❆ཱྀとなっている．ୗ記㸦㸯㸧

㹼㸦㸰㸧の，㸦㸱㸧などの保険もあるので，各自の≧ἣに応じた保険を㑅ᢥしてしい． 

 

㸦㸯㸧学生教育研究災害യ害保険�␎⛠「学研災」� 

    この保険はṇㄢ中，学ᰯ行事中，学ᰯ設ෆにいる㛫，学ᰯ設ෆእでのㄢእ活動中ཪは㏻

学中・大学設㛫⛣動中に⿕ったࢣガに対し，その⒪日ᩘに応じて保険㔠がᨭᡶわれる全

国規模の⿵ൾ制ᗘです．ͤヲしくはᢸᙜ❆ཱྀにて㓄しておりますࣇࣥࣃレットをご確ㄆୗ

さい． 

 

㸦㸰㸧学研災ᖏ㈺ൾ㈐௵保険�␎⛠「ᖏ㈺㈐」�ͤ学研災に加入している学生が対象 

日本国ෆእにおいて学生㸦⿕保険⪅㸧がࠊ加入しているࢥースの対象となる活動中及びその

 においてࠊ人にࢣガをさࡏたりࠊ人の㈈物をᦆቯしたことによりࠊ法律上のᦆ害㈺

ൾ㈐௵を㈇ᢸすることによって⿕るᦆ害について，保険㔠がᨭᡶわれます． 

ձ加入方法について 

    加入については，保険ෆᐜをご確ㄆの上，ᡶ㎸取扱⚊㸦ᢸᙜ❆ཱྀにて㓄㸧で最ᐤり

のࡺうࡻࡕ㖟行❆ཱྀでᡤ定の保険ᩱを㎸んでください．保険ᩱのに㎸ᡭᩘᩱが

ᚲ要です． 

ղ加入ド᫂᭩について 

    自動Ⓨ行機㸦工学部 �ྕ㤋 �㝵のࠊ学ෆ  ．ᡤに設置㸧でⓎ行できます࢝�

ճ保険㔠のㄳồについて 

    が一，ࢣガ，事故等にあってしまった場ྜは，保険㔠のㄳồができます．ヲしくは

学生ᨭㄢ学生ㆤ係にご確ㄆください． 

 

㸦㸱㸧そのの保険について 

ձ「学研災ᖏ学生生活⥲ྜ保険」㸦␎⛠「ᖏ学⥲」㸧 

�㈈�日本国㝿教育ᨭ༠会がᥦ౪する保険で学研災のࣉ࢜シࣙࣥとして加入すること

ができます． 

おၥྜࡏඛ㸸学生生活⥲ྜ保険┦ㄯࢹスク 

電ヰ ������������㸦ᅵ日⚃日を㝖く �㸸��㹼��㸸��㸧 

 

ղ「学生⥲ྜඹ῭」・「学生㈺ൾ㈐௵保険」・「ᢇ㣴⪅Ṛஸ保障保険」 

全国大学生༠ඹ῭生活༠ྠ組ྜ㸦❆ཱྀは大学生༠㸧がᥦ౪する保険です． 

おၥྜࡏඛ㸸琉球大学生活༠ྠ組ྜ㐃ྜ会 

電ヰ ������������㸦ᅵ日⚃日を㝖く �㸸��㹼��㸸��㸧 

 

ͤそのの保険 ����についてはおၥྜࡏඛへご確ㄆください． 
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㸴．ᩍ職ဨಖ㝤

㸦㸯㸧労働⪅災害⿵ൾ保険・ᾏእ危険≉⣙

本学の教職員㸦ᙺ員を㝖く労働⪅でᖖ，㠀ᖖなど㞠用ᙧែはၥわない㸧は業務上

の事⏤ཪは㏻による㈇യ，，障害，Ṛஸ等の㝿は健康保険等が適用されず，労働

⪅災害⿵ൾ保険法㸦㸰㸰年法律第㸳㸮ྕ㸧により，保険⤥が行われる．

労災保険の適用，⏦ㄳᡭ⥆き等については⥲務部人事ㄢ職員係㸦電ヰ㸮㸷㸶㸫㸶㸷㸳

㸫㸶㸮㸰㸴㸧がᢸᙜしており，⏦ㄳの㝿は学部の⥲務係を⤒⏤して⏦ㄳする．

㸦㸰㸧国立大学法人⥲ྜᦆ害保険

本学ではᖹ成㸯㸴年ᗘら，国立大学༠会を保険ዎ⣙⪅，各国立大学法人を⿕保険⪅

とする⥲ྜ㈺ൾ㈐௵保険に加入しており，次に掲げる事故により，第୕⪅の生もしく

は㌟体を害しཪはその㈈物を⁛ኻ，◚ᦆもしくはởᦆした場ྜにおいて，法律上のᦆ害

㈺ൾ㈐௵を㈇ᢸすることによって⿕るᦆ害に対し保険㔠がᨭᡶわれる．

ձ 大学がᡤ有，使用，または管理する設もしくは設備によって生じたഅ然な事故

ղ 大学の業務㐙行によって生じたഅ然な事故

ճ 大学がᡤ有，使用または管理する᪼㝆機に㉳ᅉする事故

մ 大学が生⏘㈍ཪはᥦ౪する生⏘物によるഅ然な事故

յ 上記ղの業務の⤊後ཪは業務をᨺᲠした後におけるその業務の⤖ᯝによるഅ然な事

故

国立大学法人⥲ྜᦆ害保険に関する事務は㈈務部㈈務⏬ㄢ㈨⏘管理係㸦電ヰ㸮㸷㸶

㸫㸶㸷㸳㸫㸶㸮㸳㸮㸧でᡤᤸしている．
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➨Ϫ⦅ ᐇ࣭ᒆฟ࣭録࣭㈨ᩱ➼ 





 
 

第Ϫ編 実・届出・㘓・㈨ᩱ等 
 
１．はじめに 

 本編は安全を確保するためのཧ⪃として，職場ᕠどより得られたものをもとに，研究室・実

験室・実習室等において，ᬑẁఱ気なく行っている行Ⅽやぢ㐣ごされている危険な事をᣲげ

る．また，その対策や改ၿについてもᣲげる． 

 
㸦㸯㸧届出・㘓・㈨ᩱ等の用方法 

  「工学部安全衛生チェックリスト」は管理のど点ら各ࢥースに関㐃する分㔝をᢤ⢋し，

各実験室等で応用して用して㡬きたい．マニュアルの⣬㠃上に制⣙があるので十分では

ないが，㊊りない部分は各自でㄪべて㡬きたいものである． 
㸦㸰㸧安全衛生管理とሗの㛤♧ 

  安全衛生に関する点᳨・自᳨ᰝ等の記㘓は，各研究室・実験室等で管理して基本的に 3
年の記㘓保Ꮡがᚲ要である．工学部安全衛生委員会に関する会㆟事㘓等は，Web 上で㛤♧

されており，ࢱࣥーࢿットらいつでもぢられるようになっている． 
㸦㸱㸧点᳨・定ᮇ自᳨ᰝ記㘓࢛ࣇーム作成と用方法 

  点᳨・定ᮇ自᳨ᰝ記㘓は実験室等を管理するのに重要なᙺをする．各学科等の実験室

での実験ෆᐜは␗なっており，すべてがᙜてはまるヂではないが各研究室で危険器ල・機械

等をㄪᰝして，各実験室に適した点᳨・記㘓⡙を作成して㡬きたい． 
   

 

１．１ 㟁Ẽ㛵連 

㸦㸯㸧たこ㊊㓄線等によるᐜ㔞不㊊ 

テーࣈルࢱッࣉの定᱁ᐜ㔞は最大 1500W である．ࣉ，ࣥࢥࢯࣃリࣥࢱ，電化〇品㸦෭ⶶᗜ，

電子レ࣏ࣥ，ࢪット，ࣄーࢱー等㸧の定᱁ᐜ㔞㸦ྜィが 1500W ௨ୗ㸧を確ㄆしてらテーࣈ

ルࢱッࣉに᥋⥆する．テーࣈルࢱッࣉにテーࣈルࢱッࣉを᥋⥆して使用しない． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ᅗϪ．１．１ たこ㊊㓄線の 
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ᅗϪ．１．２ 電気ᐜ㔞確ㄆ 

㸦㸰㸧分電┙๓に物を置ない

分電┙は，⥭急時の㝿に電※を㐽断するものである．ᖖ時，分電┙のࢻアが㛤㛢できるよう

にしなければならない．保管ᗜ，᭩Ჴ，実験置等が置れていると，リスクが高まってしま

うᜍれがある．㸦ᅗϪ．㸯．㸱㸧 

改ၿ๓ 改ၿ後 

ᅗϪ．１．３ 分電┙๓の障害物 

㸦㸱㸧₃電㐽断器の定ᮇ点᳨

分電┙ෆには₃電火災および感電災害を防ぐために₃電㐽断器が設置されている．㐽断器の
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保守点᳨㸦᭶ 1 回௨上㸧の動作確ㄆを行うᚲ要がある．また点᳨した㝿にはその記㘓を点᳨記

㘓⡙に記載しなければならない．㸦ᅗϪ．㸯．㸲㸧 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
            ᅗϪ．１．㸲 ₃電ࣈレー࢝と記㘓⡙ 

 

㸦㸲㸧電※ࢣーࣈル・テーࣈルࢱッࣉの㏻㊰ᶓ断 

電※ࢣーࣈルやテーࣈルࢱッࣉが㏻㊰をᶓ断して使用されている場ྜがある．これは人また

はྎ㌴などによりࢣーࣈルが㋃ࡳつけられ，電線ෆ部で断線および᥋ゐ不Ⰻが㉳こる危険ᛶが

ある．また，Ṍ行の㝿に㊊をᘬっけて㌿ಽするᜍれがある．そのためにᑓ用のᗋ用ࣔールを

使用して，ࢣーࣈルの保ㆤと㌿ಽ防止に努めなければならない．㸦ᅗϪ．㸲．㸳㸧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ᅗϪ．１．５ 電※ࢣーࣈルが㏻㊰をᶓ断 

 

㸦㸳㸧その 

 実験器ලや置は，₃電や感電を未然に防ぐためにᚲず᥋ᆅ㸦アース㸧を行うᚲ要がある．

電※のᘏ長で使われているテーࣈルࢱッࣉやࢥーࢻリールを使用する場ྜは，ᕳいた≧ែや᮰

ねて使用しない㸦ᅗϪ．㸯．㸵㸧．ᕳれた≧ែで使用した場ྜは，定᱁್よりもᑠさい್にな

るので加⇕やⓎ火のリスクがకう． 

実験置等でぢける㟢出した≧ែの➃子は，⤯⦕ࣅニルテーࣉや⤯⦕ࣕ࢟ッࣉを使用して

人がᐜ᫆にゐれないようにする．ཪは㟢出➃子部分をそいࡪさるようにアクリル〇ࣂ࢝ーを
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取りける．「感電に注意」等の注意ႏ㉳の⾲♧もᛀれてはならない㸦ᅗϪ．㸯．㸴㸧． 

 実験器ල・置は，₃電や感電を未然に防ぐためにᚲず᥋ᆅ㸦アース㸧を行うᚲ要がある．

実験置にᒓしている᥋ᆅ線を用する方法がある．᥋ᆅ線がᒓしていない場ྜは，置

の㔠ᒓ部分に᥋ᆅ線を᥋⥆する方法もある㸦ᅗϪ．㸯．㸶㸧． 

ᅗϪ．１．㸴 機器の᥋ᆅと㟢出➃子ࣂ࢝ー 

ᅗϪ．１．㸵 テーࣈルࢱッࣉ᮰ね⚗止とࢥーࢻリールのᘬき出し使用 

ᅗϪ．１．㸶 㝃ᒓの᥋ᆅ線とቨ用ࣥࢭࣥࢥトの᥋ᆅ➃子用 
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 ス㛵連࢞ １．２

㸦㸯㸧ガス࣋ࣥ࣎の㌿ಽ防止

 工学部ではᩘ種㢮の高圧ガスを使用している研究室がᏑᅾする．実験室ෆにガス࣋ࣥ࣎がᅛ

定されずに立てられている．ᆅ㟈や᥋ゐによってಽれて，レࢠュレーࢱ部分のᦆയにより高圧

ガスがᄇき出すᜍれがある．不使用࣋ࣥ࣎のᨺ置されている場ྜがあり，⥭急の㝿にリスクを

కうᜍれがある．㸦ᅗϪ．㸯．㸷㸧 

ᅗϪ．１．㸷 ガス࣋ࣥ࣎のㄗᅛ定 

㸦㸰㸧使用ᮇ限とレࢠュレーࢱ設置

 使用῭ࡳ高圧ガスᐜ器は直ࡕに౪⤥業⪅へ㏉༷する．使用中のᐜ器であってもཎ則 �年௨上

␃置しないよう心がける．圧力ㄪ整器に大きな力が加わるとㄪ整器そのものが◚ቯされてガス

がໃいよくᄇᑕされ，ㄪ整器୪びに࣋ࣥ࣎自体が྿き㣕ࡪといった事故があるため，ㄪ整器

をቨにྥける等の㓄៖がᚲ要である．㸦ᅗϪ．㸯．㸯㸮㸧 

ᅗϪ．１．１㸮 ガス࣋ࣥ࣎の使用ᮇ限と圧力ㄪ整器のྥき 

㸦㸱㸧㓟⣲欠ஈと高圧ガス⾲♧

ᐦ㛢した実験室ෆでガス࣋ࣥ࣎を使用する場ྜは，㓟欠に注意しなければならない．使用す
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るガス₃れに応する᳨▱器を設置するのがᮃましい．実験室ෆにガス࣋ࣥ࣎を使用している

ことを入ཱྀに⾲♧をする． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          ᅗϪ．１．１１ 使用するガスの種㢮と⾲♧ 

 

１．３ 学⸆ရ㛵連 

㸦㸯㸧薬品ᗜの㘄と⾲♧ 

 薬品を使用しない場ྜは，薬品ᗜを㘄しなければならない．薬品ᗜෆでẘ物および物を

༊ูして，その⾲♧をしなければならない．また，እら識ูできるように「་薬用እ物」，

「་薬用እẘ物」とࣛ࣋ルを㈞って⾲♧する．㸦ᅗϪ．㸯．㸯㸰㸧 

 

              
 
 
 
 
 
 
 
 

         ᅗϪ．１．１２ 薬品ᗜと実験室入ཱྀの⾲♧ 

 

㸦㸰㸧化学物㉁安全ᛶࢹーࢱシート㸦SDS: Safety Data Seat㸧と使用㔞記㘓⡙ 
SDS は，⥭急時の場ྜに対応が記載されており，いつでも㜀ぴできる場ᡤに置なければな

らない．また，使用した化学薬品はその㔞を記㘓しておなければならない。ヨ薬等はできる

限りᚲ要な㔞のࡳを㉎入し，日ごࢁら整理し，◚ᦆ等によるΰྜによって危険な化学応が
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㉳こらないにように注意する．㸦ᅗϪ．㸯．㸯㸱㸧 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

       ᅗϪ．１．１３ 化学物㉁安全ᛶࢹーࢱシートと受ᡶ⡙の 

 

㸦㸱㸧ࣇࣛࢻトチࣕࣥࣂーの用と保守 

有機⁐および≉定化学物㉁の使用はࣇࣛࢻトチࣕࣥࣂーෆで行うᚲ要がある．≉に≉定化

学物㉁の使用は，ࣇࣛࢻトチࣕࣥࣂーෆで取り扱うことが法律で定められている．ࣇࣛࢻトチ

ᕸ等のくずをᨺ置することで྾いࢁࡰやࣉム࣡࢟，ーෆに物を置いて気のさまたげࣂࣥࣕ

㎸まれないよう注意するᚲ要がある． 
ーはࣂトチࣕࣥࣇࣛࢻ 1 年に 1 回定ᮇ自᳨ᰝを行い，ᛶ⬟⥔ᣢを保つことがỴめられてい

る。また化学薬品を使用する実験室等は有害な業務を行う場ᡤとしてᚲ要な作業環境 定を行

い，その⤖ᯝを記㘓しておなければならない． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

ᅗϪ．１．１㸲 ࣇࣛࢻトチࣕࣥࣂーෆの気㕌化と整理後 
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㸦㸲㸧その

 薬品ᗜෆの薬品保管として，薬品ࣥࣅがࡪつって◚ᦆしないように仕ษりᯈを入れる．ま

た，薬品がこࡰれた場ྜに⿕害を最ᑠ限ᗘに␃めるためにࣃットやࢣースに保管する． 

 実験室ෆにᚲ要௨上の薬品を㉎入して置ない．基本的に薬品は，可⇞ᛶ物㉁なのでᚲ要௨

上の㔞を保管するとᾘ防法にゐするᜍれがある． 

ᅗϪ．１．１５ 薬品ࣃットと可⇞ᛶ物㉁ 

１．㸲 ⮬↛⅏ᐖ㛵連 

㸦㸯㸧ⴠୗ防止の対応

ᆅ㟈災害によるⴠୗ防止措置に対するᣦがあげられる．中でも多いのが「᭩Ჴの上に重㔞

物が置れている」ことである．重㔞物を᭩Ჴ等の上に置くことはᆅ㟈による次災害が㉳き

やすいため᧔ཤするᚲ要がある㸦ᅗϪ．㸯．㸯㸴，ᅗϪ．㸯．㸯㸵㸧． 

ᅗϪ．１．１㸴 Ჴの上の重㔞物の事 
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ᅗϪ．１．１㸵 重㔞物のⴠୗ防止Ჴ対策 

ᅗϪ．１．１㸶 Ჴの上の重㔞物㸦保管ᗜ㸧と᧔ཤ後

㸦㸰㸧㌿ಽ防止の対策

㌿ಽ防止対策の方法として，ẁ組ࡳの᭩Ჴは上ୗの㐃⤖，上部の᭩Ჴはቨᅛ定とする．L
Ꮠ෬ලまたは直᥋⫼中版に✰をあけてᅛ定する．㸦ᅗϪ．㸯．㸯㸷，ᅗϪ．㸯．㸰㸮，ᅗϪ．

㸯．㸰㸯，ᅗϪ．㸯．㸰㸰㸧．

ᅗϪ．１．１㸷 ㌿ಽ防止なし㸦改ၿ๓㸧 Ϫ．１．２㸮 ㌿ಽ防止対策 �㸦改ၿ後㸧 
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ᅗϪ．１．２１ ㌿ಽ防止対策㸰㸦改ၿ後㸧 ᅗϪ．１．２２ ㌿ಽ防止対策㸱㸦改ၿ後㸧 

 のࡑ １．５

研究室・実験室に設置されているクーࣛー設備のࣇルࢱーのΎᤲを定ᮇ的に行う．ࣇル

こりの目ワまりによる෭ᡣ⬟力のపୗに⧅がの⦾Ṫやࣅ࢝，になるとそࢁーのΎᤲがおࢱ

る．ガス器ල等を使用している場ྜは，⇞↝や点火のලྜを定ᮇ的に確ㄆする．また，点᳨し

た日・点᳨⪅を記㘓⡙に記載する． 

ᅗϪ．１．２３ ࣅ࢝によるኳởᰁと♧掲⡙㘓記᳨点の器Ἓ
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２．労働安全衛生法にᇶ࡙ࡃ≉ูᩍ⫱ཪは安全衛生ᩍ⫱ࡀᚲ要࡞సᴗについて 

 
労働安全衛生法では，第十᮲第୕項において，「事業⪅はࠊ危険ཪは有害な業務でࠊ

厚生労働省௧で定めるものに労働⪅をつࡏるときはࠊ厚生労働省௧で定めるとこࢁによ

りࠊᙜヱ業務に関する安全ཪは衛生のための≉ูの教育を行なわなければならない。」と定

められている．この≉ู教育をᚲ要とする業務については，安全衛生規則第୕十භ᮲にて規

定されている．また，≉ู教育に‽ずる安全衛生教育について，基Ⓨ第୕十᮲及び基安Ⓨ

第 2 ྕ等に基࡙き，安全衛生教育の᥎㐍をᅗるものとしている． 
 本学部においては，上記≉ู教育ならびに安全衛生教育の対象となる業務については，ヱ

ᙜする教育を受ㅮした⪅のࡳがその作業を行࠼るものとする．ただし，ᢏ⬟ㅮ習などより上

の㈨᱁を有するものについては，≉ู教育及び安全衛生教育を未受ㅮでもヱᙜ作業を行

 ．る⪅とする．次項௨㝆に対象業務を⾲に♧す࠼
 ͤ基Ⓨとは厚生労働省労働基ᒁ長による㏻㐩で，基案Ⓨとは厚生労働省安全衛生部長によ

る㏻㐩である．法的ᣊ᮰力は↓いが，厚生労働省及びそのୗ部組⧊は㏻㐩に基࡙き行ᨻᣦᑟ

を行い，ุᡤもこの㏻㐩を重どしたุ断を行う． 
ཧ⪃㸸Wikipedia 「≉ู教育による㈨᱁一ぴ」 
   ᑠ⥲ྜ法律事務ᡤ，http://kokura-lawoffice.com/blankpage44.html 
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３．学≀㉁のࣜスࢡアࢭス࣓ࣥࢺについて 

ᖹ成 26 年 6 ᭶ 25 日の労働安全衛生法改ṇにより，「化学物㉁のリスクアࢭス࣓ࣥトの

実」，「ストレスチェック及び㠃᥋ᣦᑟの実」が⩏務࡙けられた．本学では，「国立大学

法人琉球大学化学物㉁管理規定㸦ᖹ成 25 年 7 ᭶ 23 日制定，ᖹ成 29 年 8 ᭶ 1 日行，

㘓 㸧」及び「国立大学法人琉球大学化学物㉁リスクアࢭス࣓ࣥト実要項㸦ᖹ成 29 年 7 ᭶

25 日制定，ྠ年 8 ᭶ 1 日行，㘓㸧」において，リスクアࢭス࣓ࣥト等の実について定

めている．研究室等で化学物㉁を扱う㝿にはリスクアࢭス࣓ࣥトを行う事がᚲ要となる．

リスクアࢭス࣓ࣥトには，⚟大学がᥦ౪している Web 版のリスクアࢭス࣓ࣥトࢶール

を用いて行う事が᥎ዡされている．

・⚟大学工学部ᢏ⾡部安全衛生管理᥎㐍ࢢルーࣉ New Risk Assessment

http://roukan2.ad.u-fukui.ac.jp/risk_assessment_new/RA_system.php?type=site0

次にྠࢶールを使用して，࣓ࣀࢱール㸦CAS No.67-56-1㸧のリスクアࢭス࣓ࣥト実を

⤂する．

௳ール使用᮲ࣀࢱ࣓・

1 回 250 ml の࣓ࣀࢱールを ᗘ 60Υにて，㐌 3 回ࣇࣛࢻトチࣕࣥࣂーෆで使用する．
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㘓Ϩ 国立大学法人琉球大学化学物㉁リスクアࢭス࣓ࣥト実要項 

ᖹ成㸰㸷年㸵᭶㸰㸳日

制        定

㸦㊃᪨㸧 

第㸯᮲ この要項は，国立大学法人琉球大学化学物㉁管理規⛬㸦௨ୗ「規⛬」という。㸧第��᮲の㸰第㸴

項の規定に基࡙き，化学物㉁による危険や健康障害を防止するために実する化学物㉁のリスクアࢭ

ス࣓ࣥト及びリスクపῶ措置㸦௨ୗ「リスクアࢭス࣓ࣥト等」という。㸧に関しᚲ要な事項を定める。 

㸦適用⠊ᅖ㸧 

第㸰᮲ この要項は，་学部㝃ᒓ㝔を㝖く全ての部ᒁに適用する。 

㸦リスクアࢭス࣓ࣥト等の対象物㉁㸧

第㸱᮲ リスクアࢭス࣓ࣥト等の対象となる化学物㉁は，労働安全衛生法行௧ู⾲第୕に規定する≉

定化学物㉁等第一㢮物㉁及びู⾲第に規定するྡ⛠等を⾲♧し，ཪは㏻▱すべき危険物及び有害物

とする。 

㸦リスクアࢭス࣓ࣥトの実時ᮇ㸧

第㸲᮲ 化学物㉁取扱㈐௵⪅㸦௨ୗ「取扱㈐௵⪅」という。㸧は，研究室等において化学物㉁を᪂規に᥇

用して取扱うときは，リスクアࢭス࣓ࣥトを実しなければならない。 

㸰 ๓項の規定にわらず，取扱㈐௵⪅は，次に掲げる場ྜにおいては，リスクアࢭス࣓ࣥトを実し

なければならない。 

��� 㹑Ｄ㹑㸦安全ࢹーࢱシート㸧等により化学物㉁の᪂たな危険ᛶཪは有害ᛶが確ㄆされた場ྜ

��� 化学物㉁に係る事故がⓎ生した場ྜであって，㐣ཤのリスクアࢭス࣓ࣥト等のෆᐜにၥ㢟がある

場ྜ 

��� 研究室等において取り扱っている化学物㉁が，法௧により᪂たにリスクアࢭス࣓ࣥトの対象物㉁

に㏣加された場ྜ 

��� その化学物㉁⥲括管理㈐௵⪅がᚲ要とㄆめた場ྜ

㸱 取扱㈐௵⪅は，次に掲げる場ྜにおいては，リスクアࢭス࣓ࣥトの実に努めるものとする。 

��� 㐣ཤにリスクアࢭス࣓ࣥトを実した化学物㉁について，その取扱作業のෆᐜを大ᖜにኚ᭦する

こと等により，᪂たな危険ᛶཪは有害ᛶが生ずるおそれがあると取扱㈐௵⪅がุ断した場ྜ 

��� 研究室等において取り扱っている化学物㉁について，リスクアࢭス࣓ࣥトを実したことがない

場ྜ 

㸦リスクアࢭス࣓ࣥトのᡭ法㸧

第㸳᮲ 取扱㈐௵⪅は，次に定めるとこࢁにより，リスクアࢭス࣓ࣥトを実する。 

��� 化学物㉁の危険ᛶཪは有害ᛶのㄪᰝ・確ㄆ
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��� ๓ྕによりㄪᰝ・確ㄆされた化学物㉁の危険ᛶཪは有害ᛶ及び化学物㉁による健康障害の⛬ᗘ㸦௨

ୗ「リスク」という。㸧のぢ✚り 

��� ๓ྕのぢ✚りに基࡙くリスクపῶ措置のෆᐜの᳨ウ 

㸰 ๓項第㸰ྕに規定するリスクのぢ✚りは，次に掲げるᡭ法によるものとする。 

��� 研究基┙ࢱࣥࢭーが᥎ዡする各種リスクアࢭス࣓ࣥトࢶール 

��� ᳨▱管等による気中⃰ᗘ 定 

��� ๓各ྕに掲げるものの，リスクのぢ✚りにᚲ要とㄆめるᡭ法 

㸱 ๓項第㸱ྕのᡭ法を用いるにᙜたっては� 化学物㉁による危険ᛶཪは有害ᛶ等のㄪᰝ等に関するᣦ

㔪㸦ᖹ成��年㸷᭶��日けᣦ㔪බ♧第㸱ྕ㸧の㸷に‽ᣐするものとする。 

 

㸦リスクపῶ措置の実及びリスクアࢭス࣓ࣥトの実㸧 

第㸴᮲ 取扱㈐௵⪅は，リスクアࢭス࣓ࣥトによりリスクが高いとุ断する場ྜそのリスクのపῶが

ᚲ要とㄆめられる場ྜには，リスクపῶ措置の実及びそれに基࡙くリスクアࢭス࣓ࣥトの実に

努めるものとする。 

㸰 リスクアࢭス࣓ࣥトをᗘ実するにᙜたっては� 取扱㈐௵⪅は，第㸵᮲の記㘓を化学物㉁管理㈐

௵⪅にሗ࿌するとともに，規⛬第 �� ᮲の㸰第㸳項に規定するᨭ❆ཱྀにຓゝ，ᨭ等をồめること

ができる。 

 

㸦リスクアࢭス࣓ࣥト等の記㘓及び࿘▱㸧 

第㸵᮲ 取扱㈐௵⪅は，リスクアࢭス࣓ࣥトの⤖ᯝ及びリスクపῶ措置のෆᐜについて記㘓し，研究室

等の職員，学生等に࿘▱しなければならない。 

 

㸦㞧則㸧 

第㸶᮲ この要項に定めるものの，リスクアࢭス࣓ࣥト等の実に関しᚲ要な事項は，ู に定める。 

 

㸦改ᗫ㸧 

第㸷᮲ この要項の改ᗫは，環境・設マ࣓ࣥࢪࢿト委員会化学物㉁管理ᑓ㛛部会の㆟を⤒て，部会長が

行う。 

 

㝃 則 

この要項は，ᖹ成㸰㸷年㸶᭶㸯日ら実する。 
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㘓ϩ 

国立大学法人琉球大学化学物㉁管理規⛬ 

ᖹ成㸰㸳年㸵᭶㸰㸱日

制           定 

㸦㊃᪨㸧 

第㸯᮲ この規⛬は，国立大学法人琉球大学㸦௨ୗ「本学」という。㸧が行う教育研究活動

その事業活動において取扱う化学物㉁に関し，環境ởᰁの防止や安全衛生上の危害防止

及び┐㞴等による事௳・事故防止のための適ṇな使用及び管理について，ᚲ要な事項を定

める。 

㸦定⩏等㸧 

第㸰᮲ この規⛬において，次の各ྕに掲げる用ㄒの定⩏は，ᙜヱ各ྕの定めるとこࢁによ

る。 

㸦㸯㸧「部ᒁ」とは，大学本部，各学部，各研究科，㝃ᒓᅗ᭩㤋，教育学部㝃ᒓᑠ学ᰯ及

び中学ᰯ，་学部㝃ᒓ㝔，大学㝃ᒓ研究設，学ෆඹྠ教育研究設୪びに大学㐠Ⴀ

᥎㐍組⧊をいう。 

㸦㸰㸧「部ᒁ長」とは，๓ྕに規定する部ᒁの長をいう。ただし，大学本部にあっては各

部の部長をいう。 

㸦㸱㸧「研究室等」とは，部ᒁにおいて教育研究等を行う最ᑠの組⧊༢をいい，規則等

による᫂確な置࡙けはᚲずしもᚲ要としない。 

㸦㸲㸧「職員」とは，本学のᙺ員୪びに教員，職員及びその本学に㞠用されるすべての

⪅をいう。 

㸦㸳㸧「学生等」とは，本学において教育ཪは研究ᣦᑟを受けるすべての⪅及びඹྠで研

究を行う⪅をいう。 

㸦㸴㸧「化学物㉁」とは，本学の教育研究活動及びその事業活動により取扱う次の各ྕ

に掲げるものの⥲⛠をいい，་薬品及び་薬部እ品௨እのものをいう。 

ア ≉定化学物㉁㸸労働安全衛生法行௧㸦 �� 年ᨻ௧第 ��� ྕ㸧ู⾲第㸱に掲げ

るもの 

 有機⁐㸸労働安全衛生法行௧ู⾲第㸴の㸰に掲げるもの

࢘ ẘ物㸸ẘ物及び物取⥾法㸦 �� 年法律第 ��� ྕ㸧ู⾲第㸯及びẘ物及び物

ᣦ定௧㸦 �� 年ᨻ௧第㸰ྕ㸧第㸯᮲に掲げるもの 

エ 物㸸ẘ物及び物取⥾法ู⾲第㸰及びẘ物及び物ᣦ定௧第㸰᮲に掲げるもの

࢜ ≉定ẘ物㸸ẘ物及び物取⥾法ู⾲第㸱及びẘ物及び物ᣦ定௧第㸱᮲に掲げるも

の 

࢝ 危険物㸸ᾘ防法㸦 �� 年法律第 ��� ྕ㸧ู⾲第㸯の品ྡḍに掲げるもの

࢟ 第一種ᣦ定化学物㉁㸸≉定化学物㉁の環境への出㔞のᢕᥱ等及び管理の改ၿのಁ

㐍に関する法律行௧㸦ᖹ成 �� 年ᨻ௧第 ��� ྕ㸧ู⾲第㸯に掲げるもの 

ク 第種ᣦ定化学物㉁㸸≉定化学物㉁の環境への出㔞のᢕᥱ等及び管理の改ၿのಁ

㐍に関する法律行௧ู⾲第㸰に掲げるもの 
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ࢣ 高圧ガス㸸高圧ガス保安法㸦 �� 年法律第 ��� ྕ㸧第㸰᮲及び第㸱᮲に規定す

るもの 

ࢥ Ⓨᛶ有機化ྜ物㸦VOC㸧㸸大気ởᰁ防止法㸦 �� 年法律第 �� ྕ㸧第㸰᮲第㸲

項 に規定するもの

ࢧ ≉定ᝏ⮯物㉁㸸ᝏ⮯防止法� �� 年法律第 �� ྕ�第㸰᮲第㸯ྕに規定するもの

シ 㯞薬㸸㯞薬及びྥ⢭⚄薬取⥾法㸦 �� 年法律第 �� ྕ㸧第㸰᮲第㸯ྕに規定する

もの 

ス ྥ⢭⚄薬㸸㯞薬及びྥ⢭⚄薬取⥾法第㸰᮲第㸴ྕに規定するもの

ࢭ ぬࡏい㸸ぬࡏい取⥾法㸦 �� 年法律第 ��� ྕ㸧第㸰᮲第㸯項に規定するも

の

ࢯ ≉定物㉁及びᣦ定物㉁等㸸化学ර器の⚗止及び≉定物㉁の規制等に関する法律行

௧㸦ᖹ成㸵年ᨻ௧第 ��� ྕ㸧第㸱᮲及び第㸲᮲に規定するもの 

ࢱ ㎰薬㸸㎰薬取⥾法㸦 �� 年法律 �� ྕ㸧第㸯᮲の㸰第㸯項に規定するもの

チ 㝖ⲡ㸸㎰薬取⥾法第㸯㸮᮲の㸱に規定するもの

ࢶ 火薬㢮㸸火薬㢮取⥾法㸦 �� 年法律第 ��� ྕ㸧第㸰᮲第㸯項に規定するもの

テ アらࢶまでに掲げるものの化学的な有害ᛶ・危険ᛶを有するもの

ト アらテまでに掲げるものの使用により生じたᗫᲠ物

㸦㸵㸧「リスクアࢭス࣓ࣥト」とは，化学物㉁による災害を未然に防ぐために，化学物㉁

の有害ᛶཪは危険ᛶの種㢮及び⛬ᗘ୪びに事故災害のに基࡙いて，ᙜヱ化学物㉁の取

扱いによるばく㟢，₃࠼い，⇿Ⓨ，火災等の事故等がもたらす健康障害，器物の⿕害，

環境ởᰁ等の重大ᛶ及び可⬟ᛶをホ౯することをいう。 

㸦㸶㸧「リスクపῶ措置」とは，職員及び学生等の危険ཪは健康障害を防止するためにᚲ

要な措置をいう。 

㸦化学物㉁⥲括管理㈐௵⪅㸧 

第㸱᮲ 本学に化学物㉁⥲括管理㈐௵⪅㸦௨ୗ「⥲括管理㈐௵⪅」という。㸧を置く。  

㸰 ⥲括管理㈐௵⪅は，学長がᣦྡする理事をもっててる。 

㸱 ⥲括管理㈐௵⪅は，本学における化学物㉁の使用及び管理について⥲括する。 

㸲 ⥲括管理㈐௵⪅は，環境・設マ࣓ࣥࢪࢿト委員会に対し，化学物㉁の使用及び管理に

関するᑂ㆟をồめることができる。 

㸦化学物㉁管理㈐௵⪅㸧 

第㸲᮲ 化学物㉁を取扱う部ᒁに化学物㉁管理㈐௵⪅㸦௨ୗ「管理㈐௵⪅」という。㸧を置

き，部ᒁෆの化学物㉁の使用及び管理について⥲括し，化学物㉁による環境ởᰁや安全衛

生上の危害及び┐㞴，⣮ኻ等の事故防止のため，次᮲に規定する化学物㉁取扱㈐௵⪅をᣦ

ᑟ・┘╩しなければならない。 

㸰 管理㈐௵⪅は，部ᒁ長をもっててる。ただし，ࣟࢢーࣂル教育ᨭ機ᵓ保健管理部㛛

にあっては，ᙜヱ部㛛長とする。 

㸱 管理㈐௵⪅は，ᙜヱ部ᒁの化学物㉁を取扱う職員のうࡕら次᮲に規定する化学物㉁取

扱㈐௵⪅をᣦྡし，ච⡙㸦ู⣬第㸯ྕ様式㸧を備࠼るとともに，これをᖖに最᪂の≧ែ
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にしておなければならない。 

㸲 管理㈐௵⪅は，化学物㉁取扱㈐௵⪅のචがあったときには，ච⡙のしを⥲括管理

㈐௵⪅にᥦ出しなければならない。 

㸦化学物㉁取扱㈐௵⪅㸧 

第㸳᮲ 化学物㉁を取扱う研究室等に化学物㉁取扱㈐௵⪅㸦௨ୗ「取扱㈐௵⪅」という。㸧

を置なければならない。 

㸰 取扱㈐௵⪅は，ᚲ要に応じ」ᩘྡ置くことができる。 

㸱 取扱㈐௵⪅は，管理㈐௵⪅のᣦᑟ・┘╩のもと，ᙜヱ研究室等において使用保管される

化学物㉁を本規⛬及び関係法௧に基࡙き適ṇに管理しなければならない。 

㸦環境・設マ࣓ࣥࢪࢿト委員会㸧 

第㸴᮲ 本学における化学物㉁の適ṇな使用及び管理に関する重要な事項は，琉球大 学環境

・設マ࣓ࣥࢪࢿト委員会㸦௨ୗ「マ࣓ࣥࢪࢿト委員会」という。㸧においてᑂ㆟する。

㸦化学物㉁管理ᑓ㛛部会㸧 

第㸵᮲ マ࣓ࣥࢪࢿト委員会のもとに化学物㉁管理ᑓ㛛部会㸦௨ୗ「ᑓ㛛部会」とい う。㸧

を置き，研究基┙ࢱࣥࢭーの༠力を得ながら，本学における化学物㉁の使用及び管理に関

するᑓ㛛的な事項について᳨ウを行う。 

㸰 ᑓ㛛部会に関しᚲ要な事項は，ูに定める。 

㸦ᨭ体制㸧 

第㸶᮲ 化学物㉁管理のな㐠用をᅗるため，部ᒁ等に対するᨭ❆ཱྀを置き，管理㈐௵

⪅及び取扱㈐௵⪅へのຓゝ等を行う。 

㸰 ๓項のᨭ❆ཱྀは，研究基┙ࢱࣥࢭーとする。 

㸦化学物㉁を使用する⪅の⩏務㸧 

第㸷᮲ 化学物㉁を使用する⪅は，化学物㉁の使用及び管理において，本規⛬及び関係法௧

を㑂守しなければならない。 

㸰 化学物㉁を取扱う学生等をᣦᑟする職員は，学生等に対して化学物㉁の適ṇな使用及び

管理に関する教育及びᣦᑟを行わなければならない。 

㸱 ๓㸰項の，本規⛬及び関係法௧に定めのない事項については，管理㈐௵⪅及び取扱

㈐௵⪅のᣦ♧にᚑわなければならない。 

㸦化学物㉁の保管方法等㸧 

第 �� ᮲ 化学物㉁の保管においては，ᑓ用Ჴやᑓ用保管ᗜ等を用し，┐㞴，⣮ኻの，

㌿ಽཪはⴠୗによるෆᐜ物のᣑᩓを防止するように努めなければならない。 

㸰 化学物㉁の長ᮇ保管ཪはᅾᗜ㐣多による┐㞴ཪは⣮ኻ等のリスクを㑊けるため，化学物

㉁のᅾᗜ管理は，ィ⏬的つ適㔞となるよう㓄៖しなければならない。 
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㸦ẘ物及び物の取扱㸧 

第 �� ᮲ ๓᮲による，≉にẘ物及び物㸦௨ୗ「ẘ物」という。㸧については，┐㞴

やᆅ㟈等による事௳・事故を防止するため，ቨཪはᗋにᅛ定され，㘄できるሀᅛなᑓ用

保管ᗜに保管しなければならない。 

㸰 ẘ物のᑓ用保管ᗜには，እ部ら᫂確に識ูができるよう「་薬用እẘ物」ཪは「་

薬用እ物」の文Ꮠを⾲♧しなければならない。 

㸱 ẘ物のᑓ用保管ᗜの㘽は，取扱㈐௵⪅がཝ重に管理しなければならない。 

㸲 ẘ物のᐜ器及び⿕ໟには，እ部ら᫂確に識ูできるよう「་薬用እ」の文Ꮠ及びẘ

物については㉥ᆅにⓑⰍで「ẘ物」の文Ꮠを，物についてはⓑᆅに㉥Ⰽで「物」の文

Ꮠをそれࡒれ⾲♧しなければならない。 

㸳 ẘ物のᐜ器は，㣧㣗物のᐜ器として㏻ᖖ使用されるものを用してはならない。 

㸴 ẘ物の保管 については， ΰྜཪはΰゐによる化学応等を防ぐため，ᑓ用保管ᗜを

ูにするなど，保管及び㓄置について㓄៖しなければならない 。 

㸦化学物㉁管理システムのⓏ㘓及び管理㸧  

第 �� ᮲ 化学物㉁を使用する職員及び学生等は，使用する化学物㉁を化学物㉁管理システ

ムによりⓏ㘓しなければならない 。
㸰 取扱㈐௵⪅は，๓項のⓏ㘓及び受ᡶの≧ἣを適ᐅ管理するものとする。

㸱 化学物㉁管理システムのⓏ㘓及び管理については，ูに定める 。 

㸦化学物㉁のᗫᲠ処分㸧 

第 �� ᮲ 取扱㈐௵⪅は，研究室等において管理する化学物㉁が，ᑗ᮶使用のぢ㎸ࡳがない場

ྜには，ᗫᲠ等の処分を行い，リスクの㍍ῶに努めなければならない。 

㸰 取扱㈐௵⪅は，✵ᐜ器を処分するときは，࿘㎶環境及び保健衛生上の危害が生じるおそ

れがないように措置しなければならない。 

㸱 取扱㈐௵⪅は，㏥職等により本学職員としての㌟分がᾘ⁛する職員がいる場ྜには，

ᙜヱ職員が管理している化学物㉁をᗫᲠ処分し，その処分ෆᐜを管理㈐௵⪅にሗ࿌しなけ

ればならない。 

㸲 取扱㈐௵⪅が๓項に定めるᗫᲠ処分をᛰった場ྜには，管理㈐௵⪅の㈐௵においてᙜヱ

化学物㉁のᗫᲠ処分を行わなければならない。 

㸦化学物㉁による健康障害防止㸧 

第 �� ᮲ 取扱㈐௵⪅は，研究室等の職員及び学生等の化学物㉁による健康障害を防止する

ため，研究室等で取扱う化学物㉁の健康に࠼るᙳ㡪等についてのሗを，㹑Ｄ㹑㸦安全

 。シート㸧を活用して職員及び学生等に࿘▱しなければならないࢱーࢹ

㸰 取扱㈐௵⪅は，研究室等で取扱う化学物㉁について健康に࠼るᙳ㡪等がよりᑡないも

のに௦᭰するように努めなければならない。 

㸱 そのの健康障害防止については，国立大学法人琉球大学安全衛生管理規⛬�௨ୗ「安全

衛生管理規⛬」という。� にᚑい，安全衛生管理規⛬における健康管理ᢸᙜ⪅及び安全管

理ᢸᙜ⪅の行う措置に༠力しなければならない。 
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㸦リスクアࢭス࣓ࣥト等の実㸧

第 �� ᮲の㸰 ⥲括管理㈐௵⪅は，本学におけるリスクアࢭス࣓ࣥト及びリスクపῶ措置㸦௨

ୗ「リスクアࢭス࣓ࣥト等」という。㸧の実について⥲括する。 

㸰 管理㈐௵⪅は，ᙜヱ部ᒁにおけるリスクアࢭス࣓ࣥト等の実をᣦᑟ・┘╩しなければ

ならない。 

㸱 取扱㈐௵⪅は，ᙜヱ研究室等において取扱う化学物㉁について，リスクアࢭス࣓ࣥトを

実しなければならない。 

㸲 取扱㈐௵⪅は，リスクアࢭス࣓ࣥトの⤖ᯝに基࡙いて，リスクపῶ措置をㅮずるように

努めなければならない。 

㸳 管理㈐௵⪅及び取扱㈐௵⪅は，リスクアࢭス࣓ࣥト等の実において，研究基┙ࢱࣥࢭ

ー及び安全衛生委員会にຓゝ等をồめることができる。 

㸴 この規⛬に定めるものの，第㸱項及び第㸲項の規定に基࡙くリスクアࢭス࣓ࣥト等

の実に関しᚲ要な事項は，ูに定める。 

㸦化学物㉁に係る事故等の措置㸧  

第 �� ᮲ 取扱㈐௵⪅は，保管・管理する化学物㉁が┐㞴に㐼い，ཪは⣮ኻしたときは，直ࡕ

にその᪨を管理㈐௵⪅にሗ࿌し，そのᣦ♧にᚑわなければならない。 

㸰 取扱㈐௵⪅は，保管・管理する化学物㉁が㣕ᩓཪは₃出等により保健衛生上の危害が生

じるおそれがあるときは，直ࡕに管理㈐௵⪅にሗ࿌するとともに，その危害を防止するた

めの適ษな措置をㅮじなければならない。 

㸱 管理㈐௵⪅は，第㸯項ཪは第㸰項のሗ࿌を受けたときは，直ࡕに⥲括管理㈐௵⪅にሗ࿌

しなければならない。 

㸦改ၿ௧等㸧  

第 �� ᮲ ⥲括管理㈐௵⪅は，化学物㉁による環境安全衛生上のၥ㢟ⱝしくは健康障害が生

じ，ཪは生じるおそれがあるとㄆめるときは，管理㈐௵⪅に対して，化学物㉁の使用止

をྵࡴ改ၿ措置をじることができる。  

㸰 ๓項の場ྜにおいて，管理㈐௵⪅は，化学物㉁の使用止をྵࡴ改ၿ措置をㅮじなけれ

ばならない。

㸱 ๓項に規定する改ၿ措置をㅮじた管理㈐௵⪅は，環境安全管理上のၥ㢟ཪは健康障害の

生ずるおそれがなくなった時点において，ㅮじた改ၿ措置及びそのຠᯝについて，⥲括管

理㈐௵⪅にሗ࿌しなければならない㹿 

㸲 ⥲括管理㈐௵⪅は，第㸯項及び第㸱項の≧ἣについて，環境・設マ࣓ࣥࢪࢿト委員会

にሗ࿌しなければならない。 

㸦事務� 

第 �� ᮲ この規⛬に関する事務は，⥲ྜ⏬ᡓ␎部，⥲務部及び㈈務部の༠力を得て，設

㐠Ⴀ部において処理する。 
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㸦㞧則㸧 

第 �� ᮲ この規⛬に定めるものの，化学物㉁の適ṇな使用及び管理に関しᚲ要な事項

は，ูに定める。 

㸦改ᗫ㸧 

第 �� ᮲ この規⛬の改ᗫは，教育研究ホ㆟会の㆟を⤒て，学長が行う。 

㝃 則 

㸯 この規⛬は，ᖹ成 �� 年㸲᭶㸯日ら行する。ただし，第㸴᮲，第㸵᮲，第㸶᮲及び第

�� ᮲の規定は，制定の日ら行する。 

㸰 国立大学法人琉球大学ẘ物及び物管理規則㸦ᖹ成㸯㸯年㸲᭶㸯㸱日制定㸧は，ᖹ成㸰

㸴年㸲᭶㸯日の行の日をもって，ᗫ止する。 

㝃 則㸦ᖹ成㸰㸴年㸶᭶㸰㸶日㸧 

この規⛬は，ᖹ成 �� 年㸶᭶ �� 日ら行し，ᖹ成 �� 年㸵᭶㸯日ら適用する。 

㝃 則㸦ᖹ成㸰㸶年㸯㸯᭶㸯㸲日㸧  

この規⛬は，ᖹ成㸰㸶年㸯㸯᭶㸯㸲日ら行し，ᖹ成㸰㸶年㸯㸮᭶㸯日ら適用する。 

㝃 則㸦ᖹ成㸰㸷年㸵᭶㸰㸳日㸧  

この規⛬は，ᖹ成㸰㸷年㸶᭶㸯日ら行する。 
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ู⣬第㸯ྕ様式 

化学物㉁取扱㈐௵⪅ච⡙ 

 化学物㉁管理㈐௵⪅ 

 㸦部ᒁ等長ྡ㸧  ༳ 

㸯．あなたを，「国立大学法人琉球大学化学物㉁管理規⛬」第㸳᮲による化学物㉁取扱㈐௵

⪅に㸦ච㸧じます。 

㸰．あなたは，化学物㉁取扱㈐௵⪅として「国立大学法人琉球大学化学物㉁管理規⛬」を㑂

守し，その保管・管理を適ṇに行い，事故防止に努めなければならない。 

取扱㈐௵⪅ 

学科等・ㅮᗙ等 Ặ ྡ 管理の場ᡤ ௵年᭶日 ༳ ௵ච年᭶日 ༳ 

䈜㸦ච㸧ḍは，部ᒁ等の実≧に応じて適ᐅ㏣加してᕪしᨭ࠼ない。

－138－



録Ϫ 工学部安全衛生ࣜࢡࢵ࢙ࢳスࢺ 
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䠍䠐䠊⢊䛨䜣㞀ᐖ㜵Ṇつ๎㻌 䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉㻌 㻝㻡㻠㻌
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䠍䠒䠊䝺䞊䝄䞊ග⥺䛻䜘䜛യᐖ㜵Ṇ㻌 䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉㻌 㻝㻡㻣㻌

䠍䠓䠊⇿Ⓨ䠈ⅆ⅏➼䛾㜵Ṇ㻌 䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉㻌 㻝㻡㻤㻌

䠍䠔䠊Ꮫ≀㉁䞉⸆ရつ๎㻌 䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉㻌 㻝㻢㻜㻌

䠍䠕䠊ἲ௧␎⛠㻌 䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉㻌 㻝㻢㻝㻌
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䞉⥺㔞ᙜ㔞⋡➼䛾 ᐃ䠈グ㘓䜢ṧ䛧䛶䛔䜛䛛 㟁㞳๎➨㻡㻠᮲

䞉ᨺᑕᛶ≀㉁䛾⃰ᗘ䛾 ᐃ䛧䠈グ㘓䜢ṧ䛧䛶䛔䜛䛛

䞉䜶䝑䜽䝇⥺సᴗ௵⪅䛾⫋ົ䜢㐙⾜䛧䛶䛔䜛䛛

㟁㞳๎➨㻡㻟᮲

䞉䜺䞁䝬⥺㏱㐣┿ᙳసᴗ௵⪅䛾⫋ົ䜢㐙⾜䛧
䛶䛔䜛䛛

㟁㞳๎➨㻡㻞᮲㻟

䞉䜺䞁䝬⥺㏱㐣┿ᙳసᴗ௵⪅චチ䜢ᣢ䛳䛶䛔
䜛䛛

㟁㞳๎➨㻡㻞᮲㻠

㟁㞳๎➨㻠㻣᮲

䞉䜶䝑䜽䝇⥺సᴗ௵⪅චチ䜢ᣢ䛳䛶䛔䜛䛛 㟁㞳๎➨㻠㻤᮲

䞉䜺䞁䝬⥺㏱㐣┿ᙳసᴗ௵⪅䛜㑅௵䛥䜜䛶䛔
䜛䛛

㟁㞳๎➨㻡㻞᮲㻞

䞉䜶䝑䜽䝇⥺సᴗ௵⪅䛜㑅௵䛥䜜䛶䛔䜛䛛 㟁㞳๎➨㻠㻢᮲

䜶
䝑
䜽
䝇
⥺
➼

㟁
㞳
ᨺ
ᑕ
⥺
㞀
ᐖ
㜵
Ṇ
➼
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䝺ග㞀㜵ᑐせ

䝺ග㞀㜵ᑐせ

䝺ග㞀㜵ᑐせ

䝺ග㞀㜵ᑐせ

䝺ග㞀㜵ᑐせ

䝺ග㞀㜵ᑐせ

䝺ග㞀㜵ᑐせ

䝺ග㞀㜵ᑐせ

䝺ග㞀㜵ᑐせ

㻠

㻜㻚㻟㻥䡉㼃௨ୗ㻝

㻜㻚㻡㼃䜢㉺䛘䜛

㻟㻾

ฟຊ༊ศ

䜽䝷䝇

㻝㻹

䢖
䡘
䝄
䡘
ᶵ
ჾ

䞉⟶⌮༊ᇦ㻔ᶆ㆑䠈❧ධ⚗Ṇ㻕䛾ᥖ♧㻔䡴䢓䡹䠐䠈㻟㻮㻕

䞉ᐃᮇ䛻Ⅼ᳨䜢⾜䛳䛶䛔䜛䛛㻔䡴䢓䡹㻠䠈㻟㻮䠈㻟㻾䠈㻞㻹䠈
㻝㻹㻕

䞉䜲䞁䝍䞊䝻䝑䜽䝅䝇䝔䝮➼䛿䛴䛔䛶䛔䜛䛛㻔䡴䢓䡹㻠䠈㻟㻮㻕

䞉䢖䡬䡷䢚䡬ග⥺䜢ᨺฟ୰䛾⾲♧ⅉ➼䛾㆙ሗ⨨䛿䛴
䛔䛶䛔䜛䛛㻔䡴䢓䡹㻠䠈㻟㻮䠈㻟㻾䠅

䞉䢖䡬䡷䢚䡬ග㊰䛾⨨䛿㐺ษ䛻タ⨨䛥䜜䛶䛔䜛䛛㻔䡴䢓䡹
㻠䠈㻟㻮䠈㻟㻾䠈㻞㻹䠈㻝㻹䠅

䞉䜻䞊䝁䞁䝖䝻䞊䝹ᵓ㐀䛸䛺䛳䛶䛔䜛䛛㻔䡴䢓䡹㻠䠈㻟㻮㻕

䞉䢖䡬䡷䢚䡬ග⥺䛾ᨺฟཱྀ䛻䝅䝱䝑䝍䞊䛜䛴䛔䛶䛔䜛䛛㻔䡴
䢓䡹㻠䠈㻟㻮䠈㻟㻾㻕

䞉ಖㆤ⾰䜢╔⏝䛧䛶䛔䜛䛛㻔䡴䢓䡹㻠䠈㻟㻮㻕

䞉ᶵჾ⟶⌮⪅䜢㑅௵䛧䛶䛔䜛䛛㻔䡴䢓䡹㻠䠈㻟㻮䠈㻟㻾㻕

䞉༴㝤≀䛾ᣢ㎸䜏⚗Ṇ䠄⟶⌮༊ᇦෆ㻕䛿Ᏺ䜙䜜䛶䛔䜛
䛛㻔䡴䢓䡹㻠㻕

䞉㧗㟁ᅽ䛾⾲♧䛿䛥䜜䛶䛔䜛䛛㻔䡴䢓䡹㻠䠈㻟㻮䠈㻟㻾䠈㻞㻹䠈
㻝㻹㻕

䞉సᴗ㛤ጞ๓䛻䢖䡬䡷䢚䡬ᶵჾཬ䜃ಖㆤල䛾Ⅼ᳨䜢⾜䛳
䛶䛔䜛䛛㻔䡴䢓䡹㻠䠈㻟㻮䠈㻟㻾䠈㻞䠩䠈㻝㻹㻕

䞉どຊ᳨ᰝ䛸ే䛫䛶๓║㒊᳨ᰝ䜢⾜䛳䛶䛔䜛䛛㻔䡴䢓䡹
㻠䠈㻟㻮䠈㻟㻾䠈㻞㻹䠈㻝㻹㻕

䞉Ᏻ⾨⏕ᩍ⫱䜢⾜䛳䛶䛔䜛䛛㻔䡴䢓䡹㻠䠈㻟㻮䠈㻟㻾䠈㻞㻹䠈
㻝㻹㻕

䞉䢖䡬䡷䢚䡬ග⥺䛾ᨺฟཱྀ䛾⾲♧䜢䛧䛶䛔䜛䛛㻔䡴䢓䡹㻠䠈㻟㻮䠈㻟㻾㻕

ᕤᏛ㒊Ᏻ⾨⏕䝏䜵䝑䜽䝸䝇䝖

༊ศ 䝏䜵䝑䜽㡯┠ ᨵၿෆᐜ᰿ᣐἲᚊ➼

䠍䠒䠊䢖䡬䡷䢚䡬ග⥺䛻䜘䜛㞀ᐖ㜵Ṇ

䝺ග㞀㜵ᑐせ

䝺ග㞀㜵ᑐせ

䝺ග㞀㜵ᑐせ

䝺ග㞀㜵ᑐせ

䞉䢖䡬䡷䢚䡬ග㊰䛾㐽䜈䛔䛿㐺ษ䛻タ⨨䛥䜜䛶䛔䜛䛛㻔䡴䢓
䡹㻠䠈㻟㻮䠈㻟㻾㻕

䝺ග㞀㜵ᑐせ

䞉䢖䡬䡷䢚䡬ග㊰䛾㐺ษ䛺⤊➃㻔䡴䢓䡹㻠䠈㻟㻮䠈㻟㻾䠈㻞㻹䠈㻝㻹㻕

㻞

㻞㻹

㻟㻾

㻜㻚㻟㻥㻡䡉㼃௨ୗ

㻝㼙㼃௨ୗ

㻝㼙㼃௨ୗ

䜽䝷䝇㻞䛾㻡ಸ௨ୗ

䛭
䛾


స
ᴗ
⟶
⌮
➼

䝺
䡘
䝄
䡘
ග
⥺
䛻
䜘
䜛
㞀
ᐖ
➼

䞉䢖䡬䡷䢚䡬ᶵჾ䛾᧯స䛿㞳䜜䛯⨨䛷⾜䛳䛶䛔䜛䛛㻔䡴䢓䡹㻠㻕

䞉సᴗ⪅䛿ಖㆤ║㙾䜢╔⏝䛧䛶䛔䜛䛛㻔䡴䢓䡹㻠䠈㻟㻮䠈㻟㻾㻕

䞉ಖㆤ⾰㻔⇞䛘㞴䛔⣲ᮦ䛾⾰᭹㻕䜢╔⏝䛧䛶䛔䜛䛛㻔䡴䢓䡹㻠㻕

䞉䢖䡬䡷䢚䡬ග⥺䛻䜘䜛㞀ᐖ䛾䛔䛾䛒䜛⪅䛻ᑐ䛩䜛་
ᖌ䛾デᐹ䠈ฎ⨨㻔䡴䢓䡹㻠䠈㻟㻮䠈㻟㻾䠈㻞㻹䠈㻝㻹㻕

䞉༴㝤≀䛾ᣢ㎸䜏⚗Ṇ䠄䢖䡬䡷䢚䡬ග㊰㏆㻕䛿Ᏺ䜙䜜䛶
䛔䜛䛛㻔䡴䢓䡹㻠䠈㻟㻮㻕

䞉どຊ᳨ᰝ䛸ే䛫䛶║ᗏ᳨ᰝ䜢⾜䛳䛶䛔䜛䛛㻔䡴䢓䡹㻠㻕

┤᥋䜒㙾㠃ᑕ䛧䛯ග䛰䛡䛷䛺䛟ᩓග䜒༴㝤䠊䛣䜜䜙䛿⓶㞀ᐖ䠈ⅆ⅏䜢Ⓨ生䛥
䛫䜛༴㝤䜒䛒䜛䠊

䜽㻌䝷㻌䝇㻌ศ㻌䛡㻌䛾㻌ᴫ㻌せฟ䚷ຊ

ண▱䛷䛝䜛᮲௳䛾ୗ䛷䛿安全䛺䝺䞊䝄䞊

ண▱䛷䛝䜛ྜ理ⓗ䛺᮲௳䛾ୗ䛷䠈䝺䞁䝈⣔䜢⏝䛔䛶䝺䞊䝄䞊ග䜢ほᐹ䛧䛺䛡䜜䜀安
全䠄〄║䛿安全䠅

▐䛝䛺䛹䛾┠䛾᎘ᝏᛂ䛻䜘䜚安全

䝺䞁䝈⣔䜢⏝䛔䛶ほᐹ䛩䜛䛣䛸䛜䛺䛟䠈▐䛝䛺䛹䛾┠䛾᎘ᝏᛂ䛜䛷䛝䜜䜀安全䚹
䝺䞊䝄䞊䛾ᨺᑕ䝺䝧䝹䛿䜽䝷䝇㻞䛸ྠ䛨

䜽䝷䝇㻞㻔ྍどග㻕䜎䛯䛿䜽䝷䝇㻝㻔ྍどග㻕䛾㻡ಸ௨ୗ

䞉⥭ᛴṆ䝇䜲䝑䝏䛿䛴䛔䛶䛔䜛䛛㻔䡴䢓䡹㻠䠈㻟㻮䠅

䝺ග㞀㜵ᑐせ

㻜㻚㻡㼃௨ୗ

䝺ග㞀㜵ᑐせ

䝺ග㞀㜵ᑐせ

䝺ග㞀㜵ᑐせ

䝺ග㞀㜵ᑐせ

䝺ග㞀㜵ᑐせ

䝺ග㞀㜵ᑐせ

䝺ග㞀㜵ᑐせ

䝺ග㞀㜵ᑐせ

䝺ග㞀㜵ᑐせ

┤᥋䜎䛯䛿㙾㠃ᑕ䛧䛯ග䜢ぢ䛯䜚ゐ䜜䛯䜚䛩䜛䛸༴㝤
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䞉ᐃᮇ⮬᳨ᰝ䛿⾜䛳䛶䛔䜛䛛 Ᏻ⾨๎➨㻞㻣㻢᮲

䞉⮬↛Ⓨⅆ䛾㜵Ṇ Ᏻ⾨๎➨㻞㻢㻢᮲

䞉㑊㞴➼䛿☜ಖ䛥䜜䛶䛔䜛䛛 Ᏻ⾨๎➨㻞㻣㻠᮲㻞

䞉⭉㣗䛻䜘䜛⇿Ⓨཪ䛿ⅆ⅏䛾㜵Ṇ Ᏻ⾨๎➨㻞㻢㻥᮲

䞉䝞䝹䝤➼䛾㛤㛢᪉ྥ䛾⾲♧䛿䛥䜜䛶䛔䜛䛛 Ᏻ⾨๎➨㻞㻣㻝᮲

䞉ᘬⅆᛶ䛾≀䛾Ẽཪ䛿ྍ⇞ᛶ䜺䝇䛾⃰ᗘ ᐃ Ᏻ⾨๎➨㻞㻣㻡᮲㻞

䞉Ꮫタഛ䜢タ䛡䜛ᘓ≀㻔⇞ᛶ䛾ᮦᩱ㻕 Ᏻ⾨๎➨㻞㻢㻤᮲

䞉㏻㢼➼䛻䜘䜛⇿Ⓨཪ䛿ⅆ⅏䛾㜵Ṇ Ᏻ⾨๎➨㻞㻢㻝᮲

䞉䜶䝏䝺䞁䜸䜻䝅䝗➼䛾ྲྀᢅ䛔㻔άᛶ䜺䝇䛷⨨㻕 Ᏻ⾨๎➨㻞㻢㻜᮲

ᕤᏛ㒊Ᏻ⾨⏕䝏䜵䝑䜽䝸䝇䝖

䞉సᴗつᐃ䛿䛒䜛䛛 Ᏻ⾨๎➨㻞㻣㻠᮲

䞉㧗⇕≀䜢ྲྀᢅ䛖タഛ䛾ᵓ㐀 Ᏻ⾨๎➨㻞㻠㻤᮲

䞉⁐ゎ㧗⇕≀䜢ྲྀᢅ䛖సᴗ䛻䛚䛡䜛ỈẼ⇿Ⓨ㜵Ṇ

䞉Ἔ➼䛾ᾐᰁ䛧䛯䝪䝻➼䛾ฎ⌮㻔⇞ᛶ䛾᭷ᐜჾ
䛻䜑䜛➼㻕

Ᏻ⾨๎➨㻞㻢㻣᮲

䞉␗✀䛾≀䛾᥋ゐ䛻䜘䜛Ⓨⅆ➼䛾㜵Ṇ Ᏻ⾨๎➨㻞㻢㻠᮲

䞉ⅆ⅏䛾ᜍ䜜䛾䛒䜛సᴗ䜢⾜䛖ሙᡤ➼㻔ⅆ⅏㜵Ṇ䛾䛯
䜑䛾㐺ษ䛺⨨ཪ䛿ᵓ㐀䠅

Ᏻ⾨๎➨㻞㻢㻡᮲

䞉䝪䞁䝧➼ᐜჾ䛾㌿ಽ㜵Ṇᥐ⨨䠈✵䞉䛾⾲♧䛿⾜
䜟䜜䛶䛔䜛䛛

Ᏻ⾨๎➨㻞㻢㻟᮲

䞉䝩䞊䝇䜢⏝䛔䜛ᘬⅆᛶ䛾≀➼䛾ὀධ Ᏻ⾨๎➨㻞㻡㻤᮲

᰿ᣐἲᚊ➼ ᨵၿෆᐜ༊ศ 䝏䜵䝑䜽㡯┠

Ᏻ⾨๎➨㻞㻡㻝᮲

䞉ⅆയ➼䛾㜵Ṇ䛻ດ䜑䛶䛔䜛䛛 Ᏻ⾨๎➨㻞㻡㻡᮲

䞉༴㝤≀䜢〇㐀䛧䠈ཪ䛿ྲྀᢅ䛖ሙྜ䛾⇿Ⓨཪ䛿ⅆ⅏
䜢㜵Ṇ䛩䜛䛯䜑䛾ᥐ⨨䛿ྲྀ䜙䜜䛶䛔䜛䛛

Ᏻ⾨๎➨㻞㻡㻢᮲

䞉సᴗᣦ⪅䛿䛔䜛䛛 Ᏻ⾨๎➨㻞㻡㻣᮲

䞉⇿Ⓨ䛾༴㝤䛾䛒䜛ሙᡤ䛷⏝䛩䜛㟁ẼᶵᲔჾල
㻔㜵⇿ᵓ㐀䛾䜒䛾䜢⏝㻕䜢⏝䛧䛶䛔䜛䛛

Ᏻ⾨๎➨㻞㻤㻜᮲

䞉㜵⇿ᵓ㐀㟁ẼᶵᲔჾල䛾⏝䠄⢊ሻ䛻ᑐ䛧䛶㜵⇿
ᛶ⬟䜢᭷䛩䜛㜵⇿ᵓ㐀

Ᏻ⾨๎㻌㻌㻌➨㻞㻤㻝᮲
䡚➨㻞㻤㻞᮲

䞉Ἔ㢮➼䛾Ꮡᅾ䛩䜛㓄⟶ཪ䛿ᐜჾ䛾⁐᥋➼㻔⇿Ⓨཪ
䛿ⅆ⅏䛾㜵Ṇ䛾䛯䜑䛾ᥐ⨨䠅

Ᏻ⾨๎➨㻞㻤㻡᮲

䞉⏝㛤ጞ䛾Ⅼ᳨䛿⾜䛳䛶䛔䜛䛛 Ᏻ⾨๎➨㻞㻣㻣᮲

䞉Ᏻ⨨㻔Ᏻᘚཪ䛿䛣䜜䛻௦䜟䜛Ᏻ⨨㻕 Ᏻ⾨๎➨㻞㻣㻤᮲

䞉༴㝤≀➼䛜䛒䜛ሙᡤ䛻䛚䛡䜛ⅆẼ➼䛾⏝⚗Ṇ Ᏻ⾨๎➨㻞㻣㻥᮲
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➨Ϩ⦅ 安全管理 

���会♫実務研究会編�労働安全衛生法，第一法規出版会♫

���厚生労働省安全衛生部編�安衛法౽ぴᖹ成 �� 年ᗘ版，労働ㄪᰝ会Ⓨ行

���㞠用・⬟力㛤Ⓨ機ᵓ編�安全衛生，♫ᅋ法人㞠用ၥ㢟研究会Ⓨ行

���大学等環境安全༠㆟会�実務⪅㐃⤡会会ሗ，第 �ྕ

���国立大学法人ᮾி工業大学⥲ྜ安全管理ࢱࣥࢭー編�健康・安全ᡭᖒ

���大㜰大学᰾物理研究ࢱࣥࢭー編�安全ガࣈࢻック

���ᾏ㐨大学大学㝔ᆅ球環境科学研究科編�安全マニュアル

���琉球大学工学部安全委員会編㸸琉球大学工学部安全マニュアル㸦����㸧

���㕥ᮌ直，ኴยಇஅ，ᯇ本⣖文，守ᒣಇᶞ，ᒣ本ோ㸸大学人のための安全衛生ガࢻ，ᮾ

ி化学ྠ人，����

���� ᪩✄⏣大学大ஂ保ᵓෆ安全委員会編㸸安全のᡭᘬき㸦����㸧

���� ᒾᡭ大学工学部編�安全マニュアル第㸰版

���� 厚生労働省安全衛生部安全ㄢ編㸸᪂版ప圧電気取扱安全ᚲ携㸦中ኸ労働災害防止༠会，

2002㸧.
���� ᐙ電〇品༠会編㸸ᐙ電ಟ理ᢏ⾡㈨᱁シリーࢬ 安全点᳨ᢏ⾡㸦NHK 出版，1998㸧．
���� 電気設備ᢏ⾡基‽研究会編㸸⤮とき電気設備ᢏ⾡基‽・ゎ㔘᪩わり ᖹ成 17 年改ṇ版

㸦࢜ーム♫，2005㸧．
���� ♫ᅋ法人 ᮾி電気管理ᢏ⾡⪅༠会編㸸電気管理ᢏ⾡⪅ᚲ携 第㸴版㸦࢜ーム♫，2004㸧． 
���� 日本電気༠会編㸸電気ᢏ⾡⪅のための電気関係法規 ᖹ成 17 年版㸦日本電気༠会，2005㸧．
�1�� 省エࢿルࢠーࢱࣥࢭー㸸トࣛッࢢࣥ࢟現象とࣟࢢー現象とはఱ 電気管理 Q&A㸦省エ

ー，2000㸧ࢱࣥࢭーࢠルࢿ

➨ϩ⦅ 衛生管理 

��� 琉球大学工学部安全委員会編㸸琉球大学工学部安全マニュアル㸦����㸧

��� 厚生労働省㹆㹎㸸ＶＤＴ作業における労働衛生管理のためのガࣥࣛࢻの策定について

➨Ϫ⦅ ᐇ࣭ᒆฟ࣭録࣭㈨ᩱ 

��� 会♫実務研究会編�労働安全衛生法，第一法規出版会♫

��� 中ኸ労働災害防止༠会編�国立大学等の法人化に係る労働安全衛生関係法௧について

��� 会♫実務研究会編�労働安全衛生法，第一法規出版会♫

��� 厚生労働省安全衛生部編�安衛法౽ぴᖹ成 �� 年ᗘ版，労働ㄪᰝ会Ⓨ行
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「工学部安全衛生マニュアル」も本版で 4 ᗘ目の改訂となります．๓回の改訂後の 2014 年㸦ᖹ

成 26 年㸧に，「労働安全衛生法の一部を改ṇする法律」がされ，その中で化学物㉁のリスク

アࢭス࣓ࣥトの実やストレスチェック及び㠃᥋ᣦᑟの実，受動喫煙防止措置の努力⩏務等が

加されています．本学でもこれらの᪂規⩏務に対応して᪂しく学ෆ規則を定め，工学部安全衛

生員会においてもෆᐜの確ㄆ，学部ෆへの࿘▱を行ってきました．また工学部ෆでの事故を受け

て，改めて労働安全衛生法における≉ู教育およびそれに‽ずる安全衛生教育の対象となる危険

有害業務の確ㄆを行うとともに，関㐃教育未受ㅮ⪅の対象作業⚗止について㏻▱を行いました．

これらの事をうけて，現安全衛生マニュアルのぢ直し・改定について㆟ㄽを行い，2017 年 5 ᭶よ

り⣙ 10 ࣨ᭶をけて「工学部安全衛生マニュアル 2018」を作成しました． 
᪂マニュアルのな改訂・編㞟項目としては，㸦㸯㸧上記法௧改ṇにకう項目の㏣加㸦㸰㸧労働

安全衛生法の≉ู教育・安全衛生教育対象業務に関する項目の㏣加㸦㸱㸧ࣂッテリーの取扱いや

ⴠ㞾等に関する注意事項の㏣加などがᣲげられます．

本マニュアルは用⪅の目線に立って，できるだけ分りやすくල体的な記述をするように心

がけましたが，いたらࡠ点も多々あるとᏑじます．教職員および学生の方々で，改ၿ要ᮃ事項

があれば，工学部安全衛生委員会に㐃⤡をお㢪いいたします．

なお本マニュアルの改訂・編㞟作業において⥲務係のఀ⯋ᇽ⩏様には，安全衛生のエ࢟スࣃ

ートとして多大な㈉⊩を㡬きましたことを，ここに記して感謝⮴します．

本マニュアルを編㞟した工学部安全衛生委員会࣓ࣥࣂーは௨ୗのとおりです．

機 械 工 学 ࢥ ー ス  教 ᤵ  上㔛ⱥ㍜

㺒㺦㺷㺕㺼㺎環境工学ࢥース  教 ᤵ ኳஂṇ

電気システム工学ࢥース 教 ᤵ ẚᗈᶞ

電子ሗ㏻ಙࢥース 教 ᤵ ᒣ㔛ᑗᮁ

♫会基┙ࢹザࢥࣥース ຓ 教 ⏣ᨻ行

ᘓ ⠏ 学 ࢥ ー ス  教 ᤵ  Ώᩜ 健

▱ ⬟  ሗ ࢥ ー ス ຓ  教  ㉥ᕊ有ᖹ

ᢏ ⾡ 部 ᢏ⾡職員 ⋢㑣ぞ厚㞝

ᢏ ⾡ 部 ᢏ⾡職員 ໃ理ᐈ則

事 務 部 事 務 長 多⏣真

事 務 部 ⥲ 務 係 ⋢ᇛ ග

事 務 部 ⥲ 務 係 ఀ⯋ᇽ⩏

ᘓ ⠏ 学 ࢥ ー ス ຓ  教  ௰ᯇ ு㸦⾲⣬ࣛスト作成㸧

㸦安全衛生委員会 委員長 ᒣ㔛ᑗᮁ 記㸧

安全衛生マニュアル

ᖹ成 30 年 3 ᭶  Ⓨ 行

編㞟Ⓨ行㸸 琉球大学 工学部 安全衛生委員会

ၥྜࡏඛ㸸 琉球大学 工学部 事務部 ⥲務係

ࠛ903-0213  Ἀ⦖┴中㢌㒆すཎ⏫༓ཎ㸯␒ᆅ 
TEL㸦098㸧895㸫8589 
FAX㸦098㸧895㸫8590 
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